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「ううっ。こ、今度こそ……もう我が慢まんできませんっ……！」

　そう言って、自みずからの下腹部に手を添そえる湊みなと智とも花か。緊きん迫ぱく感かんが、淡あわい痛みとなって襲おそいかかっているのかもしれない。

「今すぐ楽になっちゃって良いってば」

　小学生の女の子を自分の部へ屋やに連れ込んだ挙あげ句あまりにも追い詰めすぎたかと反省し、俺おれは内心の高揚を悟られぬよう素そっ気けなく告つげる。

「で、でも……。せっかく昴すばるさんのお相手をさせて頂いているのに……」

　しかし、健けな気げな少女は頑かたくなに辛しん抱ぼうを選えらび続けるのだった。

　まったく、俺の欲求を満たしてくれようとするのはとても嬉うれしいけど、これじゃきっと身体からだにも良くない。このあとお互い学校にだって行かなくてはならないのに。

「そうか……。なら、もう少し増やしてみよう」

「ふぇっ!?」

　仕方が無いので方針変更。俺が僅わずかに指先を動かすと、智花はびくりと肩を揺ゆらし、恐れおののいたように濡ぬれた瞳ひとみで上うわ目め遣づかいを向けた。

「も、もうこんなにたくさんなのに……もっと、なんですか……!?」

「うん、ここまで来たら、いけるところまでいってみようかなって」

　無む慈じ悲ひな宣言。唇をきつく結び、言葉を失う智花。

　そうして、ようやく。

「も、もう無理ですうっ！　わ、私………………おります！」

　全すべてを諦あきらめ脱力して、右手で握りしめていた五枚のトランプをはらりと卓上に落とした。

「うわ、スリーカードか。危なかったなー」

　見ればそこには、三枚のエースが揃そろっているではないか。なるほど、どうりでなかなか諦めずチップの上うわ積づみに付き合ってくれたわけだ。

「す、昴さんは……？」

「えーと。あはは、ごめん」

　促うながされ、俺も抱えていた手札をオープン。

　なんの役も揃ってない、いわゆる『ブタ』の五枚を。

「そ、そんなぁ……」

　へなへなと突っ伏す智花に対し、ハッタリで騙だました申もうし訳わけなさと、無む性しように可愛かわいいなと思ってしまう気持ちが内心で同時に膨ふくらみ、俺はつい苦笑を漏もらしてしまった。







　夏休みは明けたとはいえ、初秋と呼ぶにはまだまだ残暑が厳きびしい九月二日。俺と智花はいつもの朝練習後、ほんの思いつきで『ポーカー』のタイマン勝負なんぞに興きようじてみた。

　もしかしたら、顔色から心を探り合うことでバスケの駆かけ引きも上う手まくなるのでは、なんて考えたわけだが……どうやらあまり実用的ではなかったかな。ボールを手にしていない時の智とも花かは無む垢くすぎるため、あまりにも俺おれの思おも惑わく通りに事が進みすぎる。ちょっとこれは、遊ゆう戯ぎであっても欺あざむくことに罪悪感を覚えてしまう。

「ごめんなさい、私、ばかで」

「いやいやそれは違うって。智花、すごく頭良いじゃないか」

「ぜんぜん良くないですよう……。簡かん単たんに引っかかってしまって、これじゃ昴すばるさんの練習相手、失格ですよね」

「そんなわけないだろ。普通の練習のときお世話になりまくりだし。それに、よくよく考えたらポーカーなんかでバスケ上手くならないよな。むしろ俺が浅はかだった」

「す、昴さん。本当に私は、昴さんのお役にたてましたか？　ちゃんと今日きようも、その……」

「もちろん。今日も智花は、俺にとって最高のパートナーだったよ」

「ふぁ…………え、えへへ」

　即答しながら絹きぬ糸いとのように柔らかな髪の上に手を置くと、智花はふにゃんと面おも持もちを蕩とろけさせる。上手く不安を拭ぬぐってやれたようで、俺もまた安あん堵ど。

　なんだか最近ますます、それほど意い識しきせずに智花と以心伝心が果たせるようになってきてるかも。思いの丈たけをそのまま告つげれば喜んで貰もらえるなんて、すごく自然で良い関係なのでは、とかふと自うぬ惚ぼれたことを考えてしまったり。

「うし、じゃあトランプはこれくらいにして朝ご飯食べに行こう。あんまり遅いと母かあさんがそわそわしだすから」

「はいっ！　すみません、今日もごちそうになりますっ」

　智花がすっかり明るい表情を取り戻してくれたことに俺も嬉うれしさを隠かくさず頷うなずき、揃そろい立って一階のリビング兼ダイニングに移動を開始する。学校が始まって多少慌あわただしくはなったが、長は谷せ川がわ家けは今日もいつも通りの平へい穏おんな空気に包まれていた。




　──母さんが、いきなりあんなことを言い出す直前までは。
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「え、親父おやじ帰ってくるの!?」

「うんっ。うふふ、明日あしたのお昼ひる頃ごろには着くって」

「しかも明日なのか！　突然すぎるだろ……」

「すばるくんと智花ちゃんがバスケットしてるときに電話があったの。なんだか、日本に急な用事なんですって。困っちゃったわ。パーティーの準備、間に合うと良いのだけど。う～ん、何を作ろうかしら」

　困っちゃった、というわりに喜き色しよく満まん面めんで緩ゆるく纏まとめられた髪を揺ゆらす母親から伝えられたニュースで、長は谷せ川がわ家けの食卓に緊きん張ちようが走った。

「……そーか。あいつめ、よーやく帰ってくるか。にゅふふ、今度こそあの小憎らしいショットガン完封してやんぜ」

　通つう勤きん前に再び飯をたかりに来るようになった叔お母ばのミホ姉ねえが、ぎらりと瞳ひとみを輝かがやかせて不敵にひときわ長い八や重え歯ばをむき出しにする。銃で撃うち合う系のＴＶゲームにおいて、ミホ姉もまた、親父おやじとはライバル関係にあるためだ。

「なんだか短期間で、リベンジマッチが続くな。望むところだけど」

　……ミホ姉『も』。

　自然と出てきたそんな助詞が表す通り、他ほかならぬ俺おれ自身にとってもまた親父──長谷川銀ぎん河がは積せき年ねんのライバルである。こちらはもちろん、バスケットボールという競きよう技ぎにおいて。

　いや、正せい確かくにはライバルというか親父のやつ洒落しやれにならないくらいオトナゲないのだ。小学生時代の俺に対しても既すでに全力全開だったし。たまに無ぶ精しよう髭ひげ生はえてるけど、そっちの毛はともかくオトナゲの数ならもうすでに負けてないと思う。

　だから、そろそろ。高校生になり、宿敵である同期ナンバーワンプレーヤーの須す賀が竜りゆう一いちに不意打ち気味とはいえ幾いくらか肉にく薄はくした今なら、親父に一いつ矢し報むくいることができるかもしれない。

　そう思うと、どうにも落ち着いてなんかいられないのだった。

「もう、すばるくん。そんなに怖い顔しちゃだめよう。喧けん嘩か、しないでね」

「しないって。別に……嫌ってるわけじゃないから。いろいろ溜たまってるだけで」

「そーそー。だからおねーちゃんは気にせずバカップルやってなって。にゃはは、がんばれよ昴すばる。いっしょにほえ面づらかかせてやろーぜ」

「おうよ。ミホ姉も健けん闘とうを祈る！」

　珍しく意気投合し勢いよく腕を絡からませる俺とミホ姉。ちなみに我わが両親、いまだラブラブ。外では他人のフリをしたくなるレベルでラブラブである。だから、こうして俺とミホ姉が対抗心を燃もやしてる姿を見るたびに、母かあさんは少しふくれっ面になるのだ。まあ言った通り、別に嫌けん悪お感かんを抱いているわけではないことはちゃんと伝わってるので本気で消沈させてしまう心配はないが。

「ふぁう……」

「ん？」

　あれ、ミホ姉と二人ふたりで盛り上がってるうちに智とも花かが隣となりで肩をすぼめ、ひどく不安そうに瞳を揺らしている。どうしたんだろう。

「何か、忘れ物してきた？」

「い、いえっ！　それは大丈夫ですが、その……。すっ、昴すばるさんのお父とう様さまがお帰りになられるのですかっ？」

「あ、うん。どうやらそうらしい。まったく、急にもほどがあるよなー」

「うう。わ、私っ、どうすれば……！　ずうずうしく毎朝おじゃましていることを、なんて説明すればっ」

　なんだ、そんなことを心配していたのか。帰ってくるのが『あの』親父おやじなせいで、俺おれとしてはこれっぽっちもそういう発想に至ることが出来なかった。

「あはは、大丈夫。親父、細かいことは全然気にしないから。それにずうずうしくじゃなくて、智とも花かには俺が頼み込んで来てもらってるんじゃないか。畏かしこまる必要なんて少しも無いよ」

　ほんと智花は慎つつましやかで良い子だよな、とその清廉さを再さい認にん識しきしつつ、不安を拭ぬぐってやれるようあえて軽い口く調ちようで微笑ほほえみかける。

「いえっ、そんな！　毎朝昴さんにお相手して頂けて、嬉うれしいのは私の方ですっ。……で、でも。本当にお父様、許して下さいますでしょうか」

「許す許す。それは絶対保証する。むしろ逆に、智花に何か迷めい惑わくかけることにならないかの方が心配だよ。なんつーか、親父……」

「なれなれしいからな。ちょーなれなれしい」

「そうそれ。なれなれしい」

　横から口を挟はさんできたミホ姉ねえの言葉に頷うなずき、苦笑。親父が俺たちの関係を認めてくれるかどうかなんてことは、考えるまでもなく明らか。心配するとすれば、変な誘さそいで智花を戸と惑まどわせてしまわないかとか、そういう類たぐいの方だろう。

「よし智花、今日きようからウチの子になっちゃえ！」

「ふぇ。ふぇぇぇぇっ!?」

「なんて、もしいきなり親父が言ってきても気にしないでな。なにも考えてないただの出任せだから」

「あ……で、出任せ。そ、そうですよね。ま、まだ私小学生だから、昴さんのお家うちに……なんて無理ですもんね、あ、あはははは」

　ん、小学生だと無理？　いや、俺も法律に詳しいわけではないが、養子縁えん組ぐみにそんな制限は無いと思うけど。ただまあ仮定の話だし、この話題はもう掘り下げなくていいか。

「えと、とにかくそんなわけだから。何も気にせず明日あしたからも練習しに来てくれると嬉しいよ。ほら、味み噌そ汁しる、冷める前に食べちゃいな。確たしか、好きだろ。油あぶら揚あげ」

「あっ、はいっ。で、ではこれからもよろしくお願ねがいしますっ。……えへへ、好きです。わかめと油揚げのお味噌汁。昴さんが気付いて下さっていて……嬉しいです、とても」

　お椀わんを両手で抱え視し線せんを落とし、ほんのり頰ほおを染そめる智花。その仕し草ぐさにわけもなくどきりとしてしまった俺は、衝しよう動どう的てきに眼めを逸そらして大切りのだし巻きたまごを丸ごと頰張る。

　じんわりと口全体に広がる甘味を嚙かみしめながら、再び思うのは子どもがそのままデカくなったような性格をしている父親のこと。

　せっかくの機き会かいだ。いつまでも勝ち逃げさせておくわけにはいかないし、今度こそ息子むすこの成長を実感させてやらねばな。

　七な芝しば高校男子バスケ部の元『伝説のエース』。長は谷せ川がわ銀ぎん河が様さまに、俺おれが部活再建を任せてもいい人材だと、認めさせ、安心させるという意味でも。





＊






「うう、やっぱり緊きん張ちようしてしまいます」

「はは、平気だってば。ま、一度会えばすぐわかるよ」

　そして丸一日時が流れ、土ど曜ようの午前。どうしてもひと言挨あい拶さつをせねば気が済まないという智とも花かと二人ふたり、自室で親父おやじの帰き還かんを待つ。

「にしても、別に今日きようじゃなくて良かったのに。ごめんな、予定狂わせちゃって」

「いえそんなっ。わがままを言っているのは私の方ですし！」

　本来なら智花はこのあと午後一番で日にち舞ぶの稽けい古こがあったらしいのだが、なんと母親の花か織おりさんに頼み込んで予定を明日あしたに変更してもらったのだそうだ。必要以上に気を遣つかわせてしまい、申もうし訳わけない限りである。

「花織さん、怒らなかった？」

「はいっ。それは、ぜんぜんです。……誠心誠意頑がん張ばってきなさいと、励はげまされました」

「いやいや、誠心誠意って」

　座卓の前で正座してしゃんと背筋を伸ばし、硬い面おも持もちで俯うつむく智花の様よう子すに、つい苦笑が漏もれた。あの親父に対してそこまで気を遣うなんて、喩たとえるならハンバーガーショップに行くために正装をするようなものなんだけどなあ。正装といえば実際今日の智花の服装は、純白のブラウスに紺こん色いろのフリルスカートと、普段ふだんの私服よりもちょっとだけフォーマルな感じがする。とても良く似合っているので見られて眼がん福ぷくという心境ではあるが、いろいろ取り越し苦労をさせてしまったな。

　もちろん、長谷川家けのために智花がこれほど意い識しきを割さいてくれたという事実は、素直に感動なのだけど。

「お？　着いたっぽいぞ。よし行こうか」

「……っ」

　いろいろ考えているうち、家の前で車の停車する音が網あみ戸ど越ごしに伝わってきた。びくりと身体からだを震ふるわせた智花の頭を撫なでてリラックスを促うながしてから、二人で階下に向かう。

「うふふ、昴すばるくんも智花ちゃんも並んで並んで」

　玄関前では、既すでに母かあさんが満面の笑えみで待たい機きしていた。昨日きのうからずっとご機き嫌げんで、時折反応に困るほどだ。そりゃ、こんな風ふうに長年連つれ添そっても初うい々ういしくいられる夫婦関係っていうのは、きっと良いものなのだろうけど。よくわからんけど。

「は、はいっ。では失礼します！」

「いくらなんでも一列横並びはやりすぎだろうに……」

　リクエストに二つ返事で応こたえる智とも花かと、若じやつ干かん及び腰の俺おれ。親父おやじのことだから『おうっ、愛する家族よ！　今帰ったぞ～』とか至し極ごくかるーい調ちよう子しで登場するのは眼めに見えているわけで、あんまり折り目正しくしたって一いつ瞬しゆんで無意味になるだろう。言い争っても仕方がないので一応従っておくけれども。

「ほら、リラックスリラックス」

「ふぁ……は、はははいっ！」

　智花の真横まで足を進め、ぽんと軽く背中にタッチ。するとすっかり硬くなっていた智花は一瞬マッチ棒のように直立不動のまま倒れ込みそうになったが、すぐに持ち前の運動神経を発揮してバランスを取り戻す。

「ご、ごめん！　ちょっと強く押しすぎたな」

「い、いえっ。私がぼーっとしてただけですので…………あ」

　お互い冷汗を流したその直後、車（おそらくタクシー）の走り去っていく音が聞こえた。続けざまに、軽快な足音が玄関に迫る。

「おうっ、愛する家族よ！　今帰ったぞ～」

　はたして。想像したのと一字一句違たがわぬ台詞せりふと共に勢いよく扉が開き、

「……ん？」

「あら？」

「………………えっ」

　滑り込んできたシルエットを視界に収めるや、俺と母さん、さらに智花までもがそれぞれ三者三様の驚おどろきを顔に浮かべるのだった。

「よー昴すばる。寂さびしい思いさせたな！　んー、ちょっとくらいは背伸びたか？」

　ちゃんと伸びてるし、これからもっともっと伸びる予定だよ──という、本来言うべき台詞が喉のどの奥から出て来ない。１８６cmという豊かな上背と、鍛きたえ抜かれた筋肉に包まれた髭ひげ面づらの肉親を前に、俺はまるで萎い縮しゆくでもしているかのように言葉を詰まらせてしまう。

「え、いや…………えっ？」

　代わりに漏もれるのは、戸と惑まどいまみれの疑問符ばかり。

「なゆなゆ、ただいま！　家のこと任せきりでほんとすまん。変わりないか？」

「……ええと、うん。寂しかったけど、私もすばるくんも元気だよ、銀ぎん河がくん」

　母さんの方はさすがというかなんというか、物事にあまり動じない性格なので普通の応対を始めてしまった。いや待て、その前に尋たずねることがあるじゃないか。あと親父おやじいい加減なゆなゆやめろ。

「それから……うん？　あれ～なゆなゆ。いつの間にか子どももう一人ひとり出来てた？」

「あ、そ、そのっ……」

「うふふ、違うわよぅ。この子はね──」

「──ちょ、ストップストップ！」

　順じゆん繰ぐりに動いていた親父の眼めが智とも花かの前で止まったところで、ようやく俺おれは正常な判断力を取り戻す。ええいもう限界だ、そろそろ置き去りにされたままの『謎なぞ』について、説明を受けずにはいられない。

「ん、なんだよ昴すばる。ちょっとなゆなゆと仲良くしたぐらいで妬やくなって」

「妬いてねーよ！　じゃなくて、智花のことはあとでちゃんと紹介するから、まずはそっち──その、親父が連れてきた女の子の方の説明をしろ！　どうしたんだよその子!?」

　ひと息に叫ぶと、再び全員の視し線せんが親父……に、その小さな手を握られた、小柄な少女に集中する。

　腰まである銀ぎん色いろの髪と、アクアマリンをはめ込んだような碧へき眼がん。まっすぐ通った鼻筋は、あきらかに日本人のものではない。背丈は、慧けい心しん女バスで一番小さな袴はかま田だひなたちゃんと同じかほんの少しだけ高いくらい。シャープな面おも立だちが少し大人おとなびた雰囲気を醸かもしているが、それでも歳としの程ほどは智花たちより上ということは無いだろう。

　小学生くらいの、外国人の、女の子だ。

「ん？　おーそーだったすまんすまん！」

　あっけらかんと笑い、親父は隣となりに直立不動で寄より添そっていたその子の頭にぽんと触れる。

「…………」

　レースやフリルでたっぷり彩いろどられた、おとぎ話の世界から調ちよう達たつしたようなドレスに身を包み、日本の残暑に晒さらされても汗一つかかずに無言、無表情のまま、首を垂直に持ち上げ親父を見つめる女の子。もしかしたら、日本語が分からないのだろうか。

「ミミ、名前言ってみ？」

「ナマエ？　いまギンガがいった」

「いーじゃん細かいこと気にするなよ～」

　違ったらしい、ちゃんと分かってるようだ。それどころかわりと流りゆう暢ちようだ。口調は舌っ足らずで必要最低限の言葉しか発せられてないが、語ご彙いや発音に苦しんでいるような気配けはいはそれほど感じられない。

「……ミミ。ミミ・バルゲリー」

「いやいや、俺にじゃなくて。俺は知ってるし。ほら、そっちの美人と、毛の薄うすい息子むすこと。それからミミの新しいお友達に自己紹介だ」

「うふふ、やだもう銀ぎん河がくんっ。美人じゃないわよぅ」

「薄うすくねぇよ！」

「え、あ、わ、私は……」

　またしてもバラバラの反応を示す俺おれたち三人。それを意に介さず、『ミミ』と親父おやじに呼ばれた女の子はしばしこちらを透明な表情で眺めてから、一歩前に出て唇を小さく動かす。

「……オトモダチ？」

　俺と母かあさんに視し線せんを注いだ時間はほんのわずかだけ。関心は、同年代である智とも花かに対して一いつ直ちよく線せんに向いているようだ。

「え、ええとっ。ま、まいねーむいずっ、ミナ……じゃ、じゃなくて、と、トモ……」

　少しだけ人見知りの気けがある智花は幾分パニック気味。先ほどから目の前の少女が日本語で話していることに気付かず、頑がん張ばって英語で自己紹介をしようとしている。

　その様よう子すはとても微笑ほほえましかったが、今はさておき。

「……で、どういうこと？」

「どういうことって。だからミミ・バルゲリーちゃん。国こく籍せきはフランス」

「それは分かった。じゃなくて、親父がこの子を連れてきた理由を訊きいている」

　要領を得ない父親に多少苛いら立だちを覚えつつ、質問を重ねる。というかなぜフランス。親父の仕事先、ハワイだったはずなのだが。

「あーその辺はなー。話すと結構長くなるんだよ。とりあえずビール飲みながらで良い？　ほんと日本の蒸むし暑さはたまらん」

「待て、せめて要点だけ先に話せ！」

　手で顔を扇あおぎながら靴を脱ぎだした親父を慌あわてて制止。なんか、ハワイに赴ふ任にんしてからますますマイペースに磨みがきがかかってる気がする。これが南国のリズムか。

「要点、要点な。要点はあれだ。ミミが、今日きようからウチの子になるってこと」

「なんだそういうことか。ったく、そのひと言が出るまでどんだけ時間かかって………………………………………………………………………………………………………………………え？」

　さらりとなされた報告が、ワンテンポ遅れて衝しよう撃げきを届ける。

「ウチの子って。つまり、この家で暮らすってこと？」

「そりゃそうだろ。なんだ昴すばる、嫌いやなの？」

「嫌とかじゃない、そんなことはないんだ……けど」

　どういうわけか、まるで見えない糸にでも操あやつられるように。俺は智花の方へ恐る恐る首を向けてしまう。

「…………す、昴さんの…………お、おうちの子に」

　目まの当あたりにしたのは、混乱と、寂せき寥りようと。

　二つの色がおり混じった、切なげな表情。

「智とも花か……」

　俄が然ぜん、胸にぎゅっと、原因不明の鈍どん痛つうが走った。
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　信じがたいことに、親父おやじの職しよく業ぎようは大学の准じゆん教授である。

　どうやら履り修しゆうしていた地質学の教授にやたら気に入られ、頼まれるまま庶しよ務むを引き受けているうちにあれよあれよと研究室に居場所を確かく保ほしてしまったらしい。発掘が研究の主たる過程であるため、バスケで培つちかった屈強な肉体と根性を重ちよう宝ほうがられたという面もあるのだろう。

　とにかく、当時既すでに母かあさんとの結婚を考えていた親父は大学三年で体育会のバスケ部を引退し、教授の誘さそいに従って本格的に地質学を専攻し始めた。

　数年前に、海外発掘プロジェクトを任され家を空あけがちになってしまったことは想定外だったみたいだが、それもあと数年すれば落ち着くという話だし、裕福とはいえないまでも安定した収入を得られ、俺おれもこうして不自由なく生活することが出来ている。そこに関しては、家庭のために公式競きよう技ぎとしてのバスケを諦あきらめてくれた親父に深く感かん謝しやをしなければなるまい。

　ただし、常にやることなすことがいちいち出鱈目でたらめなので、手放しで尊敬の念を抱いたりはどうしても出来ないのだが。

「つまり、ミミ……ちゃんのご両親が親父の先生と仲良くて、ハワイの発掘プロジェクトに参加してくれることになったと」

「そーそー。ミミの親父さんもフランスの大学勤づとめで、ウチの教授と研究分野がカブってるから交流深いんだ。んでんでんで、ありがたくもあちらたっての希望でハワイに家族総出で助すけ太だ刀ちに来てくれたんだけどなー」

「ニャー」

　リビングのソファにどっかりを背を預け、おどけた口く調ちようでビール片手に詳しい説明を始めた親父に、鳴き真ま似ねで相づちを打つミミちゃん。どことなく血統書付きの高貴な猫ねこっぽい雰囲気のある女の子なので、なんだか妙にはまって聞こえた。

「それがどうして、ミミちゃんだけ親父と日本に？」

「早い話、ミミが体たい調ちよう崩くずしちゃったんだよ。南国暮らし……っていうより、食べ物が合わなかったみたいで、どんどん食欲無くしてな。俺らの拠点ってハワイの中でもド田舎いなかだから、こじゃれたレストランとか外国の食材売ってる店とかもほとんど無いし。とーぜんこのままじゃ良くないしフランスに戻ってくれって頼んだんだけど、親父さん、途と中ちゆうで仕事を投げだすわけにはいかないってきかなくて。だからってミミのこと放ってもおけないし、さてどーしたもんかと」

「ニホンのたべものはすき。エアポートでかったオマンジュウおいしかった。ニジュウハッコ、タベマシタ」

「うそつけ。ミミは二つだけしか食べてないだろ。けどまー食欲戻って良かったよ。……ほんで、いろいろ考えて結局ミミのことは長は谷せ川がわ家けで預かることにしたわけだ。フランスの親しん戚せきに世話になるってプランもあったんだけど、ミミ自身が日本に来てみたいって言って、なら是ぜ非ひにと。なーミミ」

「なーギンガ」

　無表情のまま、ミミちゃんは親父おやじと独特のリズムで掛け合いを繰くり返す。息が合ってるのか合ってないのかいまいち定かではないが、かなり懐なついてるのだけは間違いなさそうだ。

「うふっ、もちろん大歓迎ですっ。ね、すばるくん」

「……ああ、そうだな」

　破顔する母かあさんに、なるべく表情が硬まらないよう気をつけながら頷うなずく。

　実際、拒絶感を抱いているわけではない。見知らぬ外国人の女の子とどう接して良いのかという戸と惑まどいはあるものの、だからといってこの家に居て欲しくないなんて心ないことは、まったく思っていない。

　けれども、なんだろう。この妙にそわそわする感じは。

　どうしてさっきから、俺おれは何度となくこの部へ屋やにいるもう一人ひとりの女の子──智とも花かの様よう子すを無む意い識しきに眼で追ってしまうのだろう。

「…………え、えへへ」

　智花は食卓の椅い子すに腰掛け、親父の説明を邪じや魔ましないよう静かに微笑ほほえみ続けている。少なくとも外見上は、すっかり落ち着きを取り戻しているようだった。

　ただ、内面はどうなのかな。本当にもう、ミミちゃんのことは気にしていないのか。

「っ」

　誰だれにも気付かれぬようこっそりと首を振る。なんだ、今の勘ぐり。それじゃまるで、俺が智花に異を唱えて欲しいみたいではないか。違う、そんなつもりはない。そうじゃなくて、ただ。

　ただ、智花と二人ふたりきりで過ごしてきた大切な時間が、これからも続くようにと、そう願ねがっているだけだ。

　もちろんそれは、大丈夫。ミミちゃんが俺たちに干渉する存在ではないことなんて、考えるまでもなく明らか。だから、うん。落ち着こう、俺。

「しっかしこっちもちょっとだけ驚おどろいたぞ。まさか、もう一人女の子がいるなんて想像もしてなかったもんなあ」

　一通りの説明を終えた親父が立ち上がり、無ぶ精しよう髭ひげの生はえたあごをさすりながら智花に豪ごう快かいな笑えみを向ける。智花の紹介はすでに終わらせてあったが、俺が矢や継つぎ早ばやにミミちゃんのことを訊きいてしまったため、今まで反応するタイミングを逸いつしていたのだろう。

「……っ！　ご、ごめんなさい！　私、大切な時間にお邪魔してしまって！」

「わはは、そんなことは全然だからもっとくつろいでくれ。俺おれもなゆなゆも賑にぎやかなの大好きだし。なんだったら智とも花かちゃんもうちの子になってくれたって構わないんだぞ？」

「ふぇっ!?　そそっ、それはそのっ……」

「親父おやじ、智花をあんま困らせるなって」

　溜ため息いき混まじりに立ち上がって制すと、親父はなぜかにんまり。

「ほうほう、お前もようやく紳士っぽくなってきたじゃないか。照れないで女の子に優やさしくできるのはとても良い事だ。父は嬉うれしいよ、うむうむ」

「な、何言ってんだよ……!?　べ、別にこれくらい当然だろっ」

「そうとも、その当然が出来るかどうかが大事なのだ息子むすこよ」

「ぐむ……」

　ちくしょう、親父のせいでなんか無む性しように顔が熱あつい。

「とにかくお前、智花ちゃんにはだいぶお世話になったみたいじゃん」

「ん、それは、まったくもってその通り。智花のおかげで、まだバスケ続けられてる」

　どうやら母かあさんの口から、俺の挫折と復帰は逐ちく一いち親父に報告されてしまっていたらしい。それもまた忸じく怩じの限りだが、怪け我がの功名というか、いきさつを知っているが故ゆえにもしかしたら親父も智花に対して感かん謝しやを抱いてくれているのかも。

　息子が未いまだ親の後を継ついでバスケットボールを志していることを、嬉しく思ってくれているのなら、という前提付きではあるが。

「そっか。……いやほんと、ありがとうな智花ちゃん。こいつ、ニブチンで色々大変だろうけど、なんとか見捨てずこれからも一いつ緒しよにバスケしてやってくれ」

「そ、そんなっ、感謝しなければいけないのは私の方ですっ。昴すばるさんのおかげで、私もバスケを続けることが出来ていて……。私のコーチは、昴さんだけですっ」

　どきり。

　きっと他意はなかったのだろうが、智花の言葉にやたら過剰な反応をしてしまう俺。いかん、いろいろ驚おどろいたせいか、なんか今日きようは感情が不安定だ。

「と、智花。いくらなんでも買いかぶりすぎだけど、でも……嬉しいよ。そんな風ふうに言ってくれて」

「昴さん……。いえ、買いかぶってなんかっ！　本当に、私はそう思ってます」

　見つめ合い、はにかみ合い。智花と手の届く距きよ離りで互いの絆きずなを確たしかめ合う。

「……バカップル？」

「なっ!?」

「ふぇええっ!?」

　と、知らぬ間にすぐ傍そばまで歩み寄っていたミミちゃんがこちらを見上げながらぼそりと問題発言。う、なんか困った誤解をされてしまった……？

「なー。バカップルだなー。昴すばるのやつ、俺おれとなゆなゆがイチャコラするとすぐ機き嫌げん悪わるくなるくせになー」

「うふふっ。これからは、どこで仲良くしてもすばるくんに怒られないかしら」

「お、怒ってないっつの。ただ見てて恥はずかしいだけで！　……え、えっと違うんだミミちゃん。俺たちは、バ、バカップルなんてもんじゃなくて。もっと落ち着いた関係──ってそれもなんかおかしいな……」

「はぅぅぅぅ」

　真まっ赤かになってしまった智とも花かに何一つ声をかけてやることも出来ないまま、しどろもどろで釈明を試みる。しかしミミちゃんは俺の言葉にいっさいの反応を示さず、ガラス細工のような透すき通った瞳ひとみでこちらをきょとんと見上げるばかりだ。こんな何が言いたいのかよく分からないようなていたらくじゃ当然だろうけど。

「だから、その……あれ？　ミミちゃん？」

「えっ」

　そうしてるうち、ミミちゃんは俺にわずかながら向けてくれていた興きよう味みを完全になくし、くるりと身を翻ひるがえして智花の正面に踏み出た。急に至近距きよ離りから視し線せんを向けられ、智花はますます戸と惑まどいを深めた様よう子すで言葉を失う。

「トモローチカ？」

「と、ともろ……？　あっ、わ、私の名前？　ええと……と、智花。湊みなと、智花ですっ」

　それでもなんとかミミちゃんの意図を理解すると、いつも通りの礼れい儀ぎ正ただしさで勢いよく頭を下げてみせた。

「ウィ、トモカ。トモカは、バスケットボールうまい？」

「え、あ、その。バ、バスケは、練習なら毎日……」

　少しも物もの怖おじせず質問するミミちゃんに対し、眼めを泳がせながらも誠心誠意答える智花。ふむ、やはり同年代の存在が一番気になるのか。どうあれ、智花とミミちゃんがすぐ打ち解けて仲良しになれるようなら、それはとても喜ばしいことだよな。

「おうおうなるほど。よく考えてみたら、すごい面おも白しろそうじゃないか」

「親父おやじ？」

　ぎこちないやりとりに注目していると、親父が喜び勇んでパチンと指を鳴らす。む、なんだ。この仕し草ぐさ、大たい概がいろくでもないことを思いついた時に繰くり出されるんだよな。また何かおかしな暴走を始めなければ良いが。

　なんとなく不安を覚えながら、様よう子すを窺うかがう。すると親父はますます笑えみを強め、

「なー昴。早速バスケしよーぜ。今から」

　親指で庭を指し示し、挑発的な瞳で俺を見つめるのだった。

「相変わらず落ち着きねーな。……望むところだけど」

　当然、即答。帰国早々、しかもビール飲んだ後で良いのかとかツッコミどころは満まん載さいだったが、せっかく向こうからリベンジの機き会かいを提案してくれたんだ。それをみすみす逃のがす手はない。

「わはは、そーこなくちゃ。よしミミ、着替えてきな」

「ウィ。ソーコナクチャ」

「智とも花かちゃんも、替えの服持ってるか？」

「わ、私ですかっ？　は、はいっ。いちおう、ありますけど……」

「結構結構！　じゃーミミと一いつ緒しよに風ふ呂ろ場ばで着替えて、庭に再集合してくれるかな」

「え、ええと。わ、わかりましたっ」

　決意を燃もやしていると、親父おやじはなぜか子どもたちにも準備を促うながす。急な頼みごとに智花も事態が飲み込めてない様よう子すだったが、言われた通りおっかなびっくりミミちゃんを連れて浴室に向かってくれた。

　なんだか勝手な申し出で子どもたちまで残暑はびこる屋外に連れ出すことになってしまったけど、まだ打ち解けきれていない二人ふたりを残して親父とバスケに興きようじるよりは、一緒に見学してもらっていた方がいいか。おそらく親父もそう考えたのだろう。

「うふふ、みんないってらしゃい。お昼ご飯は、その後にするわね」

「おう、ありがとなゆなゆ。じゃー昴すばるの事びっくりさせてくるわ」

「今さら驚おどろかないっての。むしろ俺おれがビビらせてやる」

　不敵に笑う親父と火花を散らしてから、自分もまた着替えに向かう。

　よし、長らく前方にそそり立ったままの壁かべを、今日きようこそ乗り越えるぞ。智花が傍そばにいるのなら、ますます負けるわけにはいかないしな。

　もう二度と、大事なパートナーの前でかっこ悪いところは見せたくないのだ。
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「あれ、すごく楽しそうだね智とも花か。ミミちゃんと何か良い事あった？」

「ふぇっ!?　いえそのっ！　着替え中に……い、いろいろお話し出来ましたので！」

　一足先に支し度たくを終えて庭で待っていると、智花がミミちゃんと手を繫つなぎスキップ気味に登場したので少し驚おどろく。急に二人ふたりきりにされて会話に困っているんじゃないかと心配だったが、歳としの近い子ども同士だと仲良くなるのも早いのかな。おみそれしましたと、心の中で謝しや罪ざい。

　なんにせよ、よかった。二人がすぐ友達になれたのなら、俺おれとしてもすごく安心だ。

「おーし、揃そろってるなー。そんじゃ早速始めようぜ！」

　最後にカーキ色のタンクトップと麻あさのショートパンツ姿で登場した親父おやじが、お気楽全開で片手を振る。まったく、人の気苦労も知らないで楽しそうな顔しおって。

　うむ。ますます敗北の苦く汁じゆうってやつを味わわせてやらないと気が済まなくなってきた。

「望むところだ、さあかかってこい！」

　滾たぎる気合いを胸の奥に秘め、ゴール下で身構える俺。

「ウィ」

　その正面にとことこと歩み出て、蒼あおい瞳ひとみでこちらを見上げる銀ぎん髪ぱつの少女。

　……って、あれ？

「おいおい何やってんだ、昴すばる」

　どうしてミミちゃんが、という疑問を口にする前に、やれやれとあきれ加減な親父が責めたのは、俺の方。

　え、今何か、間違ったことをしたか。だって親父がバスケしようって言うから、こうして決着を付けようと──。

「あ」

　混乱のあと、ようやく気付く。

　ミミちゃんの服装、バスケのユニフォームだ。それもプロチームのレプリカとかじゃなく、どこか外国のクラブチームで使われているのであろう、見覚えのない代しろ物もの。

「もしかして、バスケ選せん手しゆなのか。ミミちゃんも」

「今気付いたのか。そーだよ。もともとフランスのクラブチームに入ってて、ハワイに来てから俺に弟子入りしたんだ。なーミミ」

「なーギンガ。ギンガのバスケ、わりとすごい」

「おいこらなんだわりとって。日本語間違ってるぞ。そこは『ちょーすごい』が正解だろ」

　またしても不ふ思し議ぎなリズム感で掛け合いを始めた二人を、茫ぼう然ぜんと見つめる。

「親父の、弟子」

　じゃあ、それはつまり、換言すれば。

　親父おやじとミミちゃん、そして俺おれと智とも花かは、少しだけ似た関係ってことか。

「な、わかったろ俺の言いたいこと。バスケ、しようぜ。ミミと、智花ちゃんのバスケ対決。心配しなくてもお前の相手は俺が後でいくらでもしてやるからさ」

「……智花」

　自然と、視し線せんは横へ。重なる戸と惑まどい。でもそれは一いつ瞬しゆん。

「や、やってみますっ」

　やがて智花の表情には決意、それとおそらく好奇心に由来するのであろう微笑ほほえみが宿る。

「ベリーグッド！　さーそれでは小学生の小学生による小学生大好き昴すばるくんのための、日にち仏ふつ交流試合開幕だ！」

「最後おかしいだろ……」

　という俺のツッコミは遺い憾かんの限りだが無視され、子どものようにはしゃぐ親父主しゆ導どうでマッチメイクが成立してしまう。

　やれやれ、なんだかなし崩くずし的に妙な展開だな。

　でも、まあ、いいか。

　親父の不敵な態度も気になってるし、それに。

　智花の凄すごさにみんなが度ど肝ぎもを抜かれる瞬間は、正直すごく楽しみだ。







「いっち、にい、さん、しっ」

「ニーニーサンシ」

　ゴールの正面で向かい合って屈伸運動を続ける二人ふたりにコートを明あけ渡し、親父と俺は隅っこに移動。横並びで、応援態勢に入る。

「……ハンデとか、無しで良いのか。たぶん、智花は親父が思ってるよりずっとすごいぞ」

「そりゃ楽しみ。でも、智花ちゃんのことを馬ば鹿かにしてるわけじゃなくたぶん大丈夫だ。まったく嚙かみ合わないってことはないだろ」

　つまり、それほどミミちゃんの実力を、親父は評価してるってことか。

　銀ぎん髪ぱつを揺ゆらす、華きや奢しやな碧へき眼がんの少女を見つめる。ううむ、陳腐すぎる表現だが本当にお人形さんみたいだ。少しでも衝しよう撃げきを加えたらたちまち壊こわれてしまいそうな儚はかなさ。今さらだが、本当にこの子と智花を勝負させても平気なのだろうか。

　ただまあ予よ備び知ち識しき無しに見れば智花の方も、激はげしいプレイなんかして大丈夫かと心配になるくらい可か憐れんな容姿をしているわけで。ミミちゃんがその小さな身体からだにとんでもないポテンシャルを秘めていたとしても、有り得ない話ではない。

「ところで昴。お前の方はどうだ？　バスケ、楽しんでるか？」

「……楽しんでるよ。あとで成長の証あかし、見せてやる。だから安心して、七な芝しば男バスのことは任せておけ」

「うんむ、そりゃありがたい。まー無くなるよりは有り続けて欲しい気はするからな。いちおう思い出の場所だし」

　いちおう、なんてもんじゃないだろうに。数十年も前からこの県で絶対王政を築きずいていた伊い戸と田だ商業高校がインターハイ予よ選せんで名もないバスケ部に敗れ、以後何年か大スランプにまで陥おちいった歴史的大事件。世間的にはもう記き憶おくが薄うすれ風化しつつある出来事のようだが、その『主犯』にとっては簡かん単たんに色あせてしまう栄光であるはずがない。

　当時の七芝高校バスケ部キャプテン、長は谷せ川がわ銀ぎん河がにとっては。

　……ったく。気を遣つかわれてるのかな、俺おれ。プレッシャーにならないよう、わざとどうでも良いフリをしている？

　それはそれで、悔くやしいのに。思いっきりプレッシャーかけても、こいつなら平気。口先だけでなくちゃんとバスケ部を立て直してくれるだろって思わせてやれないことが、わりと、結構、相当に悔しい。

「もう一回、伝説作ってやるよ。親父おやじとは違う方法で」

　口にした途と端たん、頰ほおがかあっと熱あつくなる。ああもう、なんたるビッグマウス。自分を追い込むためにあえて吐はいた大たい言げん壮そう語ごとはいえ、これは予想以上に恥はずかしい。

「おっ、いいねえ昴すばるくん。そういうの好きだぜ。しっかしまさか俺の息子むすこがポイントガードに育つとはなー。まさかの逆球って感じだ」

「……だってパワーフォワードやって『空飛ぶ冷凍マグロ』なんて変な異い名みよう引ひき継ついじゃったら恥はずかしいですし。それと昴くん言うな」

　頭上にのし掛かってきた親父の肘ひじを振り払い、ぼそりと皮肉。

　──空飛ぶ冷凍マグロ。圧倒的なフィジカルの強さとボディバランスを活いかしてミドルレンジからゴール下にぶっ飛んでくる親父のプレースタイルを評した二つ名だそうな。言い得て妙すぎる。ほんと、洒落しやれにならん突進力なのである。

　ただ、皮肉とはいったものの、

「わはは、昴にゃマグロはまだ務つとまらねーよ。せいぜいカツオってとこじゃん？」

「ぐむ……」

　親父自身はなぜかその名が大のお気に入りなので、実際のところなんの攻こう撃げきにもなってはいないのだが。

　それに、自分が器うつわじゃないのもその通りだった。体つきはどうやら母方の遺い伝でんが強いらしく、いくら筋肉を身に着けようと、おそらく俺は親父にはなれない。

「良いんだよ、カツオにゃカツオの戦い方があるから」

　もちろん、そのことを恨うらんだりなんてこれっぽっちもしてないけど。むしろ肉体だけに頼らないバスケの面おも白しろさに気付けて、今の境遇に感かん謝しやしてる。

「おう。お前はお前の方法で、バスケを精一杯楽しめ。悪かったな、茶ちや化かしちまって」

「別に。茶化されたとも思ってないし」

　やけに慈じ愛あいを感じる親父おやじの口く調ちようが照れくさくて、思いっきり顔を逸そらしながらぶっきらぼうに返事。だから別にフォローとかいらないっつの。どうにも調ちよう子しが狂うなあ。

「っと、募つのる話はまた後にしようぜ昴すばる。二人ふたりとも準備完了みたいだ」

「……ん」

　親父の改まった声に従い、視し線せんを再び正面に。

「ワタシ、さきにオフェンス？」

「う、うんっ。いつでもどうぞっ」

　ストレッチを完了させた二人は、フリースローライン辺あたりで既すでに臨りん戦せん態勢に入っていた。ボールを持ったミミちゃんの真まっ向こうに立ち、ゴールを背負う智とも花か。どうやら先攻めの権利は、年上として譲ゆずってあげたようだ。

　よし、それではお手並拝見といきますか。親父の自信からしてミミちゃんの実力はなかなかのものなのだろう。けれどもさすがに一歳年下で智花の相手は酷こくな気がするのだが、さて。

　ミミちゃんはボールを両手でホールドしたまま、ドリブルもせずその場で直立不動。じっと智花に向けられた視線からはまったく思おも惑わくが読みとれず、ともすればゲームのスタートを告つげられたことさえ理解してないかのよう。

　だからこそ直後の瞬しゆん息そくに、俺おれも智花も激はげしく虚きよを突かれた。

「にゃん」

　なんの予備動作も無しに、ミミちゃんの身体からだが沈む。まばたきでもするかのように静かで、それでいてやたら鋭するどい踏み込み。いつだったかテレビで見た、剣道の達人が最速で奪うばいに行く小手打ちが、まさにこんな感じだった。

「──っ!?」

　自分の左側を吹ふき抜けようとする銀ぎん色いろの風に手をかざし、行く手を阻はばむ智花。よくぞ反応した。相手もさることながら、こちらの逸いつ材ざいの方もまた、さすがの一言。

　しかし。

「智花っ、フェイクだ！」

　思わず叫び真剣勝負に無ぶ粋すいな介入をしてしまったが、このタイミングではどのみちアドバイスの体たいを成なさない。智花自身が気付いてなければ確かく実じつに……やられる！

「んんっ！」

「……ワォ」

　勝敗は、辛かろうじて持ち越し。ドライブに備そなえ横移動しかけた智花だったが、すんでの所でバランスを取り直し元の位置に留とどまってくれた。その間に踏み出した足を引っ込め逆側に身体を切り返そうとしていたミミちゃんはわずかに面おも持もちを感嘆に染そめ、再び静止して智とも花かの顔を興きよう味み深ぶかそうに見上げる。

　あ、はじめてミミちゃんから明めい確かくな感情の色を見て取れた。

　茫ぼう然ぜんとそんなことを思いながら、図らずも俺おれは安あん堵どの溜ため息いきを漏もらす。

「うおーすげーな智花ちゃん！　初しよ見けんでミミの必殺ジャブステップを見抜くなんて、マジでただ者じゃないじゃん！」

　隣となりでは親父おやじが年とし甲が斐いもなく大声ではしゃぎ、智花を絶ぜつ賛さんしている。

　いや、本当なら確実に引っかかっていただろう。今のが、まったくの初見だったら。ミミちゃんの繰くり出した技が『ジャブステップ』じゃなかったら。

　──ジャブステップ。足踏みフェイントで敵の守備を崩くずす、バスケの基本技の一つ。

　そう。俺がいつか必ず完全に乗り越えねばならぬ宿敵、伊い戸と田だ商業高校の次期エース筆頭、須す賀が竜りゆう一いちの必殺技だ。

　あの、智花たちを巻き込んでしまった竜一と俺の対決からあまり日が経たっていない今ならば、おそらくまだ智花の脳のう裏りにも『ジャブステップ』という攻こう撃げきパターンの印象が深く残留しているはず。

　そのうえ、ミミちゃんの考えが読めない──『動き出しの瞬しゆん間かんまで攻める気がまったく見て取れない』スタイルは、ここ最近俺が自分の武器にすべく研究し、智花と一いつ緒しよに突き詰めようとしているものと、少し似ているのだ。

　つまり、この突然目の前に現れたフランス人の女の子、ミミ・バルゲリーちゃんは。




　──俺のようなスタイルで、竜一のようなプレーを繰り出してきた。




　まったく、絵に描かいたような偶然としか言いようがない。しかし、だからこそ智花は経けい験けんも無しに、ミミちゃんの攻撃に辛かろうじて反応出来た。でなければ、無理だ。いくら小学生離ばなれしたプレーヤーとはいえ、なんのとっかかりもなくあのイリュージョンじみたフェイクを見破ることなど不可能。

　きっと、俺も無理だったと思う。そう確信せざるを得ないほど、ミミちゃんのジャブステップは疾はやく、そして、静かだった。

　なるほど。親父が入れ込むわけだ。

「トモカ、すごい。ギンガもさいしょのいっかいはぬけたのに」

「こらバラすなミミ！　つーか抜かれたの最初だけであとは全部止めてるし！」

　いや十歳児を全部止めちゃう方がダメだろう……。相変わらずオトナゲないな親父。髭ひげ生はえてるクセに。

　さておき、親父が抜かれたのも無理からぬこと。バスケにおいて、これほど初見殺しに秀ひいでたプレーヤーは、世界中の老ろう若にやく男なん女によを当たってもそうそう見つからないのではないか。

　天性のスピードと、筋金入りのポーカーフェイス。

　慎しん重ちようにな、智とも花か。これは、強敵だぞ。

「……ふふっ」

「トモカ、たのしそう。ウィ。ワタシも、たのしくします」

　その場でドリブルを開始したミミちゃんが、右から左にボールを持ち替える。どちらの手でも流りゆう麗れいな球たま捌さばき。だが今さらそれくらいの事では驚おどろかない。あのジャブステップを見てしまったら、もう何が飛び出してもおかしくない。

　ただし、今もなお俺おれが信じているのはどちらの勝利かと言えば。もちろんそんなの、決まりきったことだけどな……！

「やっ！」

　ミミちゃんが次なる仕掛けに打って出るより早く、智花が動いた。低い体勢で繰くり返されるボールの律動に、か細い腕が白い残像を伴い襲おそいかかる。

「トゥ。……トトトゥ？」

　即座に肩を入れてガードするミミちゃん。しかし智花のスティール攻勢は単発で終わらず、二回三回と粘ねばり強く、銀ぎん髪ぱつを振り乱す少女の手元を脅おびやかす。

　うし、お見事！　緩かん急きゆうを得意とするプレーヤーが一番やられて嫌いやなのは、息もつかさぬプレスで考える時間を与えてもらえないことだと、智花はちゃんと知っている。なぜならそれは、新たなスタイルを磨みがき始めた俺が抱え、目下克服を協力してもらっている課か題だいそのものなのだから。

「……アゥ」

　右から左からと矢や継つぎ早ばやに襲いかかるスティールにたまらず後ずさりしたミミちゃんが、バランスを崩くずし尻しり餅もちをつく。智花のファウルはなかった。もしかしたら、土の地面になれていないせいで、足を滑らせてしまったのかも。

「ご、ごめんね！　怪け我が、してない……？」

「メルシー。へいき」

　申もうし訳わけなさそうに手を差し伸べた智花はミミちゃんを起こすと、ボールを返し仕切り直しで先ほどの攻防をやり直そうとする。

「ノン。こんどはトモカのばん」

「えっ、でもまだミミちゃんの攻こう撃げき……」

「ころんだから、おしまい。トモカがオフェンスして。トモカのオフェンス、みせて」

「ミミちゃん。う、うんっ。わかった……！」

　が、ミミちゃんたっての希望で、一いつ旦たんここで攻守を入れ替えることになったようだ。

　感情の起伏が伝わりにくい子だけど、これだけは分かる。ミミちゃんは智花のことを、既すでに歳としの近い友達という枠わくだけには収まらない相手として認めてくれつつある。

　そして智とも花かにとってもまた、ミミちゃんの存在はもう決して小さいものでは無くなっているような気がする。

　まったく、いちいち突とつ拍ぴよう子しもない行動で家族を巻き込む親父おやじには困ったものだが。

　この出会いに関しては、俺おれからも感かん謝しやを告つげて良いのかもしれない。

「今度は智花ちゃんのオフェンスか。……楽しみだな」

「俺が言うのもおかしいけど、たっぷり期待してて良いと思うぞ」

　白い歯を見せ腕を組む親父に対し、僭せん越えつながら保証を口にする。一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを見み逃のがして欲しくなかったから、智花には申もうし訳わけないけどあえてハードルを上げさせてもらった。

　さあ、ミミちゃんに、日本での暮らしが驚おどろきと刺し激げきで満ちあふれたものになると。退屈とは無む縁えんのバスケ生活が待っていると、教えてあげよう。

　勝負が始まった時とそっくり立ち位置を逆転し、ミミちゃんを躱かわしてゴール下へ駆かけ抜ける隙すきを窺うかがう智花。

　まだドリブルには打って出ず、両手でボールを持ったまま。ぐっと膝ひざに力をこめた低い体勢を保ち、腕を緩ゆるやかに右へ、左へ。円の挙動で、相手の注意を分散させにかかる。

　それは、母親からの相伝で培つちかった日に本ほん舞ぶ踊ように通じる律動。

　バスケの弾はずむような動きとは対極にある、智花の身体からだに宿るもう一つのリズムだ。

　じり、と。ミミちゃんがほんの幽かすかに軸じく足あしをすり出す。今まで経けい験けんしたことがないような間の取り方に、無表情の奥おく底そこでしびれを切らし始めているのか。

　──だとしたら、思う壺つぼ。

「えいっ！」

「ッ!?」

　刹せつ那なの加速。チェンジ・オブ・ペース。

　寄せては返す波のように智花がボールを身体の中心まで戻し、ミミちゃんが息を吐はききった瞬しゆん間かん、片結びの髪がたなびいて弾む。爆ばく発はつ的てきな推進力をもったエネルギーの固まりが、穏おだやかな海を切り裂き飛び出してくる！

　小手先に頼らない直ちよく線せん的てきなドライブ。しかしその初速が常じよう識しきを逸いつ脱だつしている。──所しよ詮せん、小学生の女の子。そんな先せん入にゆう観かんを少しでも抱えてくれている相手ならば、まず確かく実じつに止め得ない。智花もまた、天性の初しよ見けん殺ごろしなのだ。

「トレ、ビアンッ！」

　脇わきを抜き去ろうとする智花の進路を狭せばめるべく平行移動しながら、ふっとミミちゃんの口こう角かくが上がる。親父のような年上の男ではなく、あまり背丈が変わらない少女が自みずからの牙が城じようを脅おびやかそうとしている事実を、心底悦よろこんでいるかのように。

　な。退屈なら、絶対にしないで済みそうだろ。

「……っ!?」

　つられて俺おれの口元からも零こぼれそうになった笑えみが、次の瞬しゆん間かん固まり、それとほぼ同時、ポストラインをなぞるようにゴールに詰め寄っていた智とも花かもまた、ドリブルを継けい続ぞくしたまま足を止め、大きく目を見開いた。

　進攻を阻はばむまでは至らなかったものの、なんとミミちゃんが再びゴールを背負い、インラインに立ちはだかって見せたのだ。

　これはまた、なんというリカバーの早さだろう……。あんな風ふうに出し抜かれたら、並大抵の反射神経じゃあ智花に追いつけるわけなんてないのに。

　改めて、ミミちゃんと対する方も『小学生の女の子』なんていう色いろ眼鏡めがねは遥はるか彼方かなたに放り投げて挑いどまなくてはならないのだと確かく信しんさせられる。

「なあ昴すばる。この勝負、お金取れるぞ」

「喩たとえに品がないっての……。言いたいことは、すっごいよく分かるけど」

　右サイドのポスト際ぎわ（といっても実際に線せんが引いてあるわけではないのでおおよその、だが）で互いの隙すきを窺うかがう二人ふたりから片時も眼めを離はなさぬまま、親父おやじと下世話なやりとり。そりゃ確たしかにこの瞬間のためなら、お年玉預金をいくら費やしたって惜しくはないと俺だって思うが。

　恐らく今なら、たとえ槍やりが降ろうと俺も親父も絶対にこの場から一歩も動かない。

「さーて。ここから、どうする智花……？」

　実は、ほんの幽かすかな懸け念ねんがあった。それは、ミミちゃんと智花の体格差。

　智花の方が、高身長であるという点である。

　もしかすると、ジャンプシュートは打たないのではないか。負けず嫌いであるのと同時、フェアプレーを重んじる智花のことだ。高さに頼った攻略は、こと初対決の１ｏｎ１というシチュエーションでは無む意い識しきに封印してしまう可能性が高い。

　ならば、もう一度スピードを活いかしたドライブか。しかしミミちゃんほどのプレーヤーに対して、それはいささか単純すぎる攻め手。できることなら一いつ本ぽん調ちよう子しにならぬよう、多彩な攻こう撃げきパターンがあると印象づけておきたい場面だが……。

「ははっ、なるほどそう来るか！」

　固かた唾ずを吞のんで見守っていた俺の前で智花が繰くり出したのは、なんと直線的なパワードリブル。まるで、チームメイトである慧けい心しん女バスのセンター、香か椎しい愛あい莉りが急速に身に着けつつあるようなポスト際の駆かけ引きを、ミミちゃんに叩たたきつける。

「いーねー力勝負か！　わはは、でもミミって意外とパワフルなんだなーこれが。見た目に似合わず！　さー詰め切れるかな智花ちゃん！」

　自分のテリトリーに重なる攻防を目まの当あたりにして、親父大だい興こう奮ふん。見た目からは想像できないほどの突破力を持っているのは智花も同じだが……そうか、そりゃ良かった。もしミミちゃんが簡かん単たんにはじき飛ばされでもしたら、智花は自みずからの選せん択たくを後悔していただろう。

　まあ、この短い対たい峙じだけでもはっきりミミちゃんの内に秘めたパワーを感じることができたからこそ、挑いどんだ真まっ向こう勝負なのだろうけど。

「んんっ！」

「だめ。トオセンボ」

　事実、不可視のポストラインを挟はさんで拮きつ抗こうする二人ふたりの身体からだ。智とも花かがそうなるよう調ちよう整せいしてる──ファウルを覚悟した押し込みまでは仕掛けていない、という側面はあるのだろうが、それでも10cm弱も大きな相手にも怯ひるまない負けん気の強さには、ひたすら舌を巻く。

　でも、惜しかったな。

「──あ」

　ミミちゃんは、少しだけムキになりすぎてしまった。直進してくる智花を、全ぜん身しん全ぜん霊れいの力で迎むかえ撃うとうとしてしまった。

　それゆえ、急きゆう激げきなベクトルの変化に対応しきれない。

　線せんの動きから、円の動きへ。肩を支点に力を込めていた智花が、突然、左足を軸じくに時計とけい回りで身を翻ひるがえす。

　さながら嚙かみ合う歯車のように。智花のしかけたスピンムーブが、ミミちゃんをラインの外側に弾はじき出したのだ。

　そして間かん髪ぱつ入いれず放たれたランニングシュート。それでもミミちゃんは素す晴ばらしいしぶとさを発揮して後ろからブロックを仕掛けるが、智花の手からボールが離はなれる寸前に、肘ひじの辺あたりを軽くかすめるのが精一杯だった。

「んっ」

　無事シュートが収まるのを確かく認にんし、智花は満足げに小さく拳こぶしを握る。すごく、嬉うれしそうだ。それほどミミちゃんとのせめぎ合いに熱ねつ中ちゆうしていたのだろう。

「トモカ、バスケットカウント。ワタシ、ファウルした」

「えっ、でも、そんなに当たってないし……」

「して、フリースロー」

　再びミミちゃんの攻こう撃げきで仕切り直し……と思いきや、おもむろに返されるボール。律りち儀ぎな申告に、ますますプレーヤーとしての成せい熟じゆくを感じてしまう。

「……うん。わかった」

　智花はほんの少しだけ迷ってから、にこやかにフリースローラインに立つ。相手を認めていればこそ、ここは遠えん慮りよなどしたら失礼になる場面と感じたのだろう。まっすぐにリングを見み据すえ、いつものようにジャンプシュート──地に足をつけたままのセットシュートではなく、自みずから空を迎えに飛ひ翔しようしながらボールを放ち、ネットを垂直に射い貫ぬいてみせた。

「キレイ……」

　じっと、その様さまを眺めていたミミちゃんが、小さくひと言。隣となりでは親父おやじが、珍しく軽口を忘れてはっと息を吞のんだ。

　どうだ、すごいだろ。湊みなと智とも花かって。

　俺おれのバスケは今、常にこの子と一いつ緒しよにあるんだ。だから、こんなにも毎日がやる気で満ちている。





＊






　さらに十分ほど勝負が続き、点差は五ポイント。

　俺も、親父おやじも、当事者たちも。四人ともが次第に言葉を失ってしまうほど白はく熱ねつした対決は、智花の勝利でひとまずの幕を下ろした。

「五点差か。すごいなミミちゃん」

「俺からすればたとえ一歳年上でもミミと対等以上に渡り合える子の方が驚おどろきなんだが、まーそういう感想になるんだろうな。毎日智花ちゃんと一緒にバスケしてる昴すばるなら。確たしかに智花ちゃん、とんでもない子だわ……」

　お互い長湯にのぼせたような顔で、久しぶりに親父と言葉を交かわす。自覚しているよりずっと手に力が入っていたせいか、運動したわけでもないのに全身にわずかな疲労感、そして大きな高揚感が宿っている。

「オンナノコに、まけた。ワタシのはじめて、トモカにうばわれた」

「ご、ごめんね。本気じゃないと、ミミちゃんに失礼になっちゃう気がしたから」

「どうして、あやまるの？　……トモカ。また、オテアワセネガイマス」

「……うんっ。私の方こそ、これからもたくさん勝負して下さいっ！」

　智花とミミちゃんも勝負に没頭しているうち、何かが心と心で通じ合ったようだ。

　もしかしたらまだ、日常の中での距きよ離り感かんには苦労することもあるかもしれない。

　でも、ここでなら。バスケのコートの中でなら、もう二人ふたりはきっと大丈夫。

「…………」

　ならば俺も見習って、早いとこ見つけないといけないよなあ。ミミちゃんとの自然な接し方を。同じ屋根の下に暮らすのなら、もやもやとした悩みにいつまでも囚とらわれているわけにはいかない。

　──とは思ったものの、なかなか一ひと筋すじ縄なわでは難むずかしく。

　この後リビングに戻りやたら豪ごう勢せいな昼食を食べている間も、母かあさんも加わってトランプ片手に全員で懇こん談だんしている間も、結局自分だけが何度も会話の間を摑つかみ損ねてぎくしゃくした空気の発生源になってしまうのだった。

　そうだった。最近の環かん境きようが特殊だったせいで忘れかけていたが、本来女の子と話したりするの、そんなに得意じゃないんだよな、俺。智花との出会いはひたすらに運命を感じるものだったから戸と惑まどうきっかけすら無かったんだけど、これからは少し、意い識しき的てきに努力を続ける必要がありそうだ。

　さもないと、智とも花かがうちに来る度たび、気を遣つかわせてしまうかもしれないわけで。

「今日きようもありがとうございましたっ。その……せっかくの家族の時間に、お邪じや魔ましてしまってごめんなさいっ」

「わはは、何言ってんだ。昴すばるの恩人に会えて嬉うれしかったぞ。それに、智花ちゃんのバスケが見られたこともな。昴がオネツなのも納なつ得とくだわ」

「ふぇっ!?　そ、そそそんなむしろ助けて頂いてるのはいつも私の方でっ！」

　時は過ぎ、夕方。家路につこうとする智花を、門前で四人横並びとなって送る。いや親父おやじ、オネツって。その言い方はなんか引っかかりを覚えるぞ……。間違ってはいないけど。

「智花。今日も智花とミミちゃんのすごいバスケが見れて、嬉しかったよ。また明日あした、よろしくな」

　また変な発言で親父が智花を困らせる前にと、一歩前に出て片結びの髪の上にそっと手を置く。俺おれと智花はこうして変わらず、いつでも手の届く場所に居るのだと、改めて伝える意味も込めて。

「昴、さん。……よろしいの、でしょうか。明日からもまた、お邪魔して」

「当たり前だろ。来てくれなかったら怒る……いや、悲しむ」

「よろしくな智花ちゃん。ミミに、智花ちゃんからもバスケ教えてやってくれ」

「うふふ。智花ちゃんもミミちゃんもいっしょに、みんなで賑にぎやかに過ごせるのが、楽しみでしかたないわ」

　少しおっかなびっくり尋たずねてきた智花に、長は谷せ川がわ家け全員が即答。三人ともが我われ先さきに、という様よう子すを面おも白しろく思ってもらえたのか、恐きよう縮しゆくした気配けはいはすぐ払ふつ拭しよくしてやれた。

「トモカ、まってる。また、バスケして」

　それから、ミミちゃんも一心に智花を見つめひと言。相変わらずその表情は透明だが、夕日を映す瞳ひとみの色から、昼までには見て取れなかった熱ねつ量りようのようなものがほのかに感じられるような気がした。

「ミミちゃん。……うんっ！　私こそ、またミミちゃんとバスケできるの、とっても楽しみにしてるね！」

　遠えん慮りよを断ち切って、こくりと頷うなずく智花。そこにもう屈託は見て取れず、澄すんだ微笑ほほえみだけがまっすぐ向けられていた。

「では、また明日。よろしくお願ねがいしますっ！」

「うん。気をつけて帰ってな」

　もう一度頭を下げた少女に、手を振りながら別れを告げる。名残なごり惜しい。いっそのこと、智花とも同じ家で暮らせたら。それができたらどんなに幸せなことだろうと思うが、口に出したところで困らせるだけだし、現実離ばなれした想像はやめて毅き然ぜんと送りだそう。ちゃんと、明日あしたまた、俺おれたちはいつも通り会えるのだ。変にセンチメンタルな気分に漬ひたったりする必要は、どこにもない。

　ついに智とも花かは、緩ゆるやかな足取りで駅に向け歩き出す。黄こ金がね色いろの景色けしきに、小さな背中が一歩、また一歩と溶け込んで──。

「ん？」

　ちょうど、五歩目。智花の真ま向むかいからやってきていた白いタクシーが、我わが家やの目の前で緩やかに停車した。

「……？」

　きょとんと立ち止まる智花。まるで車内に迎え入れんばかりの停とまり方かただったので、意い識しきを奪うばわれてしまった気持ちはよくわかる。しかしウチから車を呼んだりはしてないわけで……。いったい何事だろう。

「ミミ！　ミミっ！」

　首を捻ひねる俺たちの視し線せんが注がれる中、勢いよくタクシーの後部座席が開く。そして飛び出してきたのは、すらりと伸びた細身の身体からだが印象的な、外国人の──銀ぎん髪ぱつの男性だった。

「ワォ、パパ」

「えっ……？」

　小声で呟つぶやいたミミちゃんの言葉に、意図せず呆ほうけた声が漏もれる。パパって、つまり……実のお父とうさん？　あれ、確たしかそのお父さんがハワイから離れられないから、ウチにホームステイすることになったって話じゃあ。

「ミミ～！　会いたかったデスよ！　元気してましたデスか！」

　ますます混乱する俺の脇わきをその細身の男性が駆かけ抜け、ミミちゃんを高らかに抱き上げる。確かによくよく見れば髪の色だけじゃなく、どことなく面おも立だちも似ているようだけど……。

「おいおい、まだしばらく手が離せないんじゃなかったのか？」

　呆あきれ顔がおで、男性に話しかけたのは親父おやじ。その口ぶりからして、面識が有るのは間違いなさそうだ。

「そう思ってましたが、ミミに会いたいから一いつ生しよう懸けん命めい働いたら一日で終わりましたデス！　本当は、ギンガがホノルルに泊まってるウチに追い付こうと思ったのデスが、さすがにそれは無理でしたデス」

「わはは、相変わらず親バカだなー。でもま、良かったよ。住むところは？」

「大学が用意してくれましたデス。ニホンで暮らせるなんて、夢のようデス」

「じゃあミミちゃん泊める必要もなくなったってわけか。それはそれでちょっと寂さびしいな」

　周りを置いてけぼりにして談だん笑しようする親父たちの傍かたわら、俺と母かあさんはどんな表情をするべきかも分からぬまま顔を見合わせた。そこに「あ、あの……」と智花も引き返してきて、困こん惑わくがさらに連なる。

　ああもう……。どうしてこう、親父おやじが絡からむといちいち予想も出来ないようなことばかり起こるのだろう。







「じゃあ、もともとミミちゃんのご両親はすぐ日本に来るって決まってたわけだ……」

「そーそー。でもハワイまで助すけ太だ刀ちに来た以上けじめはつけたいってことで、担当したエリアの調ちよう査さが終わるまであと二、三日くらい必要だから、先に手の空あいた俺おれがミミを連れて一時帰国することになったんだけど」

　それが思いの外ほか早く終わったので、晴れて後を追い日本に──ということらしい。

　夕暮れが薄うす闇やみに変わりゆく中、何度も話を聞いてみてようやく事態の全ぜん貌ぼうが摑つかめてきた。

　案あんの定じよう、なによりも誤解の種となったのは親父の説明不足。ったく、まるでミミちゃんがうちで長期に渡りホームステイするようなこと言いおって。

　実際は、ほんの数日間お預かりするだけの予定だったんじゃないか。

「あ、そういやこっちでの仕事はどうなった？　ウチの研究室に客員で入る方は許可出たって聞いてるけど、奥さんが非ひ常じよう勤きんのフランス語教きよう諭ゆやるって話は？」

「ハイ、そちらも許して頂けました。ワタシもツマも、憧あこがれのニホンでお仕事が出来て、幸せデス」

　そういえば今の今までろくに理由も考えず流していたが、ミミちゃんがこんなに日本語ペラペラなのは、本邦のサブカルチャーを愛して止やまないご両親の影えい響きようらしい。実家には、相当量のまんがが貯ちよ蔵ぞうされてるという話。

「しっかしハワイに日本にと、ずいぶん忙しいことになっちゃったな～」

「いえいえ、むしろ光栄デス。このままフランスに帰るのもつまらなかったので、ミミが日本に来てみたいと言ってくれて、そして仕事もすぐに見つかって、本当にラッキーデス」

　娘と手を繫つなぎ、心しん底そこ嬉うれしそうに笑うミミちゃんのお父とうさん。とにかくこうして来日出来た以上、ミミちゃんをウチに泊めるという話はドタキャンになってしまったようだ。ちなみに親父と帰国が同日になったのは、先発組がハワイの州都ホノルルで一泊観かん光こうしてから帰ってきたためらしい。

「パパ。やっぱり、ニホンはおもしろそう。トモカとあえたし」

「おお、素す晴ばらしい。もうお友達が出来たのデスね。……これからミミのこと、よろしくお願ねがいしますね、トモカさん」

「え、あっ、はいっ！　こちらこそよろしくお願いしますっ！」

　急に話を振られ、智とも花かはぴんと背筋を伸ばして何度も頷うなずく。外国人の大人おとなを前に緊きん張ちようがぶり返してるようだが、裏腹にどこかほっとしているような気配けはいも感じるのは、単なる俺の希望的観かん測そくだろうか。

　いや、もちろんミミちゃんに出会えたことは大きな喜びで、この先一いつ緒しよにバスケできることを思うと、胸が躍おどる。智とも花かもそう感じているのであろうことは、疑いようもない。

　だけど、それとは別に。

　今まで二人ふたりきりで過ごしてきた、朝のひとときだけは。

　できればこのまま、俺おれと智花だけの時間であって欲しい。

　もし、そんな想おもいを、智花もまた抱いてくれているのだとしたら。

　たまらなく嬉うれしいなと、身勝手にもつい考えてしまったのであった。

「さて、今日きようのところはそろそろおいとましなければデス。ギンガ、みなさん。ミミと遊んで下さり、ありがとうございました」

　うっかり変な物思いにふけってしまっていると、ミミちゃんのお父とうさんがおもむろに腕うで時計どけいを見て、ぺこりとお辞じ儀ぎする。はっと我われに返り、俺もまた皆にならい一礼。

「夕食、ご一いつ緒しよできれば嬉しかったのですけれど……」

「メルシー、奥おく様さま。とても魅み力りよく的てきですが、ツマをひとり新居に残してきてしまいましたので。早く帰って荷ほどきをしないと、怒られてしまいます」

「うふふ、それは大変ですね。では落ち着いたら、皆さんでまた遊びに来て下さい」

「ええ、是ぜ非ひ。それでは」

　母かあさんの誘さそいをやんわりと断り、バルゲリー親子は待たい機きしてもらっていたタクシーに向かう。

「トモカ」

　後部座席に乗り込む間ま際ぎわ、不意にミミちゃんが振り返り、お父さんにアイコンタクトを送って智花のすぐ近くまで引き返してきた。

「トモカのスクールおしえて？　ナマエしりたい」

「学校の、名前？　ええとね、慧けい心しん学園っていうところに通ってるよ。そこの、初等部に」

「……ケイシンガクエン。おぼえた」

　そして、それだけ聞くと相変わらず表情を変えぬままくるりと背を向け、今度こそタクシーに乗り込む。

「それでは皆みな様さま。これから、よろしくお願ねがいしますデス！」

　二人揃そろって左側の窓から身を乗り出し、トーテムポールのように重なって手を振るバルゲリー親子。

　まさに、嵐あらしのような出会いだった。

「智花、良かったな」

　ひとつ大きく息をついてから、いつまでもタクシーのテールランプを眼で追い続けていた智花の肩に触れ、微笑ほほえみかける。

「ふぇっ!?　そ、そんなっ！　私はミミちゃんに出会えてとても嬉しかったですし、おこがましいお願ねがいなんて何もっ！　ほ、本当ですっ」

　すると、返ってきたのはやたらと取り乱したそんな反応だった。

　……あはは。俺おれはそのまま『ミミちゃんと出会えて良かった』というつもりで言ったんだけどな。

「そっか、ごめん変な事言って。うん、ミミちゃんとまたバスケするの、楽しみだな」

「は、はいっ。え、えへへ」

　うん、でも、いいや。ここはあえて、誤解をたださないでおこう。

　もしかしたら心の奥の奥で、智とも花かも俺と同じく、二人ふたりきりの時間を愛いとしく思っていたのだろうか。だからこそ、あんなに慌あわててくれたのだろうか。

　そう邪推できることが、嬉うれしかったから。

　言葉にしないで、あやふやなままで。この何ともいえないこそばゆさを、ずっと抱えていきたいなと、そう思った。

　とはいえ智花と一いつ緒しよに口にした想おもいも、間違い無く真実。

　ミミ・バルゲリーちゃん。

　次はどんな形になるか分からないが、再びコートに立ったあの子の姿を想像すると、ひたすらに胸が躍おどる。

　そういえば去さり際ぎわに、なんだか気になることも言っていたしな。
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　ミミちゃんの登場でてんやわんやだった週末が明あけて、月げつ曜よう日び。慧けい心しん学園初等部の体たい育いく館かんで女子バスケ部のコーチングを終えるや、俺おれは一斉に駆かけ寄って来た汗まみれの小学生たちに周りを取り囲まれてしまった。

「長は谷せ川がわさん、つかぬ事をお伺うかがいしますが！」

「こ、今週の土曜日、なにかご予定はありますかっ？」

　虚きよを突かれリアクションを取り損ねていると、まず永なが塚つか紗さ季きが部活用のアイガードをきらりと光らせて勢いよく挙きよ手しゆ。続けざまに香か椎しい愛あい莉りも胸先に両手を寄せ、小学生離ばなれした発育の良い身体からだを縮ちぢめて切せつ羽ぱ詰つまった気配けはいと共に俺の瞳ひとみを覗のぞきこむ。

「あ、ええと……」

　答えはすぐに浮かんだが、なんだか勢いに押されて少し言いよどんでしまう。

「禁止！　断るの禁止だかんねすばるん！」

「おにーちゃん。だいじなごようだから、だめっていっちゃだめ」

　一いつ瞬しゆんのラグに、たたみ掛けるような声がさらに二つ。蛍けい光こう灯とうの光を浴びて輝かがやく二つ結びの髪を振り回すムードメーカーの三み沢さわ真ま帆ほと、『癒いやし』そのものが質量を得て具現化したかのような奇跡の存在、袴はかま田だひなたちゃんだ。二人ふたりとも……いや。紗季と愛莉も含め四人が四人、言葉通りの真剣な表情で、一いつ直ちよく線せんに俺のことを見上げている。まるで、これから全国大会の決勝に挑いどむかのような気合いの入れようで。

　それも、友達想おもいのこの子たちなら無理からぬことか。

「……ああ、大丈夫。ちゃんと空あいてるし、もし空いてなくても、空ける」

　答えた直後、歓声と共に顔を見合わせるみんな。そんな様よう子すを見て、俺の方もわずかな胸の高鳴りを覚えた。

　そりゃ、いくら鈍どん感かんキングとして悪い意味で名高くたって、今週末と言われたら思い当たることは一つだけだもんな。

　そっか、俺もみんなと一いつ緒しよに、大切な時間を共有できるのか。……誉ほまれ高いというか、身に余る光栄というか。

「やった、さっすがすばるん！　ほらほら、もっかん！」

「う、うんっ……」

　真帆に言葉通り背中を押され、最後におっかなびっくり歩いてきた智とも花かの面おも持もちは、四人とは対照的に迷いの色が濃こい。もし断られたらという不安が、拭ぬぐいきれないせいだろうか。

「あ、あの……昴すばるさんっ」

　上うわ目め遣づかいでわずかに桃もも色いろの唇を開いたかと思えばまた閉じて、言葉を模索する様子に思わず顔がほころびそうになる。もう何度そう思ったか分からないが、本当におしとやかで、思し慮りよ深ぶかくて、かわいらしい子だ。

「あはは、分かってる。智とも花かのたん──」

「は、長は谷せ川がわさんっ！」

「──っと！　ご、ごほん」

　なんだかこれ以上知らんぷりを貫くのは罪になるような気がして、あやうく俺おれの方からキーワードを口にしそうになったが、愛あい莉りに窘たしなめられてギリギリ噤つぐむ。そ、そうだよな。言っちゃったら興きようざめだよな。早く智花のことを楽にしてあげたいという衝しよう動どうがどうしても抑おさえられなくなって、ムードを壊こわしてしまうところだった。

　反省と共に襟えりを正し、あえてそっけなさを装よそおって再び沈ちん黙もくに身を委ゆだねる。しかし愛莉、智花のためにすごく大きな声を出してくれたな。そのこともまた、密ひそかに嬉うれしかったり。

「え、ええと……す、昴すばるさん。こ、これを受け取って下さいっ！」

　またしても緩ゆるみそうになる頰ほおを全ぜん身しん全ぜん霊れいで固めていると、意を決したように勢いよく両手で差し出されたのは長方形の封書だった。真まっ白しろな和紙に押し花が施ほどこされた、すごく上質そうな、一目見ただけで送り主が心を込めて選えらんでくれたのが伝わるような、そんな手紙。

「うん、いただきます」

　迷いなく受け取り、裏返す。

　そこに記されていたのは、





『長谷川昴さまへ




　　　　　　　　誕たん生じよう会かいのおさそい』






　という、丁てい寧ねいな智花の文字だった。

「実は今週の土ど曜よう日びに、私の家で誕生会をさせてもらうことになって、真ま帆ほも紗さ季きも愛莉もひなたも来てくれるそうなので、もしよければ昴さんも……い、いえあの、もちろんお忙しくなければなので、無理でしたらお気になさらず断って下さい！　本当にわがままを言ってごめんなさいでしたっ！」

　俺の返事を聞こうともしないまま、拒否されるのが前提であるかのように深々と腰を折る智花。はは、まいったな。これじゃ逆に答えづらいぞ。

　仕方がないので手を伸ばし、まずは不安を象徴するように目の前で揺ゆれる絹きぬ糸いとのようなミドルショートの髪に触れる。

「もちろん行くよ。俺がいて迷めい惑わくにならないなら、絶対に行かせて欲しい。智花の誕生会より大事な用なんて、何も無い」

「ふぁ、そんなっ!?　どうか本当にご無理は…………で、でも。うそでもそんな風ふうに言って頂けるなんて、とっても、とっても嬉しいです。え、えへへ」

　勢いよく顔を上げた智とも花かが頰ほおを染そめて取り乱し、かと思えばはにかんで眼めを細める。ふう、よかった。ちゃんと自分の気持ちを伝えることが出来て。

「噓うそじゃないって。じゃあ、あとでしっかり招待状読んで、土ど曜よう日びは絶対遅れないようにするから。……あ、でもせっかくもらった手紙だし、今ここで開あけた方がいいかな」

「い、いえ！　出来ればのちほどで！　ここで読んで頂くのは、す、すごく恥はずかしいのでっ」

　これにて一件落着、というつもりだったが。すっかり安心したせいかろくに考えもせず発してしまった言葉で、智花をさらに激はげしく照れさせてしまった。う、今のはかなり申もうし訳わけない失言だったかも。

「ふふ。あらんトモ、そんなに恥ずかしくなるようなこと書いちゃったの？」

「ショータイジョーと見せかけて別の手紙を送るなんてやるなもっかん！　そっかーついにラブ──」

「──ま、真ま帆ほぉっ！　ち、違いますからっ！　普通の招待状だけど、それでもやっぱり恥ずかしくて……本当にそれだけなのっ！」

　ああ、やっぱり。待ってましたとばかりに左右から肩を抱いて茶ちや化かす紗さ季きと真帆の様よう子すに苦笑しつつ、手を合わせ智花に謝しや罪ざい。内容にかかわらず、目の前で手紙を読まれたら恥ずかしいなんてことちょっと考えれば想像に難かたくないのだから、あんなこと訊きくべきじゃなかったよな、反省。智花から手紙をもらったことが嬉うれしくて、気が急せいてしまったのかも。

「ほ、ほら。紗季、真帆。そろそろ着替えないと風か邪ぜ引いちゃうぞ！　智花も愛あい莉りもひなたちゃんも更衣室にダッシュダッシュ！」

「えへへ、はいっ。行こう、真帆ちゃん、紗季ちゃん」

「おー。おたんじょう会の前に、今日きようはおきがえ会」

　拙つたないにも程ほどがある話題転換だったが、意を汲くんでくれたのか愛莉がいち早く返事して、真帆と紗季の手を引く。ひなたちゃんも無邪気に後ろから智花に抱きついて促うながし、五人は一団となって移動を開始。

「……ありがとうな愛莉、ひなたちゃん」

　背中を見送りながら、小声で呟つぶやく。今日もまた絶妙なチームワークに助けられたな。

「あ、そうだすばるん！」

「ん？　ど、どうかした？」

　危き機きは去ったと思い込んですっかり気を抜いていると、真帆がフィギュアスケートの選せん手しゆのようにジャンプ一番、くるりとターンを決めてこちらへ走り寄り、

「……もっかんの誕たん生じよう日びプレゼント！　すんごいのあげなきゃダメだかんね！　オトメのハートをがっちりキャッチするようなやつ！」

　口元に手を添そえて、こっそりと俺おれに耳打ちをしてくれた。

「そうか、プレゼント。……うん、当日まで一いつ生しよう懸けん命めい考えるよ」

　これはなんとも嬉うれしい助言。確たしかに何を贈おくるか、早めにじっくり選えらんでおいた方がいいな。

「とはいうものの。……かなり難なん題だいかも」

　改めて真ま帆ほを見送って自分も更衣室に移動し、その間ずっと智とも花かに何をプレゼントするか思案してみて、ことの重大さに改めて気付かされる。

　日ひ頃ごろの感かん謝しやをあますことなく伝えるためにできるだけ特別なプレゼントを渡したいところなのだが、あまり高いものだと恐きよう縮しゆくさせてしまうかもしれないし、そもそも財政事情を考えるとたかが知れている。とはいえ何かを手作りできるようなスキルは自分にはないわけで。

「一応ひとつ候補はあるけど、ちょっと普通すぎる気もするんだよなあ」

　真帆と紗さ季きの誕たん生じよう会かいの時は、他ほかならぬ智花が選ぶのを手て伝つだってくれたから自信を持って贈おくることが出来たものの、今回は当然頼ることも出来ないし。

　あれやこれやと考えてみたが、着替えが終わっても結局方向性すら定まらず、帰り道でも俺おれはずっと上うわの空そら。

「──さん、長は谷せ川がわさん」

「っと！　ごめんごめん、なんだい紗季？」

　そのせいで、紗季が話しかけてくれていたことに気付くのが少し後れてしまった。

「ふふ、だいぶ思い悩んでいらっしゃいますね。さっき真帆が何か言っていたみたいでしたけど、それが原因ですか？」

「原因っていうと違うかもだけど……実は、智花に贈るプレゼントは何が良いか悩んでてさ」

「なるほど。それは確かに重要な問題ですね」

　眼鏡めがねの奥で穏おだやかに微笑ほほえむ少女に、小声で悩みを打うち明あける。いやはやほんと、周りに迷めい惑わくをかけるくらい視し野や狭きよう窄さくに陥おちいってしまう悪い癖くせだけは、早々に克服しないと。

「す、昴すばるさんっ。もしかして、本当は来週やっぱり、ご都つ合ごう悪かったのでしょうか……？　あのっ、無理はなさらないで下さいね！　年上の方に楽しんで頂けるか、あまり自信がありませんし……」

　それでこんな風ふうに智花にまで気を遣つかわせてしまったら、元も子もないわけで。

「無理なんて少しもしてないよ。智花の誕生会に招待して貰もらえて、嬉しくてたまらないんだ。むしろこっちこそ、子どもたちだけのところにお邪じや魔まして良いのかい？」

　ぽんと小さな背中に触れ、誠意を込めて誤解をとく。いかんいかん。こんな純真な子に、必要もなく心苦しい気分を味わわせるなど言ごん語ご道どう断だん。みんなをスクールバスに送り届けるまで、悩み事は延期だ。

「え、えへへ。良いに、決まってます。昴さんもいっしょで、バスケ部みんなで来てもらえたら、すごく、幸せです」

　はにかむ智花を見て一安心。どうやらそれ以上思い悩ませずに済んだようだ。

　でも、やっぱり妥協はしたくないから。家に帰ってから、もう一度脳内大だい会かい議ぎだな。
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「ん、電話か？」

　決意と共に帰宅し、自室のドアを開いたまさにその瞬しゆん間かん、肩にかけていた鞄かばんの中からバイブレーションが伝わってきた。

「あれ、どこに入れたんだっけ？」

　慌あわてて手を突っこんでみるも不ふ思し議ぎと目当てのものは見つけられず、かくなる上はとベッドの上に中身を全部ぶちまける。

「あったあった。もしもし」

　それでようやくマナーモードで着信を通知し続ける二つ折りの本体を発見。そろそろ切れてもおかしくなさそうだったので、相手も確かく認にんせず最短動作で通話体勢に。

『もしもし。夜分遅くに申もうし訳わけありません』

　聞こえてきた声は、ほんの少しだけ意外な響ひびきだった。

　もちろんこの柔らかで落ち着いた、年ねん齢れいよりわずかに大人おとなびた印象を抱かせる心地ここち良い音ね色いろは、とてもよく知っている。だけどこんな風ふうに電話を通じて話すのは、もしかしたら初めてかもしれない。

「う、あ、いやいや時間は全然大丈夫！　えと、今日きようも練習お疲れ様さまでした！　……紗さ季き」

　声の主の名を口にした辺あたりで、ほんの少し情なさけない気分に。もともと電話があまり得意じゃないせいもあって、やたら早口になってしまった。くそう、年上なのにかっこ悪いなあ。紗季の方は実に堂々としていて、社長秘書になれそうなほど聞き取りやすくて丁てい寧ねいな話し方をしてくれているのに。

『いえ、長は谷せ川がわさんこそ今日もご指し導どうありがとうございました。……それで、お電話させて頂きましたのはれすね』

「…………」

『…………っ』

　不意に、沈ちん黙もくが訪れた。

　ええと。今、紗季、嚙かんだ？

『こ、こほん。失礼しました。お電話させて頂きましたのはですね』

　仕切り直して再び始まる会話の裏で、実に申し訳なくもうっかり頰ほおを緩ゆるめてしまう。よかった。紗季だって、年上相手の電話だと少しは緊きん張ちようするのかも。密ひそかなシンパシーで、ほんのりあたたかな気分に。

「うん」

『長谷川さんが、トモの誕たん生じよう日びプレゼントでお悩みのようでしたので』

「あ……。そうなんだ。実は今もまだ、決めかねていて」

　しかし続けられた言葉で、自然と背筋が伸びる。みんなと別れ、ミホ姉ねえの車で送ってもらう間にもいろいろ考えてはみたが、やはりなかなか方針が定まらないのであった。

『ふふ、トモが羨うらやましいです』

「ご、ごめん」

『えっ。どうして謝あやまられるのですか？』

「いや、紗さ季きと真ま帆ほの誕たん生じよう日びの時は智とも花かに選えらぶのを手て伝つだってもらったからさ。その方が喜んでもらえるものを贈おくれるかなって思ったんだけど、自分一人ひとりで決めなかったのはちょっとズルかったのかなと思って」

『そんなことはありません。トモといっしょに私や真帆に素敵すてきなものを選んで下さって、本当に嬉うれしかったです。……頂いたブローチ、おしゃれをする時は必ず付けています』

「……よかった。大事にしてくれて、俺おれも嬉しいよ」

　そうか、そうだよな。よく考えてみたらプレゼントを智花がいっしょに選んでくれたことは、二人ふたりとも嬉しいに決まっている。謝る理由なんて、少しもなかったじゃないか。

『ふふ、こちらこそ本当にありがとうございました。……で、ですので。今こそお礼をすべき、なのかな、と』

「お礼？」

　にわかに、受話口の向こうで紗季が息を吞のむ気配けはい。どうやらここからが本題みたいだ。

『はい。もし差し出がましければどうか遠えん慮りよなく断って欲しいのですが…………トモの誕生日プレゼント、私に選ぶのを手伝わせて頂けませんか？』

　そんな提案が届くや、ベッドに落ち着けていた腰を上げ、俺は無む意い識しきに起立してしまう。

「手伝ってくれるのかい!?　それは本当に嬉しいよ！」

　もちろん即答。どうやって小学生の女の子の好みを探るべきか、正直自分一人では限界を感じていた。だからこの申し出は、心の底から嬉しいものだった。

『こちらこそ、私で良ければ是ぜ非ひ手伝わせて欲しいです。ただ、最後に決めるのは長は谷せ川がわさんだけにお任せしたいのですけれど……。きっとその方が、トモも喜ぶと思うので』

「うん、了解。紗季たちのプレゼントもいざ何を買うかは自分で決めたし。そこはちゃんと責任持つ。だから、どうかよろしくお願ねがいします！」

『ふふ。それなら、安心してお力ちから添ぞえできます。では早速ですが、どうしましょう？　長谷川さんには、もう何かプレゼントの候補はありますか？』

「一応、思い浮かんだものならひとつ。ただ、本当にそれで良いのかあんまり自信がないんだ。だから、紗季に見てもらって意見が聞ければすごい嬉しいんだけど」

『なるほど。では、直接お店に行くのが一番ですよね』

「そうしてもらえたら俺としてはすごく助かるけど、あまり手間をかけてしまうのは申もうし訳わけないし、誕たん生じよう会かいまで日にちもあまりないし、部活もあるし、ちょっと難むずかしいかな」

『いえ。私も、直接品物を見た方が安心ですし、そんなに遅くならなければ平日でも放ほう課か後ごに出かけられるので、その方が良いです。……それでは、少し急ですが、たとえば長は谷せ川がわさんの明日あしたのご予定は、いかがでしょう？　明日なら、私は夕方まで暇ひまなのですけれど』

「ありがとう、すごく嬉うれしい。ただ明日は、バスケ同好会の活動があるんだよな」

『あっ。……そ、そうでしたね。すみません勝手な事を言って』

　心苦しく思いながらそう告つげると、紗さ季きは恐きよう縮しゆくしたように声のトーンを落とす。

「いやいや、紗季が謝あやまることじゃないって」

　いやはやせっかく気き遣づかってくれたのに、なんとも申もうし訳わけない。

　どうすべきかな。高校生同士なら、同好会後に待ち合わせという手もあるけど、小学生を呼び出すにはちょっと時間が遅すぎる。

　あ、でも待てよ。授業が終わるのはきっと紗季たちの方が早いよな。ということは。

「ええと、明日って松まつ井い駅えきまで来て貰もらえるとしたら、何時頃ごろに着くかな？」

『明日なら……放課後すぐバスに乗れば、午後四時には』

　それならばっちりだ。よし、ではせっかくの厚意だし甘えさせてもらうことにしよう。

「じゃあ、四時半に『オールグリーン』のフードコート待ち合わせとかどう？」

『……私は大丈夫ですけど、よろしいのですか？　その、同好会の方は』

「同好会、最近は柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じも毎回来てくれるようになったから、活動前に待ち合わせがてら少し駄だ弁べったりおやつ食べたりしてるんだ。実際活動始めるのは五時過ぎてからだから、その間に少し抜けさせてもらえば良いかなって」

『そうなのですか。でしたらあまりご迷めい惑わくもかけずに済みそうですし、はい！　私もそうさせて欲しいです！』

　あえて遠えん慮りよせず素直にお願ねがいすると、たちまち紗季の声に明るさが戻ってきた。やっぱり、誰だれかの役に立つことがすごく好きなんだろう。

　コーチとして。同じポイントガードとして。……いや、そういう役割ポジシヨンの垣根を越えて、改めて強く尊敬を覚える。

「何度も繰くり返かえしになっちゃうけど。本当にありがとう、心配してくれて……っていかん！」

『えっ!?　ど、どうかなさいましたか？』

「ずっと話聞いてもらって、紗季にたくさん電話代かかっちゃったよな。ぜんぜん気が回らなくてごめん！　それじゃあ明日、どうかよろしく──」

『あっ、長谷川さん！　すみませんが最後にもう一つだけご相そう談だんが！』

　しみじみ感じ入っている途と中ちゆうでふと重要なことに気付いて、急いで話を纏まとめようとしたのだが、いくぶん慌あわてた調ちよう子しで紗季から呼び止められる。もしかして、まだ決めておかなければいけないことがあったかな。

「相そう談だん？　うん、なんなりと。けど、いったんこっちからかけ直そうか？」

『すぐ済みますので大丈夫です！　あ、あの。相談というのはですね、ええと……』

　すぐ、という言葉とは裏腹に、珍しいほど逡しゆん巡じゆんして何かを言いよどむ紗さ季き。疑問系じゃなくて、かけ直すって言い切ってあげるべきだったかも。ああもう、ほんと男としての甲か斐い性しようが無くてダメダメだな、俺おれってやつは。

「紗季、やっぱりこっちから電話──」

『い、いえっ！　もう言いますので、ちゃんと！　…………う、うんっ。だって長は谷せ川がわさんの、貴重な時間を奪うばわないためだものっ』

　俺の声にかぶせて宣言してから、かなりの早口で何かを呟つぶやく紗季。

「ん？　ごめん、今なんて言ったか聞き取れなくて」

『大丈夫ですお気になさらず！　それでその、明日あしたなんですけど。……わ、私一人ひとりでお伺うかがいしてもよろしいでしょうかっ!?』

　そして告つげられたのは、そんな提案だった。

　あ、そうか。プレゼントを渡す相手である智とも花かは別として、明日は紗季と二人ふたりきりなのか、それとも真ま帆ほと愛あい莉りとひなたちゃんも一いつ緒しよなのか、ぜんぜん考えてなかった。ふむ、俺としてはどちらでも構わないのだけど。

『と、というのもですね！　四人で行くとトモだけ仲間はずれみたいで良くない気がして。それに、真帆やひながいろいろはしゃいでお手間をかけてしまうのではないかと！　あ、あまり時間も無いことですし！』

　答えに迷ってるうち、矢や継つぎ早ばやに紗季が考えを聞かせてくれる。

「そうだな。真帆とひなたちゃんが元気いっぱいなのはむしろ見てて楽しいから良いんだけど、いくら本人の誕たん生じよう日びのためとはいっても智花一人だけ別というのはちょっとかわいそうか。よし、じゃあ明日は紗季と二人きりということでお願いするよ」

『……っ』

　その提案に、迷わず賛さん成せいを表明。紗季と一緒に買い物か。今までなかった機き会かいだし、面おも白しろそうだな。

『あ、ありがとうございますっ！　粗そ相そうしないよう全力で頑がん張ばりますのでっ！』

「はは。粗相なら絶対俺の方がやらかしそうだから、こっちこそ迷めい惑わくかけないよう頑張るよ。じゃあ明日、よろしくね。……ところでこのこと、真帆たちには」

『……な、ナイショにしておいて頂ければ助かります。いえあのっ、決して抜ぬけ駆がけとかそういうつもりでは無くてですね！　絶対、ついてくるってきかなくなると思うので！』

　うん、きっとそうなるよな。それで結局智花だけが置いてけぼりになるような事態は避けなくてはいけないし、他ほかの子たちには悪いけど、ここは隠おん密みつ行動を取らせて頂こう。

「了解。じゃあ明日はまた、俺と紗季だけの秘密だね」

「私と、長は谷せ川がわさんだけの秘密……。は、はいっ！　ありがとうございます！　それでは明日あした、四時半に！　ふ、ふふふっ」

　ようやく全すべての取り決めを終え、電話を切って微笑ほほえみ混じりにディスプレイを見つめる。

　通話時間、七分三十二秒。男の俺おれとしては結構な長さだ。毎朝会ってるからかもしれないが、智とも花かとも電話ではこんなに長く話したことがないかも。

　それはそれとして、声こわ色いろからすると紗さ季きも明日を楽しみにしてくれてるみたいで良かったな。俺が一方的に世話になろうという相そう談だんなのに、なんてできた子なのだろう。

「──すばるくーん。ごはんよ～」

「おっと。あいよ、今行く！」

　しみじみ紗季の顔を思い浮かべ頰ほおを緩ゆるめていると、階下から母かあさんの呼び声。そういえば空腹であることも、しばし忘れてしまっていたな。

「おっ、なんかご機き嫌げんそうだな昴すばる。良い事でもあったか？」

「ん。あった」

「わはは、そりゃ結構」

　リビングに入るや、親父おやじがビールを掲げて笑いかけてくる。そんなに顔に感情出てたかな。別に知られて困ることでもないから構わないけれど。

　ちなみに親父だが、うまいこと休みが取れたらしくて今月いっぱいは家に居るらしい。

「ミホ姉ねえの方は機嫌悪そうだな。負けたのか？」

「うっさい。昨日きのうは勝ったし。まだ全然余裕で勝ち越してるし」

　それに伴い、ミホ姉もほぼ毎日この家で夕食を摂とり、親父にゲームで喧けん嘩かを売っていくようになった。

「おいおい噓うそは良くないなみほりん。明日俺が勝てばとうとう五分五分だろ」

「みほりん言うな！　くそう信じらんない、私がゲームで圧倒できないなんて！」

「俺もハワイの同どう僚りようにだいぶ鍛きたえられたからな～。ほんと娯楽が何も無いところだから毎日バスケとゲーム三ざん昧まいよ」

「仕事しろばーか！」

「その台詞せりふをミホ姉が口にするとは……」

　血の繫つながった兄妹のように会話を続ける親父とミホ姉を横目に、俺は思わず呆あきれ笑い。毎日毎日騒さわがしすぎるきらいはあるが、まあ賑にぎやかなのは良い事だと思う。

「はーい、みんなおまたせ。まずはタン塩しおからですっ」

　母さんも、連日連夜楽しそうにたんまりと夕食を用意してくれてるし。今日きようはどうやら焼肉らしい。いやはや有あり難がたいことでございます。

「おー肉だ！　肉来たぞみほりん。ふて腐れてないで胃袋が悲鳴をあげるまで食べようぜ」

「ふて腐れてまーせーんー！　言われなくても食べますぅー！」

　全員で食卓を囲み、いただきますの合唱。するやいなや四方から箸はしが舞まいホットプレートの上はたちまち肉まみれに。

　……ホットプレート、か。焼肉ももちろん大好物だけど、これで紗さ季きに焼いてもらったお好み焼き、本当に美お味いしかったな。

　またいつか、お願ねがいできると嬉うれしいのだけど。
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「おまた！　みんなのゾノが君くん臨りんしちゃったぞ！」

「流れ星ショージ、ここに見けん参ざんだよぅ」

　我わが県で二・三番目の規模を誇るターミナル駅に隣りん接せつするアミューズメント施設『オールグリーン』のフードコートに腰を落ち着けて十数分が経過したところで、底抜けに明るいじょしこーせー二人ふたり組ぐみが目の前に現れ、魔ま法ほう少女でも躊躇ためらいそうなほど躍やく動どう感かん溢あふれるポーズを決めてみせる。

　両手を段違いにして天にかざし、その間から遠い目で蛍けい光こう灯とうの光を見つめているのが柿かき園ぞの（くしゃみが出そうなのか鼻がひくひくしてる）。人差し指を唇に当て、必死に左眼だけを閉じようと瞼まぶたを震ふるわせているのが御み庄しよう寺じ（ウインクができないらしい）。デザインの良さで人気があるらしい白いセーラータイプの上着と、膝ひざのだいぶ上でカットされた緑みどりと青のチェックスカートという北きた高こうの夏服姿は客きやつ観かん的てきに見ればとてもよく似合っているのだが、いかんせん挙動がアレなのでいろいろ台無しだ。

「やっほ、ゾノ。ショージ」

　そんな残念コンビを、バスケ同好会のメンバーであり俺おれの幼おさな馴染なじみでもある荻おぎ山やま葵あおいがさらっと流す。こいつらの登場はいつもこんな感じなので、中学からの仲間がいちいちリアクションを取ることは滅めつ多たにない。

「なんだよなんだよ冷たいなブチョー！　もっと新しん鮮せんな驚おどろきでもって出迎えろよ！　長は谷せ川がわセンセーもボケッと手あげるだけとかなめてんの!?　せめてしゃべれ！」

「てことでてことでぇ、今日きようのポーズどうだったかなぁばんり～んくん？　何点っ、十六進数で何点くらい？」

「じゅ、十六!?　ぐ……その、ええと」

　結果、とばっちりで槍やり玉だまに上げられてしまうのが同好会新加入メンバーの香か椎しい万ばん里り。ここまでが最近のテンプレである。なお『ばんりーん』というのは真ま帆ほによる命名だ。万里の妹である愛あい莉りのニックネーム『アイリーン』と対応させているのだろう。

「万里、真ま面じ目めに考えなくて良いぞ。疲れるだけだし」

　そばかすとウェーブヘアに飾られた御庄寺の蠱こ惑わく的てき（？）な瞳ひとみに詰め寄られ、１９５cmに届かんばかりの長ちよう軀くをのけぞらせる万里に素そっ気けなく助け船。だいたい十六進数だったら、満点はいったい幾いくつなのか。どうでもいいけど。

「疲れるとかなんだよセンセー！　なめてんのか！」

「なめてないです」

　返す刀で、ベリーショートヘアの合間からおでこを光らせ、ふたたび俺に矛ほこ先さきを向けてきた柿園を軽くいなす。この二人とスムーズに会話するコツは、絶対に感情を昂たかぶらせないことだ。その辺は俺も、中学で女子バスケ部の部長として散さん々ざん苦労してきた葵も、もはやお手のものである。

「なめてるよぅ！　センセぇは毎日欠かさず、葵あおいちんのわきの下をなめてるよぅ！」

「なめてねぇよ！」

「なななっ、何とんでもないデマを大声で言ってんのよバカショージ！」

　……すみません。噓うそでした。まだまだ全然修しゆ行ぎようが足りないみたいです。

　とまあ、二人ふたり発信によるアホな会話でたっぷり時間をロスするのがここ最近の常。こんなんだから活動開始が五時過ぎになってしまうんだよなあ。

　でも、柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じにはなんだかんだ言ってすごく感かん謝しやしてるけど。二人がレギュラーメンバーとして同好会に参加してくれるようになったおかげで、万ばん里りの加入と合わせて夏休み明あけからすごく実のある練習が出来るようになった。それを思うと、これくらいのからかいを受けることなんて安いものだ。

「バカじゃないの！　す、昴すばるが……わ、わ、私の……っ!?　バカじゃないのバカじゃないの！」

　まーさすがに今日きようはちょっと、葵のダメージが深刻そうだが。怒りで顔を真まっ赤かにしてポニーテールを自みずからかき乱し、せっかくの綺き麗れいな髪が台無しだ。確たしかによくよく考えてみるとひどい暴ぼう言げんだよな……。若じやつ干かん、冤えん罪ざいを被かぶせられただけの俺おれまで申もうし訳わけない気分になってくる。

「わはは、ブチョーはほんとかわいいなあ。なーセンセー？」

「……イエスノーどちらで答えても身の危険を感じる質問は控えて頂けますか、柿園さん」

「うわーなんかセンセーのスルースキルが高まってるよ。すけべだね、ショージ！」

「すけべだねぇ、ゾノぉ！」

　……耐えろ、平常心だ。反応すればするだけ長引く。

「あ、そいや火か曜ようはカズたん欠席日になったんだっけ？」

　必死で無言を貫いていると、ようやく葵の隣となりに腰掛けた柿園が思い出したように呟つぶやく。基本集中力に欠ける二人なので、こんな風ふうにほっとけば勝手に話題転換してくれるケースが多いのであった。

「ああ。これからは勉強の負担にならないよう、週一回だけの参加になると思う」

　ここぞとばかりにすぐ返事。カズたんというのは同好会結成メンバーである上うえ原はら一かず成なりのこと。東とう大だい志望の優ゆう等とう生せいなので、万里の加入を受けて、相そう談だんの結果二学期からは同好会の参加回数を減らすことになったのであった。

「うーん。なんか、悪いことしたかな。俺が追い出したみたいで」

　一成の名を聞いて、新メンバーの万里が眉まゆ根ねを寄せる。けど、もちろんそんなのは杞き憂ゆうだ。

「違うって。もともとバスケに興きよう味みないのに善意で付き合ってくれてたんだから。むしろ完全に辞やめないで週一でも参加するって言ってくれたことに感謝だよ」

「そっか。うん、なら良いんだ。すまんな変な事言って」

「そーそー。だからバンリーンは遠えん慮りよなく長は谷せ川がわセンセーのハーレム結成を阻はばむとよいよ！」

「あー長は谷せ川がわ、その、なんだ。ごめん」

「……謝あやまるな、頼むから」

　というか女子高生のハーレムなんてきっと肩身が狭せまいだけでちっとも嬉うれしくない。

「はは。俺おれ、ここにいても良いんだよな」

「良いに決まってるだろ。……万ばん里り、俺はお前が必要だ」

「もふっ！　ご、ごめんだょゾノぉ！　ハァハァ、弊へい社しやはハートがどっきんこで身動き取れなくなったであります！　代わりにアップルパイとアイスティ買ってきてくれないかなぁ……」

「しかたない！　今のはしかたない！　あちしが責任持って食料調ちよう達たつしてくるから精一杯かけ算に励はげむのだショージ！　ほれほれ、ブチョーもセンセー×バンリーンも、ついでに何か欲しいものあったら言ってねん」

「ほんっと、あんたらの会話は疲れるわ……。ええと、じゃあ私にもアイスティ頼んで良い？　ミルクで」

「×かけるってなんだ。あ、俺は大丈夫。何もいらない」

「あれ昴すばる、良いの？　飲み物、もう空からっぽでしょ？」

　柿かき園ぞのの申し出を断ると、葵あおいが不ふ思し議ぎそうな顔。どうせこのあと三十分は談だん笑しようが続くだろうし、確たしかに普段ふだんなら水分が欲しいところではある。

　けど、もうすぐ時間なので、今日きようは買わない方が良いだろう。




「──お待たせしました、長谷川さん」




　そう思った瞬しゆん間かん、後ろから呼び声。振り返れば、慧けい心しん学園初等部の制服に身を包んだ三みつ編あみ少女がおなかの前で手を組み、まっすぐ背筋を伸ばして微笑ほほえんでいた。

「やあ紗さ季き、呼び出しちゃって悪かったね。来てくれて嬉しいよ」

「いえ、私もその……楽しみにしてましたので。すごく」

　すぐさま席を立ち、近くまで駆かけ寄る。急いで来たのか、紗季の額ひたいにはうっすらと汗が滲にじんでいた。

「あっ、ごめんな。もしかして、待ち合わせ時間早すぎた？」

「いいえっ。そうではなくて、真ま帆ほにかけられたデー……っ!?　へ、変な疑ぎ惑わくを解いていたらうっかりバスを一本乗り過ごしてしまって。すみません」

「あはは、なるほど。みんなにバレたら大変だもんね」

「ふ、ふふっ。まったくです」

　秘密を共有する者同士、自然と笑えみが溢あふれる。別に遊びとかじゃなくて、真剣な想おもいで付き合ってもらうとはいえ、今日のことはどうしても公おおやけにできないもんなあ。

「さて、と。それじゃあまり時間も無いし、早速お願ねがいしちゃって良いかい？」

「はいっ。どこなりと長は谷せ川がわさんのお好きなところに連れていって下さい！」

　確かく認にんを交かわし、いよいよミッションスタート。あ、でもその前に一応葵あおいたちに断りを入れておかなければ。

「ごめんみんな。俺おれ、少し紗さ季きと出かけてくるから。練習始まる頃ころには戻る……って、あれ、どうかしたか？」

　振り返り、話し始めてからようやく気付く。葵も、万ばん里りも、柿かき園ぞのも、御み庄しよう寺じも。なんだか目を白黒させて俺と紗季を交互に見つめていることに。

「ど、どうかしたかって。す、昴すばる……ど、どういうこと。さ、紗季ちゃんと待ち合わせ……？　な、内ない緒しよで、二人ふたりきり……？　え、えっえっ？」

「ん？　ああ。実はちょっと、付き合ってもらうことになって」

「付き合っ!?　あ、あああ……」
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　焦しよう燥そうを露あらわに一度腰を上げたかと思えば、再びへなへなと椅い子すに崩くずれ落ちる葵。ど、どうしたんだろ。まさか貧血？　いや葵に限ってそれは無いと思うけど……。

「だ、大丈夫か!?　なんだか顔色が──ってうわ！　何するんだ柿園、御庄寺っ？」

　心配になって駆かけ寄るや、両側からはっしと腕を捕まれ拘こう束そくされてしまう。二人もまた異常に切迫した雰囲気を漂わせ、鋭するどい眼光でもって俺を糾きゆう弾だんしようとする。

「センセぇ！　ひどいよぉ！　さんざん葵ちんのわきの下を弄もてあそんでおきながらぁ！」

「そーだそーだ！　この人でなし！　わきフェチ！」

「あああああ…………や、やっぱり……やっぱり昴すばるは紗さ季きちゃんがっ……!?」

「へ……？　いや、一体何の話を……？」

　本気で意味が分からず、キョロキョロ辺あたりを見回す俺おれ。

「や……あ、あの」

　紗季もまた、激はげしく狼ろう狽ばいした様よう子すでこちらに心配げな瞳ひとみを向け続けてくれていた。

　ところで、いつまで根も葉もないわきネタを引っ張る気なんだ柿かき園ぞのと御み庄しよう寺じは……。







「そ、そっか。智とも花かちゃんの誕たん生じよう日びプレゼントを選えらびに。あ、あはは。ごめん昴」

「ったく、驚おどろいたぞ」

　粘ねばり強く対話を試みた結果、なんと四人とも俺と紗季が逢あい引びきを計画しているのではと思い込んでいたことが発覚。まったくどうして全員が全員そういう疑念に至るのか。よっぽど自分という人間は社会的に信用されていないのではという気がしてきて、少し悲しくなる。

「い、いやはや永なが塚つかさんでよかった！　もし来たのが愛あい莉りだったら、きっと俺は昴に取り返しのつかないことをしていたかもしれん」

「こっちの台詞せりふだ、それは」

　乾いた笑いを漏もらす万ばん里りのわき腹を、肘ひじで軽く突いて抗こう議ぎ。実際、もし愛莉との間に同様の誤解を受けていたら、たぶん俺はもう生き物の形を失っていたのではなかろうか。考えただけでぞっとする。

「ま、勘違いだって伝わったんなら良いや。じゃあ俺、ちょっと席はずすから」

　とにかく、時は金なり。大事な用事と練習を両立するため。今度こそ行動開始だ。また、柿園御庄寺が姦かしましくなる前に。

「あ、うん。行ってらっしゃい。……そっか、誕生日、か」

　そんな思いでそそくさと席を立ったのだが、平へい穏おんに送り出してくれた葵あおいの呟つぶやきが微妙に気になって、なんとなく振り返ってしまう。

「どうかしたか？」

「あ、ううん！　その……私も、プレゼントくらい智花ちゃんに渡したいかなって。それだけ」

「おお、そりゃきっと喜ぶよ。俺に預けてくれれば届けるし」

「うん、あとでそうさせてもらう」

「おう、了解。…………あ」

　笑え顔がおを確かく認にんし再び歩き出そうとしたところで、ふと自分の胸にイレギュラーな感情が宿った。

「昴？」

「……一月の、葵の誕生日にも。できるだけいいもの渡さないとな」

「うぇ!?」

　口にしてしまった直後、怒ど濤とうのように押し寄せる気き恥はずかしさ。あー、なんからしくないことを言ってしまった。

「いやほら！　ここんとこ世話になりっぱなしだから！　感かん謝しやは、ちゃんと伝えなくてはなと」

　でも、そんな風ふうに思っているのは紛まぎれもない真実だから。幼おさな馴染なじみという関係に甘えきって恩を受けるばかりじゃ、やっぱりいけないよな。

「べ、別にいいってば！　ふ、普通に覚えててくれるだけで、充分だし！　……で、でも」

「ん。とはいえちょっと気が早すぎたかごめんごめん！　時期が来たら、またその時にな！」

「──あっ、逃げた！　ふ、ふんだ。……ありがとうくらい、ちゃんと言わせなさいよ」

　よしよし、伝えることも伝えたし、さあ智とも花かの誕たん生じよう日びプレゼントを大だい捜そう索さくだ！　紗さ季きにアイコンタクトを送り、フードコートから速すみやかに離り脱だつする。

「やっぱり…………いちばんの強敵ですね」

　並んで屋外に出る寸前、紗季が小声で何かを囁ささやいた気がした。

「えっ？　今、なんて……？」

「ふふ、いえ。なにも。さあ行きましょう、長は谷せ川がわさん」

　しかし訊きき返してみても、あっさりとした返事で流されるだけ。気のせい……だったのかな。ならば良いのだけど。

「ええと、うん。そうだな。よろしくお願ねがいします」

「はいっ。ではさっそく、長谷川さんお目当ての品を見に行きましょうか」

　感謝を込めて会え釈しやくすると、紗季は首をかしげこちらを見上げる。その大人おとなびた雰囲気がなんとも頼もしかった。

　選せん択たくがあまりに的外れだと呆あきれられるのではという怖さもあるが、紗季ならそんな時もきっと顔には出さず遠回しに窘たしなめてくれるかな。よし、勇気を出して自分の考えを伝えてみよう。

「わかった。じゃあこっちだ」

　横断歩道を渡り、高架下をくぐり、目指す先は……『ミウラスポーツ』。六月に智花とバスケットシューズを買いに行った思い出の店である。

「ん？　紗季、どうかした？」

　並んで歩き始めて数分経たってから、ふと気付く。紗季が、なんだかそわそわして視し線せんをあちこち動かし続けていることに。

「い、いえそのっ。こうしているところを、もしまた誰だれかに見つかって勘違いされてしまったら、長谷川さんにすごく迷めい惑わくをおかけしてしまうな、と……」

　なるほど。さっきのあいつらの誤解には紗季だって驚おどろいただろうからなあ。申もうし訳わけないことに、あらぬ心配をかけてしまってるようだ。

　うむ。ここは年上として、きっちりフォローせねばなるまいな。

「大丈夫、全然迷めい惑わくじゃないぞ」

「っ!?」

　頭に触れつつそう伝えるや、ぼんっ、と音がしそうな勢いで紗さ季きの顔が真まっ赤かになった。あ、あれ。またなんか変なこと言っちゃったか俺おれ。心なしか眼鏡めがねも曇くもり加減だ。

「で、でででもっ！　もし真ま帆ほが見たら絶対からかいますし、それに何よりトモに悲しい思いをさせるわけには！」

「えっ、悲しい思い？」

「はう、や、その！　悲しいというか、プレゼント探しに長は谷せ川がわさんが悩んでらっしゃることを知ったら、きっと遠えん慮りよをするかもと……」

「ああ、そういうことか。智とも花か、優やさしいからな。でも大丈夫！　遠慮するだろうけど、友達が知恵を出してくれてるって知ったら嬉うれしくも思うって、絶対」

「怒られ……ないでしょうか」

「怒られるわけないだろ。真帆の方も、茶ちや化かしはしても本気で誤解したりはしないだろうし。……えと、俺が言うのも変な話だけど。だから紗季は何も気にしないで力になってくれると嬉しいよ」

「長谷川、さん……。ふふ、はいっ。ありがとうございます！」

　拙つたない言葉を重ねた結果、なんとか表情から戸と惑まどいの色を消すことに成功。よかった。わりと珍しい、紗季と二人ふたりきりの時間なのだから、出来ることならいっしょに楽しみたいもんな。

「よし着いた、ここだよ」

「あっ、このお店なら知っています！　前にトモとデートした場所ですよね？」

「デ、デートっ!?　いや智花の靴を選えらびに来たことはあるけど──」

「ふふ、さすがです長谷川さん。思い出の店で選んだものなら、トモの喜びもひとしおだと思いますっ！　さあさあ中に入りましょう！」

「──あれをデートだなんて言ったらそれこそ智花に迷惑が……って紗季、話聞いてくれ～！」

　声のトーンを一段上げ、紗季は喜び満面で先行して店内に入っていく。ひどい。さっき真帆のからかいを心配していたばかりなのに。

「……ま、すごくご機き嫌げんだから良いけどさ」

　年相応にはしゃぐ紗季というのも、新しん鮮せんですごく良い。

　溜ため息いきまじりに苦笑して、俺も自動ドアを抜ける。外気で火ほ照てった肌に心地ここち良いエアコンの風が当たり、蘇よみがえる思い出。そういえば、智花とここに来た日も六月だというのにかなり暑い日だったな。

「品しな揃ぞろえが素す晴ばらしくて目移りしますね。あ、セクシー水着コーナーがありますよ？　では行きましょう長谷川さん」

「いやいやいやいや！　水着を贈おくるなんて言ってません！」

「ふふ、残念です」

　いかん、良いように弄もてあそばれて早くもたじたじである。……ただ、ふむ。あえて俺おれも悪のりしてしまえばちょっとした仕返しが出来るかな。

『よし、じゃあこのヒモヒモセクシー水着に決めた！　けどサイズが合うか分からないから試しに紗さ季きが着てみてくれ！』

　とか言ったりして。ふふふ、生き真ま面じ目めな紗季のことだから激はげしく狼ろう狽ばいするに違いない。いやもちろん実行に移したりはしませんが。

「候補はスポーツバッグなんだ。前見たやつ、まだ残ってれば良いんだけど」

「あ、スポーツバッグはすごく素敵すてきだと思います。トモなら絶対毎日使いますし」

　変な妄もう想そうはほどほどに切り上げ、早速意見を伺うかがうことに。少し前進して、入り口近くにある陳列棚だなまで紗季に付いてきてもらう。

「お、よかった。全く同じじゃないけど、近いデザインのがある」

　眼めを馳はせて真まっ先さきに飛びこんできたそのエナメル製の鞄かばんを持ち上げ、ジッパーのしまり具合などを簡かん単たんにチェック。白地にピンクのハートをあしらった、いかにも『女の子！』というデザインは安直すぎるかもしれないが、前見た品よりはこちらの方が柄がらの大きさや形が落ち着いた印象で、地味すぎず派は手ですぎずとても智とも花かに良く似合う……気がする。

「…………………………」

「その、なんというか。大事な贈おくり物ものだから、気を遣つかわずに思ったままの意見をお願ねがいします」

　一通り機き能のう的てきなチェックを終えたところで、紗季が唇に指先を当てじっと俺の手元を見つめていることに気付き、少し緊きん張ちよう。我わが審しん美び眼がんは小学生の女の子にどんなジャッジを受けるのか。まったく自信はないが、全すべては智花に喜んでもらうためだ。ダメなところはハッキリと教えてもらわないと。

「……ふふ。とても、素敵だと思います！」

「っ」

　時間が何倍にも引ひき延のばされたかのような長い長い数秒間の末、紗季がにこやかに両手を合わせる。そこに、遠えん慮りよや建前の色は無し。どうやら、お墨すみ付つきをもらうことが出来たようだ。

「智花、喜んでくれるかな？」

「はい、保証します」

　そう言われて、心の底から安あん堵ど。ただ、せっかく買い物に付き合ってもらったんだし、紗季のイチオシも訊きいておかないとな。

「よかった。じゃあこれは候補に入れよう。じゃあ今度は紗季がどこか良さそうな店に案内してくれるかい？」

「いえ。その必要はないと思います。このバッグで決定にしましょう」

「え、でも」

「……長は谷せ川がわさんが選えらんだものを、トモは絶対にいちばん喜びます。ふふ、本当のことを言うと、私はそうお伝えして、長谷川さんの背中を押して差し上げられれば。それだけを思って、お手て伝つだいを申し出たんです」

「う、うーん。そう、かな……？　いややっぱり近いセンスで選んでもらった方が、いっそう嬉うれしいような」

「いいえ。トモにとって最高のプレゼントは、長谷川さんが選んだこのバッグです。間違いありません。私を信じて下さい」

「紗さ季き……」

　真剣極きわまりない瞳ひとみに、それ以上の心配を口に出来なくなる。

「うん、わかった。そうする。……ありがとう」

　そして、おかげで気付いた。自信云うん々ぬんではなく、俺おれは自分の手で選んだプレゼントを智とも花かに渡して、日ごろの感かん謝しやや、言葉にならない色んな想おもいをまっすぐ伝えたい。そんな切望が強く胸の奥に存在することに。

「良かったです。ほんの少しでも、お役に立つことが出来て」

　奥にあるレジで会計を済ませ戻って来た俺に、紗季は瞳ひとみを細めて慈じ愛あいに溢あふれた表情を向けてくれる。背丈や顔つきはどこからどう見ても可愛かわいらしい小学生のものなのに、近しい存在の中で屈指の頼もしさを感じてしまうから不ふ思し議ぎなものだ。

　……それは周りの大人おとなたちに変なのが多いというのも、多少影えい響きようしているにせよ。

「ほんと付き合ってくれてありがとう。何かお礼をしたいところなんだけどな。あ、もし良ければケーキでもご馳ち走そうするよ」

「いえっ、そんな！　もうすぐ夕ご飯ですし、お気持ちだけで充分ですっ」

　来た時と同じように並び立ち、店の外に向けて歩き出す。確たしかにこの時間だとおやつには遅いか。でもこのままお別れという気にはちょっとなれないし……。

「そっか、そうだよね。うーん、食べ物以外で何かリクエストとかないかな？　何でも良いぞ」

「本当にお気になさらないでください」

　はにかんでかぶりを振る紗季。

「それに、長谷川さんにはコーチとしてたくさんお世話に……………………あ」

　その視し線せんが、不意に店の壁かべの一点で止まった。同じ方を向くと、そこには仲良く手を繫つないで海辺を走るジャージ姿の男女のポスターが。

「おお、ジャージか。……よし、他ほかならぬ恩人の願ねがいなら」

　たぶん、待っていても『買って欲しい』と言ってくれる確かく率りつは限りなく低いだろう。ならばここは、あえて強引に。

「い、いえいえいえいえっ！　違うんです、そんなつもりでは！」

　そう思って踵きびすを返した俺の正面に回り込み、手を広げて激はげしく慌あわてる紗季。実際、買って欲しいという意図があってポスターに眼めを止めたわけでは無いのだろう。でも、欲しがっているのが事実ならば叶かなえてあげたいよな。今日きようのことだけでなく、普段ふだんから何かと世話になりっぱなしなわけだし。

「まあまあ、見てくだけでも」

「だ、大丈夫ですからっ。本当に、ジャージを見たわけでは無いんです！　本当に！」

　ところが上うわ目め遣づかいで懇こん願がんする紗さ季きの面おも持もちからは、遠えん慮りよの色など微み塵じんも感じずひたすらに焦あせりだけが伝わってくるばかり。あれ、この様よう子すだと俺おれは何か勘違いをしてしまってるのかも。

「ジャージじゃなかったか。じゃあ……靴？」

「そ、そうじゃないんです。ポスターを見て、良いなと思ったのは、服とか靴とかじゃなくて、そのっ」

　絞しぼり出すように声を震ふるわせながら、熟じゆくしたいちごのように真まっ赤かになってしまう紗季。どうやらすごく言い出しづらいことっぽいし、無理には訊きかない方が良いのかな。

「ただ私は、手を繫つないでいるのが羨うらやましくて……っ」

　そろそろこちらから話を打ち切ってやるべきだと決意した直後、紗季は早口でぼそりと呟つぶやいて、直後にハッと俯うつむいてしまった。ええと、手……？

「手を、繫ぎたかった？」

「や、や、や！　違うんです違うんですっ！　つい油ゆ断だんして邪念が浮かんだというかなんというかっ！　長は谷せ川がわさんと手を繫いでみたいなんておこがましいことは、これっぽっちも考えてませんからっ！」

　もはや頭から湯ゆ気げを出さんばかりに取り乱し、あわあわと両手を振る紗季。

　そっか、なるほど。紗季も一人ひとりっ子だもんな。年上の存在と手を繫いで絆きずなを確たしかめるようなシチュエーションには、少なからず憧あこがれがあってもおかしくない。

　でも普段から何かと『頼られる側』に回ることが多いから、甘えるような仕し草ぐさを見せることは、したいと思ってもなかなか出来なかったのではないか。それは慧けい心しん女バスの活動中も同様で、他ほかの子の規き範はんとなるべく必要以上に自みずからを律し毅き然ぜんと振ふる舞まわねばと、義務に近いものを感じていたのかも。

　でも、今は。こうして俺と二人ふたりきりなわけで。

「紗季。全然頼りになる人間じゃないのが申もうし訳わけないんだけど、俺だったら構わないぞ？」

「え。は、長谷川、さん……？」

「何のお礼にもならないけど、手ならいくらでも繫ぐよ」

「っ!?」

　笑いながら右手を差し出すと、紗季はびくんと硬直して腰まで伸びた三みつ編あみを揺ゆらす。

　何を自じ意い識しき過剰な……と、呆あきれられても仕方がないことをしている感覚はある。けどもし仮に紗季が内心で本当にそう望んでくれているのなら、是ぜが非ひでも叶えてあげたいから。今はあえて危険な賭かけを冒おかすことにした。

　俺おれの手をじっと凝ぎよう視しして、どうすべきか悩んでる様よう子すの紗さ季き。

　が、長い沈ちん黙もくの果て、

「…………で、では。お店を出るところまでで良いので。お、お願ねがいしますっ」

　ゆっくり丁てい寧ねいに頭を下げてから、掌てのひらに細くすべすべした指先をそっと乗せてくれた。

「うん。おやすいご用。でも店の中だけで良いの？　たぶん10ｍもないけど」

「……はい。充分すぎます」

　なんだかお礼にしてはあっけない気もしつつ、でも屋外だとあまりにも照れくさいのかもとも思ったので、それ以上は何も訊きかず首しゆ肯こうして了解を告つげる。

「よし、じゃあ短い間だけど、その。よ、よろしくね」

「は、はい！　こちらこそです！　…………ふ、ふふっ」

　お互いもう一度お辞じ儀ぎしあってから、掌の温度を感じながらゆっくり歩き出す俺たち。ほんのわずかな時間だけど、いや、もしかしたら短いからこそ、すごく特別なことをしているような気がして心しん臓ぞうが早はや鐘がねを打つ。

「私、こういうのあまり経けい験けんがないから……すごく緊きん張ちようしてしまいます」

「俺も、なんか不ふ思し議ぎな感じだ」

　視し線せんを重ね、思わず照れ笑い。あ、恥はずかしそうだけど、なんだか普段ふだんとは少し違う無邪気な顔をしているように思える。気のせいじゃなければ、とても嬉うれしいんだけど。

　兄妹のように肩を並べ、一歩一歩を踏みしめるように自動ドアまで進んでいく。ああ、ほんと短いな。あと十秒かそこらでこのこそばゆくて、無む性しように幸せを感じる時間が終わってしまうのか。

　──なんて、名残なごり惜しさに長い息を漏もらした直後。目の前の扉が静かに開いた。

「な……」

　とたん、紗季の足がぴたりと静止し、俺の右手に重ねられた指先が、ぎゅっと縮ちぢこまる。

「紗季？」

　どうしたのかと覗のぞき込んだ顔は、啞あ然ぜんと驚おどろきの色に染そまっていた。その瞳ひとみはまっすぐに、今しがた開いた自動ドアの方に固定されたまま。

　何事かと、俺も前に向き直る。

　そこにはもう一つ、驚きよう愕がくに固まる少女の姿が在った。

　髪型は、セミロングのポニーテール。大きくて切れ長の瞳が目立つ勝ち気な顔つきで、身長は紗季よりも数cm小さそうな女の子。

　面めん識しきは無いはずだ。どれだけ見ても、記き憶おくに引っかかる要素は無い。

　ただ一点。その子の身に纏まとっている服が、紗季と同じ慧けい心しん学園初等部の夏服であるという点を除いては。

「永なが塚つか、紗さ季き。あんた……なにやってるの？　な、なにそれ。どういうこと？」

　小学生にしてはやや低めの声を震ふるわせ、女の子は俺おれと紗季のちょうど真まん中辺あたりを指さす。

「え……あっ」

　言われて視し線せんを落とし、ようやく思い出した。俺たち、今もずっと手を繫つないだままだ。

「や、こ、これは！」

　驚おどろき固まっていた紗季が、ビクリと取り乱して目の前の子に釈明をしようとする。

　──カシャリ。

　その声を制するように、店内に鳴なり響ひびくカメラのシャッター音。気付けば女の子が、携帯電話を掲げ二人ふたりの姿をフレーム内にロックオンしていた。

「ちょ、ちょっと何してるのよ、雅まさ美みっ！」

「……あは。お宝写真ゲーット」

　喉のどを震ふるわせ必死に抗こう議ぎする紗季とは裏腹に、目の前の──『雅美』と呼びかけられた女の子は加速度的に口こう角かくを上げ、形ぎよう相そうを悦よろこびで満たしていく。

　く、ミスったな。紗季の気まずそうな雰囲気から察してすぐ手を離はなすべきだったかもしれない。俺自身特別な時間が嬉うれしかったせいで、頭の回転が鈍にぶっていた。

「……お宝写真って。そんなのどうする気よ？」

「決まってるじゃない。すずらん商店街のあちこちにバラまいて、あんたとあんたの家の評判をガタ落ちにさせてやるのよ！」

「何バカなこと言ってるの！　そんなことしたらどれだけ長は谷せ川がわさんに迷めい惑わくがかかると思ってるわけ!?」

「ふん、あんたのコーチがどうなろうと知ったこっちゃないわ。それよりもっとお好み焼き屋のこと心配したら？　不ふ祥しよう事じのせいで明日あしたからきっと閑かん古こ鳥どりなんだから。あは、じゃあね」

「雅美っ！」

　紗季の叫びを無視して、Ｕターンした女の子が一目散に駆かけ出す。

「長谷川さんっ！　妙なご迷惑をかけることになって本当にごめんなさい！　とにかく、こうなったら全力であの子を止めないと！」

「あ、ああ……。よく分からないけど、とりあえず追いかけよう！」

　自分の事はさておき、店の評判がどうこうという話は看かん過か出来ない。

　なにしろ俺自身、おかしなスキャンダルのせいで高校の部活が休部になるという事件を経けい験けんしている身。撮とられた写真にどれほどの効果があるかは想像が及ばないが、とても楽らつ観かん的てきに構えてなんていられない。自分のせいで紗季や紗季の実家であるお好み焼き屋さんの『なが塚つか』に迷惑をかけてしまう可能性は、なんとしても断たねばならない。

　状況が把は握あくできず『？』マークの生産工場と化した脳内の信号をいくつか強制的にシャットアウトし、俺は紗季と並んで少女が去った方へ走り出す。

　左のわきに抱えた智とも花かへのプレゼントが不安げに揺ゆれ、自然と腕に力がこもる。くそ、週末まで変なトラブルなんて、絶対起こすわけにはいかないのに。
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「じゃあ、雅まさ美みさんは紗さ季きの幼おさな馴染なじみなんだ」

「正せい確かくにはずっと昔、幼馴染になろうとして失敗して、そのまま目の仇かたきにされてしまってる、という感じですが……」

　小規模なビルの立ち並ぶ路地を駆け抜けながら、紗季から女の子との関係を簡かん単たんに教えてもらう。

　フルネームは『藤ふじ井い雅美』さん。慧けい心しん学園初等部の五年生で、すずらん通り商店街にある寿す司し屋やの一人ひとり娘むすめなのだそうだ。つまり紗季とは昔からのご近所さんとのこと。

　そして、先ほどの短いやりとりからもおぼろげに伝わってきたように、紗季とは犬けん猿えんの仲──というより、雅美さんが一方的に紗季を敵視している模様である。

「諍いさかいの理由は？」

「タウン誌とかですずらん通りの特集が載のると、アンケートランキングで毎回ウチのお店が一位で、雅美のお寿司屋さんが二位になって、それがどうしても許せないらしいんです。『寿すし藤ふじ』──あ、雅美の家なんですけど、あそこは高級店だから、どうしてもお好み焼き屋のウチよりは票が入りにくいだけなのに」

「なるほどな……。そんな対抗心が、そのうち紗季の方に向いて来ちゃったわけか」

　説明には謙けん遜そんも含まれていたのだろうが、高級店より誰だれでも入りやすい店の方に票が集まる傾向も確たしかに想像できる。客きやつ観かん的てきには、二店てん舗ぽとも同じくらいの支持を得ているという感じだろうか。

「ウチと雅美の両親同士もすごく仲良いですし、意い固こ地じになってるのはあの子だけなんですけど、何かにつけて私のことをやりこめようとして、困ったもので。普通の友達になりたいって、ずっと思ってるんですけどね、私は……」

　駆かけ足あしを続けながら、紗季は項うな垂だれて長い息を吐はく。気配り上じよう手ずで、人の役に立つのが大好きな子だから、ずっと密ひそかな悩みの種だったのだろうな。

　なんだかますます、こじらせたままにはしておけないという気がしてくる。

「しかし、どこ行ったのかなあ。駅の方に逃げられなかったのは幸いだけど、しらみつぶしで捜すには手がかりが無さすぎるし……」

「大丈夫です、一応私に心当たりが」

「お、ほんとうか！」

「はい。雅美、昔からお気に入りのおもちゃとかを買ってもらうと、決まって公園の滑り台に昇って観かん賞しようする癖くせがあるんです。ですから、もしこの辺にも公園があれば……」

「そうなのか。さすが紗さ季き。ただ闇やみ雲くもに捜していたわけじゃなかったんだね」

「あ、や、それほどでも……」

　にしても、そのエピソードだけ聞くといかにも小学生らしくてすごくかわいい。雅まさ美みさん、負けん気が強いだけで根は良い子なんだろうな。紗季への対抗心だって、ご両親のお店を誇りに思えばこそ、という感じだし。

「おっ。有ったぞ公園。頼む、ここに居てくれ……おっ！」

「ふふ、最近はほとんど話もできてなかったけど。変わってないわね、雅美。……よかった」

　駅前からどんどん離はなれ、今まで通ったことが無い道をジグザグに進んでいるうち、左手側に小さな児童公園が見えてくる。期待を込めて塀へいの陰から中を覗のぞき込むと、

「～～～～♪」

　助かったことに雅美さんが滑り台の上でしゃがみ込み、携帯電話を天に突き出し満足げな笑えみを浮かべていた。

「よし、挟はさみ撃うちにしちゃおう。紗季ははしご側、俺おれは滑り台側で良いかな」

「はい、そうしましょう。では……っ!?」

「あ！」

　絶対に取り逃がさぬようにと打ち合わせをしてから、いざ出陣という寸前。俺たちは今さらながらに気付く。

　──結局ここまで、紗季と手を繫つなぎっぱなしで来てしまったことに。

「す、すみません長は谷せ川がわさんっ！　わ、私、雅美を追いかけるのに夢中で！」

「いやいや！　それは俺も同じだし。紗季と手を繫げて嬉うれしかったから謝あやまることなんて何も無いよ」

「な、そ、そんなっ!?　で、でも。そんな風ふうに言って頂けるなんて……私も嬉しいです」

　はにかむ紗季を見てるうち、また熱あつくなってくる頰ほお。い、いかんな。なんだか自分から手を離すタイミングを見いだせない。紗季も同じなのか、俺たちは互いに繫がったままの指先を見つめ、至近距きよ離りで身を寄せ固まってしまう。

「っと！　いかん、こうしてるうちに雅美さんが滑り台から下りたら！」

「そ、そうでしたっ！」

　が、ようやく何かに弾はじかれたみたいに動きをシンクロさせ、ほぼ同時に結束解除。紗季の柔らかな肌の感触を名残なごり惜しんでいるかのごとく火ほ照てる掌てのひらをぎゅっと握り、目下の問題に意い識しきを集中させる。

「３カウントで全速力だ。良いかい？」

「はい、いつでもどうぞっ」

「ＯＫ。……１、２、３っ！」

　合図を出し、猛もうダッシュ。まずはあえて俺おれが雅まさ美みさんに姿を見せながら先行し、滑り台の前方に迫る。

「あっ!?」

　それに気付いた雅美さんはくるりと方向転換し、背を向けはしごを下ろうとする。

「逃がさないわよ」

　しかし、既すでに真下には紗さ季きが詰め寄っている。これにて万事休す。たとえ勇気を出して飛び降りても着地の衝しよう撃げきですぐには走り出せないはずなので、包囲網もうを単身で突破する術すべはない。

「墓穴を掘ったわね。すぐ電車に乗れば良かったのに」

　冷れい徹てつに、雅美さんのミスを責める紗季。まあ恐らく、まっすぐ駅に向かった場合発車のタイミングが合わないとホームで追い付かれてしまう危険があるから、いったん姿を晦くらませることにしたのだろう。それ自体は決して間違った判断ではなかったと思うが、いかんせん相手に癖くせを見抜かれていたのがまずかった。

「ふ、ふん！　それはどうかしら？　今すぐこのデータ、自分のパソコンにメールしちゃえば良いだけだし！」

「む」

　しかし、敵（？）もさるもの。確たしかにそれをやられてしまうと身柄を押さえたところであまり意味が無くなってしまう。

　さて、どうしたものか。俺にとって雅美さんは初対面、いやそれ以下に近い相手なわけで。強引な説得は難むずかしいし、いよいよ本気で困ったぞ。

「あは、いい気味。手も足も出ないようね。ほーら紗季、無む駄だな抵抗はやめてさっさとどきなさいってば！」

　高らかに笑う雅美さん。紗季はその様よう子すを心苦しそうに瞼まぶたを細め見上げていたが、

「…………仕方ない。良いわ」

　やがて、短く溜ため息いきを漏もらしてはしごの前から身を退ひく……って、え。退いちゃうのか？

　俺も驚おどろいたし、望みが叶かなった雅美さん本人も滑り台の上で眼を丸くする。

「そ、そう。わかればいいのよ！　じゃー早速すずらん通りの飲食店の覇は権けんを頂きにいかなくちゃね！」

　しかしそれもあくまで一いつ瞬しゆんのこと。すぐに勝ち気な笑えみを取り戻した雅美さんは意気揚々とはしごを下り、紗季に嗜し虐ぎやく的てきな笑みを向けてからスキップ気味に走り出す。

「覇権、ね。それで本当に『寿すし藤ふじ』が『なが塚つか』に勝ったことになると思うのなら、好きにすれば良いわ」

　その足が、背中に浴びせられた言葉でぴたりと止まる。……なるほど。さすが、頼りになるな。慧けい心しん女バス正ポイントガードの視野の広さと冷静な判断力は、ちょっとやそっとのピンチなんかじゃ揺ゆるがない。

「どういう、意味よ？」

「私と長は谷せ川がわさんの、ス、スクープ写真がばらまかれて、もし雅まさ美みの望み通り『なが塚つか』の評判が落ちたところで、別に『寿すし藤ふじ』の評判があがる訳わけじゃないでしょ」

「……っ！」

「ねえ。それで、満足？　工作して、後ろから蹴け落おとして手に入れた一等賞しようが、そんなに嬉うれしい？　雅美は嬉しいかもしれないけど、あの真ま面じ目めな雅美のご両親が、喜ぶかしら」

「私だって嬉しくないわよ！　ていうか私のお父とうさんとお母かあさんのことわかったように言わないで！　紗さ季きのくせに！」

　激げつ高こうし、引き返して紗季ににじり寄る雅美さん。おそらく、両親の名前を出したのも作戦のうちなのだろうな。なんというか、紗季が味方で本当に良かった。

「ごめんなさい。雅美の方が、もちろん私よりご両親のこと、わかってるわよね。分かった上で、その写真を使って『なが塚』の評判を落とそうとしてるのよね」

「～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！　そ、そもそも『寿し藤』の実力は『なが塚』に負けてなんかないのよ！　ただ、ちゃんとお店の味を知りもしないやつらが、お土産みやげで買った太巻きとかいなり寿ず司しだけ食べて他ほかと比べたりなんかするから屈辱の二位を付けられてるだけでっ！」

「それは、もしかしたらそうなのかもしれないわね。でも、だったら雅美がお店のためにするべきお手て伝つだいって、『寿し藤』の全力を、もっとたくさんのお客さんに知って頂く事なんじゃないの？　写真をスクープにでっち上げたりしてないで」

　正せい論ろんに、ぐうの音ねもでないのだろう。雅美さんは唇を嚙かみ、紗季をきつく睨にらみ続ける。

「……見てなさい。『秋のすずらん祭り』、今年ことしは絶対、食品部門でウチが売り上げトップを取ってみせるんだから。お父さんを説得して、助すけ六ろく寿司以外もメニューに加えてもらってっ！」

　それからやがて携帯電話を持ち上げ、俺おれと紗季に画面を見せつけるようにしながら問題の写真を削除して、全速力で公園の外に駆かけていく。

「雅美！　私は『寿し藤』の助六、大好きよ。具ぐだくさんの太巻きも、甘くて柔らかないなり寿司も、本当に美お味いしいと思う」

「う、うるさいっ！　ぜ、絶対にあんたになんか負けないんだからね！　どっちが優ゆう秀しゆうな看板娘か、今年こそ思い知らせてやるんだからっ！」

　紗季の叫び声にたたらを踏むように立ち止まったのはほんの一秒かそこらだけ。あとはもうこちらを振り返ることもなく、雅美さんの後ろ姿は出入り口の門から消えてしまった。

「や、看板娘って……。よくもまあ臆おく面めんもなく自分で言えるわね。ふふ、ある意味尊敬するわ」

「紗季。…………ありがとう、助かったよ。さすがだね」

「実のところ、私も内心ではうまくいくかドキドキでした」

　二人ふたりきりになった公園で、大きく息をつきながら顔を見合わせる俺たち。

「でも、本当に良かったです。色んな人に迷めい惑わくをかけていたかもしれませんからね。長は谷せ川がわさんはもちろん、部のみんなにも、お父とうさんとお母かあさんにも……雅まさ美みの家にも」

　雅美さんの家族まで心配できるところに、紗さ季きの思いやりの深さが如によ実じつに表れている気がした。十二歳で、意地悪をされた相手のことを想おもえるなんて、たぶん俺おれが感じている以上にすごいことなのではないか。

「紗季は、優やさしいな」

　思わず、三みつ編あみの上に手を添そえゆっくり撫なでてしまうと、紗季はこそばゆそうに頰ほおを染めて、左右に二回首を振った。

「私が幼稚園に入ったばかりの頃ころ、雅美のお母さんにお願ねがいをされたんです。『雅美のお姉ねえちゃんになって、いっぱい面めん倒どう見てくれたら嬉うれしいわ』って。でも……いつもあんな感じで、ぜんぜん上う手まくいかなくて。いつかちゃんと仲直りして、私のことを友達って呼んで貰もらえるようになったらなって思うんですけどね、ふふ」

「……そうだったのか。うん、紗季なら大丈夫さ」

　もしかしたらだけど。紗季の面倒見の良さって、雅美さんのお姉さんになろうとして培つちかわれたものなのかな。だとしたら俺も、その願いが叶かなう日を、祈らずにはいられなかった。

「長谷川さんにそう言って頂けるだけで、嬉しいです。……あっ、ごめんなさい！　だいぶ時間が経たってしまいましたね。すぐに戻らないと」

「そうだな、そろそろ行こう」

「同好会の皆さんにも迷惑かけてしまいました……」

「平気だって。葵あおいも今日きようは大目に見てくれると思うから、そんなに申もうし訳わけなさそうな顔しないでくれ」

　公園の時計とけいに眼めを馳はせれば時刻は五時を既すでに過ぎ、辺あたりにうっすらと夕暮れの気配けはいが近付いていた。

「付き合ってくれてありがとうな、紗季。おかげで自信を持って、智とも花かのプレゼントを選えらぶことができたよ」

「でしたら、良かったです。トモも絶対、喜ぶと思います」

　ゆっくり歩きながら、微笑ほほえみ合う俺と紗季。さすがにもう手を繫つなぐ勇気はなかったが、今日一日でさらに深まった絆きずなを示すかのように、腕と腕が触れ合いそうなほどの近さで身を寄せ、横並びで長く伸びる影かげを追う。

「あとは誕たん生じよう会かいまで何の事件も起きないことを願うばかりだなー」

「ふふ、ですね」

　空を見上げ冗じよう談だんめかして呟つぶやくと、眉まゆ尻じりを下げて紗季も笑ってくれた。

　む。言った後で気付いたが、漫まん画がとかの場合こんな台詞せりふは現実にさらなる災さい難なんが起こるサインだよな。って、いやいや。それは考えすぎか。

「………………それにしても」

　下らないことを思ってしまった俺おれの心に呼応するが如ごとく、表情を硬くして顎あご先さきに指を乗せる紗さ季き。急にどうしたんだろう。

「何か、気になることが？」

「あ、いえ。全然大したことではないのですけど。……雅まさ美み、何しにスポーツ用品店なんかに来たのかしら」

「部活とかには入ってないの？」

「はい。家の手て伝つだいが趣しゆ味みという子で、勉強もまじめなので。運動神経はすごく良いみたいですけど。手先も器用ですし」

　ふむ、つまりバスケ部に入る前の紗季と良く似ているのか。もしかして、そんなタイプに育ったのも対抗心からだったりして。普通にあり得る話だな。

「だとすれば、わざわざ駅前のスポーツ用品店まで足を伸ばした理由は確たしかによく分からないよな」

　それが無ければ俺たちもこんな奔ほん走そうすることはなかったわけで、多少気になる話ではある。

「……そういえば。俺も雅美さんの話で、一度『ん？』って思ったところがあったような」

「えっ。あの子、何か他ほかにも長は谷せ川がわさんに失礼なことを？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど」

　ええと、何だったかな。確かミウラスポーツの中での会話だったと思うんだけど。

　……ダメだ。焦しよう燥そう感かんに支配されていたせいか、考えても思い出せない。

「ま、いいや。無事危き機きは回かい避ひできたわけだし」

「長谷川さんがよろしければ、私は良いのですけど……。スポーツ店に何しに来てたのかは、今度雅美に会った時訊きいてみることにします。……絶対に煩わずらわしがられるでしょうけど」

「あはは、頑がん張ばってな。なにか、力になれそうなことがあれば遠えん慮りよなく言って」

「はいっ！　ありがとうございます。自分でも、諦あきらめずに根気よくいろいろ試してみようと思いますので」

「紗季なら、きっと良い関係になれるよ。あ、ところで『秋のすずらん祭』って」

「ウチの商店街で、感かん謝しやを込めてたくさん出店をだすんです。空あき地ちを使った簡かん単たんなイベントは季節ごとに何回もあるんですけど、秋のお祭りは一年でいちばん大きくて、アーケード全部が屋台みたいになるんですよ」

「おお。そりゃ楽しそうだ」

「ふふ、ご予定があえば是ぜ非ひいらして下さい」

「そうしたいな。紗季おすすめの助すけ六ろく寿ず司しも食べてみたいし」

「本当に、美お味いしいんですよ。見た目は素そ朴ぼくかもしれないけど、味は最高です。……でも！　一番のおすすめはお好み焼きですからね～！」

「もちろんもちろん！　まずお好み焼きをおなかに入るだけ堪たん能のうして、その隙すき間まに助すけ六ろくを詰め込む方針でいかせて頂きます。……それじゃ、また明日あしたね」

「はいっ。今日きようは、雅まさ美みがご迷めい惑わくをかけてしまってすみませんでした」

「ううん。何より、紗さ季きが協力してくれて嬉うれしかった。本当にありがとう」

　取とり留とめもなく談だん笑しようしながら駅まで戻り、改札前で教え子を送る。予想外の展開が待ち構えてはいたけれど、智とも花かへの贈おくり物も決まり、紗季との距きよ離りもまた縮ちぢまった気がして、すごく幸せな時間だった。

「しかし、やけに色んな出会いが重なるな～」

　紗季がホームの中に消えるまで手を振ってからオールグリーンに向けて歩き出しつつ、しみじみ声を漏もらしてしまった。

　今年ことしの夏休みは激げき動どうに次ぐ激動だった──なんて感想を抱いていたが、どうやら吞のん気きに思い出として語るにはまだまだ早すぎるようだ。

　九月もまた、なかなかどうしてドラマティック続きである。
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「うーん、もう一息で晴れそうなんだけどな」

　起き抜けにカーテンを開き、土ど曜よう日びの曇どん天てんに向けてはがゆさを呟つぶやく。

　紗さ季きと二人ふたりで智とも花かの誕たん生じよう日びプレゼントを選えらびに行ってから数日、また何かトラブルに巻き込まれはしないかと微妙な警けい戒かい心しんを抱いていたが、結局練習も日常生活も滞とどこおりなく過ぎてくれた。あとはこの、途と切ぎれそうで途切れない雨の気配けはいが消え去れば完かん璧ぺきなのだが。

「とりあえず、バスケするか。この程度の小ぶりならシャワー浴びれば濡ぬれても平気そうだし」

　今日きようはおもてなしの準備があるため、智花は朝練欠席。とはいえ自分までサボるわけにはいかないので、ベッドの上でストレッチしてから着替えて階下へ。

「おう昴すばる、今日は智花ちゃん来ないの？」

「言ってなかったっけ、本日は誕生会の準備でお休み」

「誕生会って智花ちゃんのか？　聞いてないっての、教えとけよーそういう大事なことはー」

　洗面所で出くわした親父おやじが歯ブラシをくわえたままもごもご質問してきたので簡かん潔けつに答えると、心しん底そこ残念そうに肩を落としてしまった。……知ってたら参加するつもりだったのだろうか。いや、いくらなんでもそこまで剛ごう胆たんではあるまい。たぶん、練習を見られないことにがっかりしているのだろう。親父もまた、智花のバスケにすっかり魅み了りようされたみたいだし。

「というわけで今日は二人きりなんだけど。……ヒマなら勝負しようぜ」

「お、いいねぇ。お前も大たい概がい負けず嫌いだよな。さすが俺おれの息子むすこ」

　とにかく、ここで逢あったが百年目（いや頻ひん繁ぱんに会えるけど）。もはや何度目か数えるのも嫌いやになってきたリベンジマッチを申し出ると、親父は愉ゆ快かいそうに拳こぶしを握る。くそう、今日こそオトナゲなく身体からだにモノを言わせたパワープレー攻略の糸口を摑つかんでやる。

「あ、でも待てよ。……すまん昴。ちょっと用事を思いついたから俺出かけてくるわ」

「用事？　なんだよ逃げるのか？」

「わはは、心配しなくてもちゃんとあとでいくらでも相手してやるって。だから今け朝さはとりあえずしっかり対策練ねってろ」

　訝いぶかしんで思わず口を滑らせた俺の頭に、親父はぽんと手を置き豪ごう快かいに笑う。うう、しまった。連戦連敗の相手に『逃げるのか』なんて、なんという恥はじ知らず……。

「どこ行く気なんだ？」

「んー？　ちょっとお花を摘つみに？」

「……アホか」

　歯は磨みがきを終え洗面所を出て行こうとする親父に尋たずねてみるも、さらっとはぐらかされてしまった。なんだか気になるけど、詮せん索さくばかりしていても時間が勿もつ体たいないな。とりあえずは忘れて、練習に集中するか。

「１４９…………１５０っ！」

　というわけで外に出て、ロードワーク、ボールハンドリング、二百本シュートと個人で出来る練習を順じゆん繰ぐりにこなしていく。霧きり雨さめは、汗が噴ふき出る身体からだにむしろ心地ここち良いくらいだった。

「ん？」

　そして最後のメニューも終しゆう盤ばんに入ったころ、遠くからフェードインしてきた自動車の排気音が我わが家の駐ちゆう車しやスペースで停止した。もう親父おやじが帰ってきたのかと思いきや、振り返ってみると車種が全然違う。ウチに常じよう備びされてるのはどこにでもある日本車で、あんな立派なドイツ製じゃない。

「あれ。そういえばつい最近、同じ車を見たような」

　そこそこ珍しい型なのに、やけに鮮せん明めいな記き憶おく。一体誰だれが乗っていたんだっけ。

「……ま、いいや。とりあえず集中だ」

　どうやら来客は面めん識しきのある人物のようだが、すぐに確たしかめなくてもどのみち後で分かるだろうし、まずは残りわずかとなった練習メニューを完かん遂すいしてしまおう。

「ふぅ。今日きようもいい汗をかいた」

　決意に従いあと五十本シュートを成功させるまでリングと向き合ってから、達成感と共に屋内へ戻る。その後もルーチンワーク通りシャワーを浴びて、ボールを置きに自室に帰り──

「おかしいわね。ベッドの下にも、引き出しの奥もハズレだなんて」

「なー許してやれって……。どーせ昴すばるのことだ。見つかったらそうとうヤクいブツを貯ちよ蔵ぞうしてるんだろーし、見なかった方が幸せだったってことにもなりかねん」

「だからこそ探すんじゃない！　私の幼よう気きアンテナが、ここにはジュエルの気配けはいがある、看かん過かしては一生後悔するとびくんびくん震ふるえてるの！」

　真剣極きわまりない表情で何かを探索する私立小学校勤きん務むの養よう護ご教きよう諭ゆと、それを窘たしなめる叔お母ばの姿を発見した。

　うん、何が一番驚おどろいたってミホ姉ねえが本気で俺おれの心配してるっぽいところだよね。なるほど。一番ガサ入れとか好みそうなヤツが今までノータッチを貫いてくれていたのってそういう心こころ積づもりからなのか。……逆に腹立つわ！

「何してるんですか、羽は多た野の先生」

「あら、おはよう昴くん」

　眉み間けんを押さえながら二人ふたりの背後に近付き溜ため息いき混まじりで尋たずねると、その方はさして驚いた様よう子すもなく流りゆう麗れいに振り返って、涼やかな笑えみと共に会え釈しやくをなさった。

　そうだった、あの車は慧けい心しん学園の養護教諭、羽多野冬とう子こ先生のものだった。レイヤードのショートヘアと縁ふちなし眼鏡めがねに飾られた知的な面おも持もちで擬ぎ態たいしているが、その中身はとても残念な意味での子ども好きという困った人物である。

「にゃはは、間に合って良かったな昴。もう少しで私も甥おいをどうやって社会復帰させるか深い葛かつ藤とうに苛さいなまれるところだった」

「その妙に慈いつくしみの籠こもった瞳ひとみをやめろ。玉ぎよく砕さい覚悟で宣戦布告したくなるから」

　あまりにも爽さわやかな挨あい拶さつのせいで次なる反応に迷う俺おれの肩にぽんと手を置き、しみじみ呟つぶやきやがったミホ姉ねえを半笑いで睨にらみ付ける。ああもう、ツッコめばツッコむほど手玉に取られそうだ。ここは涙を飲んで横おう暴ぼうに眼めを瞑つむり、話の方向をもっと核心に近づけるべきか。いい加減腹減ったし。

「それで、昴すばるくんの力の源はどこに隠かくしているのかしら？　くす、真ま帆ほちゃんたちから聞いたわよ。夏休みに、この部へ屋やからお宝の匂においを感じ取ったって」

「そ、それは誤解です。変な情報に惑まどわされてわざわざガサ入れになんて来ないで下さい」

　なるべく平坦な声で否定して、咳せき払ばらいをひとつ。実際、俺は羽は多た野の先生が好みそうな本や映像メディアなんてひとつも所持してないのである。本やメディアは、ひとつも！

「あ、思い出したわ。真帆ちゃん曰いわく、どうも卒業証書の額がく縁ぶちの裏が……」

「いいだろ、許してやれって。私からの一生のお願ねがいだ」

　わぁい、ミホ姉が本気でやさしい……。その原動力が何か分かってなかったら今ごろ涙で前が見えなくなっていたかもしれない。

　あと、一度疑われた場所に秘密を隠かくし続けておくほど俺は迂う闊かつではない。いやもし本当に何か秘密があると仮定すればの話であるが……！

「くす。惜しいけど、美み星ほしちゃんにそこまで言われたら諦あきらめざるを得ないわね。昴くんにも、なるべくたくさん時間が必要でしょうし」

「……時間？」

「ええと、実はね。今日きようは私たち、宝探しの他ほかにもう一つ用事があるのよ。昴くんに、お願いしたいことがあって」

　ほほう、お願いとな。

　なんだか分からないけどもう既すでに断って然しかるべき理由があるような気がする。

「おっと、最後まで聞かないで返事しようとなんか思うなよ。お前にとっても絶対大事な話なんだから」

「じゃあ無断で部へ屋やに入ったりするなよ……。で、なんだ大事な話って」

「くす。あのね」

　そこで改まったように、羽多野先生はこほんと咳払いをして、

「昴くんに、『二つ名』を考えて欲しいのよ。……智とも花かちゃんの」

　落ち着いた声を響ひびかせながら、俺の目をまっすぐに見つめた。

「二つ名？　智花の……？」

　二つ名ってひなたちゃんの『無垢なる魔性イノセント・チヤーム』とか、みんなに教えてもらった異い名みようのことだろうか。

「無垢なる魔性イノセント・チヤーム、氷アのイ絶ス対・女エ王イ政ジ、七色彩雷プリズマテイツク・バド、打ち上げ花火フアイヤー・ワークス……。あれって、基本的には去年私が付けさせてもらったものなの」

「え、そうだったんですか!?」

「くす、中には違うのもあるのだけれどね。はじまりは、元気いっぱいな真ま帆ほちゃんに何気なく命名してあげたことなの。真帆ちゃん、ゲーム好きだしそういうの楽しんでくれるかなと思って。そうしたら私が思った以上に気に入ってくれて、お友達に自じ慢まんして、じゃあ私にもって言ってくれる子がいっぱい保健室に来て……ああ、あの時は、ハーレムってこういうことなのねって思ったわ」

　最後の感想はともかく……。そうか、そうだったのか。小学生が考えたとはとても思えない、やけに難むずかしい漢字と英単語の組み合わせだなあと不ふ思し議ぎに感じていたから、ようやく合が点てんがいった。

「ちなみに真帆のが一番シンプルなのは命名第一号だからってわけ。だんだんネタに詰まってきたのか後に行けば行くほどどんどん大おお仰ぎようになってるんだよなあ。特に男子のとかひどいぞ」

　しきりに頷うなずく俺おれに、ミホ姉ねえがもう一つ補足をしてくれる。なるほど、愛あい莉りとかに比べて真帆のだけが分かりやすい響ひびきなのはそんなからくりか。納なつ得とく。

「でも派は手でな方が子どもたちにはウケが良いのよ。『もっと漢字いっぱいでかっこよくして！』ってリテイクもらうことだって少なくないんだから。幸い真帆ちゃんはすごく気に入ってくれてるみたいだけど」

　ふむ、それもわかる気がする。自分も技名を叫んでいるうちにボールを取られちゃいそうな必殺シュートとか、大好きだったし。

「……でね、ここからが本題。そんな感じで、今の六年生には、希望者全員に二つ名を付けさせてもらったんだけど、転入生の智とも花かちゃんにはまだなのよ」

「あ、そうか。智花、五年の二学期から転入してきたんですもんね」

「そうなの。命名ブームは一学期だったから、タイミングが合わなくて。でもバスケ部のみんなは全員二つ名があるし、今年度に入ってから智花ちゃんにも付けてあげてって他ほかの子からリクエスト受けていて、ずっと考えていたのだけど……」

　言葉を探すようにゆっくり二度まばたきし、少し瞳ひとみを細める先生。

「ふと、思ったのよ。智花ちゃんの二つ名なら、昴すばるくんが付けてあげるのが一番良いんじゃないかしらって」

「え……」

「智花ちゃんといえば、やっぱり一番はバスケットボールでしょう？　だから私もバスケに絡めて良さそうなのを探してみたのだけど、なにぶん詳しくないから難しくて。なら、下へ手たな考えでこじつけるより、智花ちゃんのことをいつも近くで見守っていて、バスケにも詳しい昴くんに頼らせてもらった方が、智花ちゃんに喜んで貰もらえる贈おくり物ものになるかもって思ったの」

「智花と昴は、お互い恩人同士だしな。昨日きのうこいつに相そう談だんされて、ダメ教師にしては良いアイデア出したなと思ったから今日きよう私がここに案内したってわけ。……まー真の目的はガサ入れの方だったよーな気がしないでもないけど」

　ダメ教師とかミホ姉ねえが言うか……なんて釈しやく然ぜんとしない想おもいが頭をよぎったが、今はそれどころじゃなくてすぐに忘れる。

　普段ふだんならば、自信がないとすぐに首を振っていたかもしれない。でも『智とも花かへの贈おくり物』というキーワードが、俺おれを激はげしく迷わせる。

　おこがましい想いかもしれないが、もしそれが智花を喜ばせることに繫つながるなら、できれば何かしてあげたいと、そう考えてしまうのだった。

　とはいえ、命名か。果たして俺に、そんなスキルが備そなわっているのか。甚はなはだ疑問だよなあ。

「くす、ごめんなさいね。大事なパーティの前に悩ませるような話を持ってきちゃって。実は私も、智花ちゃんへのささやかなバースデープレゼントになればと思って、昨日きのうまで答えを探していて、昴すばるくんにお願ねがいするという発想がなかなか出て来なかったのよ」

「ああ、確たしかに贈るなら、今日が一番良いですよね。……ううむ」

　智花が実際に生を受けた瞬しゆん間かんそのものは昨日きのう──九月九日で、俺も部活の際にもうお祝いの言葉は伝えているが、相そう談だんの結果プレゼントを渡すのはパーティのある本日にしよう、ということになっていた。だからたくさんの贈り物と一いつ緒しよに、智花のイメージにぴったり重なる名を添そえてあげられれば、それはとても素敵すてきなことだ。

「にゃはは。ま、急になっちゃったからな。もし思いつけば、で良いよ。ダメだったら近いうち、また私たちで相談して決めよう」

　うんうん唸うなり始めてしまっていた俺に八や重え歯ばを見せ、腰まで伸びたロングヘアを翻ひるがえしてミホ姉が部へ屋やを出て行こうとする。ほどなく羽は多た野の先生も、にこりと上品な会釈を残してその後に続く。

「あれ。先生たちは智花の誕たん生じよう日びパーティ、行かないんですか？」

「くす。お邪じや魔ましたいのはやまやまだけど、特定の子の祝いの席にだけ顔を出すわけにはいかないでしょう？」

「そゆこと。真ま帆ほと紗さ季きの時にも誘さそわれてたんだけどな。泣く泣く断ったよ」

　ミホ姉なのになんて殊勝な、という気もしたが、確かに言われてみれば教師として当然せざるを得ない配はい慮りよかもしれない。

「それじゃあね、昴くん。重ね重ね、急でごめんなさい。話を持ってきた私が言うのもなんだけど、本当に無理して焦あせらなくても良いからね」

「あ……その。さよなら、です」

　結局『はい』とも『いいえ』とも返事できぬまま、俺は一人ひとり部屋に取り残される。

「さて、どうしたものかな」

　センスのない命名で傷つけてしまうのは、怖い。なによりきっと、智花なら気を遣つかって、内心嫌いやでも素敵すてきだと言ってくれそうだから、余計プレッシャーだ。

　それでも自分自身で智とも花かのことを、見合うだけの響ひびきで飾ってあげたい。

　なんて願がん望ぼうも、間違いなく俺おれの中には存在するのだった。





＊






　うわの空そらで食事を済ませ、部へ屋やに戻ってもなおぼんやりと構想にふけっているうち、気付けばパーティまでの時間が刻々と迫っていた。唸うなってられるのも、あと三十分が良いところか。

「しかしこれは、印象以上に難むずかしい……」

　たとえば智花のイメージからぱっと浮かぶ言葉──プリティとかキュートとかを使おうとしても、あまり智花ならではというフレーズにはならないし、なんか普通すぎる。

　とはいえあまりにもキザだったり、大おお袈げ裟さすぎるのもなあ。考えた俺自身が恥はずかしく感じるような名は、智花にとって恐らくその数倍のいたたまれなさだろう。善意のはずが嫌がらせになるのなら、やらない方がマシだ。

　凡ぼん庸ようではなく、気どりすぎない、針はりの穴を通すようなコントロール。この俺が、そんな領域にたどり着けるのだろうか。

　やはり少しばかり、荷が重い──。

「いや、ダメだ。アイデアが出る出ないは別にしても、最後までちゃんと考え抜こう」

　わざと声に出し、寄りかかっていた学習椅い子すから立ち上がる。他ほかならぬ、智花のことなのだ。唯ゆい一いつ無む二にの、大事な存在のために何かできることがあるのなら、俺はそれを絶対に途と中ちゆうで諦あきらめたくはない。

「そうだ、辞書とか眺めてれば、偶然出てくるかも」

　思い立って、英和辞典と和英辞典を本ほん棚だなから引っこ抜く。それと、日本語のフレーズも併あわせて考えなきゃいけないから国語辞典に、買ったは良いが今までほとんど使った記き憶おくのない慣かん用よう句く辞典も一応……。

「あ」

　四冊目の厚い本を抜き取ったとき、意外な再会を果たしてしまった。

　慣用句辞典と植物図ず鑑かんの間に、ＣＤが一枚挟はさまっていたのだ。

「おー、懐なつかしい。なくしたと思ったらこんな所にあったのか」

　それはいつぞやの世界的なスポーツ大会でＴＶ放送のテーマソングに使われていた、スローで力強い曲が収しゆう録ろくされているシングル盤ばんだった。基本的にアルバムしか買わない俺だけど、この曲だけは画面越しに何度も聴きいているうち耳に残って、我が慢まんできずお小こ遣づかいを切きり崩くずしてしまったのだ。

　データはｉＰｏｄに入れてあるから今でもちょくちょく愛あい聴ちようしているが、オリジナルのディスクを見たのは久しぶりだ。なんだってこんな所に押し込んじゃってたんだろうな。

「……………………」

　何気なく手に取り、辞じ書しよを机に置いてケースを開き、歌詞カードに目を落とす。

　そこに記されていたのは、照れくさくなるほどまっすぐな、信念のエール。

　たとえば自分が誰だれかに同じような想おもいを抱いたとして、とてもじゃないけどはぐらかさずに伝えられるような気がしない、熱ねつ量りようの籠こもった言葉の数々。

「そっか。……でも、だからこそ。こんなにも届くのか」

　大切な人に大切だと、飾らぬ想いを伝えるのはとても難むずかしい。恥はじらいが、分かりにくい単語を選えらばせ、本心をカモフラージュしてしまうから。

　でも、だからこそ。

　自分の本当の気持ちを届けたいと思っているなら、どんなに照れくさくても、ひたすらまっすぐに、胸の内に宿る感情を全部吐はき出すべきなのかもしれない。言葉の美しさではなく、そうやって素直になるための勇気を振ふり絞しぼる行為こそが、大切な人に大切だと伝えることの、意味そのものなのかも。

「だとすれば、俺おれが智とも花かに贈おくる名前は」

　たとえ、口にした瞬しゆん間かん身体からだ中じゆうの血が沸ふつ騰とうしてしまうような響ひびきでも良い。

　智花に、大切だと伝えるためなら。気恥ずかしさなんていくらでも乗り越えられるから。

　もしかしたら、居い心地ごこちの悪い気分を味わわせてしまうかもしれない。

　それでも、そんな怖さすら飲み込んで。一番美しいと、俺が一番智花に似合うと思う言葉を、全力で探してみるべきだ。

　軽く唇を結び、窓辺に近付く。

「……あ。雨、止やんでる」

　気付かぬ間に、雲の切れ間から光が差し込んで、濡ぬれた街を金きん色いろに照らしていた。

　それはまるで、智花を祝福するために神かみ様さまがくれた景色けしきのようで。

　出会った頃ころの智花は、土ど砂しや降ぶりの中で雨宿りできる屋根をようやく見つけて、でも、再びそこからまた追い出されようとしていた。

　けれども今は、抜けるような青空の下。大切な友達と、仲間と。互いが互いに光となって、毎日輝かがやきに照らされて笑っている。

「…………うん」

　空と、太陽と、青々と茂る草花をぼんやり見つめているうち、驚おどろくほどすんなりと、英語と日本語ひとつなぎのフレーズが、胸の中心にふわりと降りてきた。

　きっとこれが俺の、智花へのまっすぐな言葉なのだろう。





＊






「やっぱりまだ結構緊きん張ちようしちゃうな……」

　おろしたてのシャドー調ちようチェックパンツに白いシャツを合わせ、自分の持ってる服の中では一番正装に近いつもりの出いで立たちで仁に科しな駅えきに降り、川沿いを歩いて湊みなと家けの門前で一度深呼吸。

　規模だけなら真ま帆ほの家の方がずっと大きいのだが、ここは茶さ道どうと日に本ほん舞ぶ踊ようの教室も兼ねている純和わ風ふう建けん築ちくということもあり、そこはかとない荘そう厳ごんさに包まれている。

　一度敷しき居いを跨またいだくらいでは、とてもじゃないが身構えずにはいられないのであった。

　ただまあ、智とも花かだって未いまだ俺おれの部へ屋やに入るときは少し緊張してるみたいだしな。どれだけ強い絆きずなを感じていようと、人の家にお邪じや魔ますれば誰だれでも硬くなってしまうのかもしれない。

　いや、でも葵あおいの家とかは楽に入れるし、一いち概がいにそうとも言えないか……。

「と、そんなことを考えてる場合じゃない」

　どうでも良い思案を打ち切り、白しら木きの門に接近。扉は開いていたが、一応インターフォンを押して反応を待つことに。

『はーい』

「こ、こんにちは。長は谷せ川がわ昴すばるです。この度たびは智花さんのお誕たん生じよう会かいにご招待下さり──」

『昴さん。うふっ、お待ちしておりました。どうぞお入りになって下さい』

「あ、はいっ！」

　聞こえてきた声は智花のお母かあさん──湊花か織おりさんのものだった。少し早口で名乗ると、花織さんは明るい口調で中へ入ることを許可してくれる。

　ふぅ、これである程度落ち着いた……かな？

　幾いく分ぶん余裕を感じ、美しく整ととのえられた庭を眺めながら玄関までの石いし畳だたみを歩く。手入れが大変そうだけど、まさに心が洗われる、といった風景だ。こんな素す晴ばらしい環かん境きようで育ったからこそ、智花も澄すみ渡った清流のような可か憐れんさを手に入れることが出来たのだろうか。

「ええと、お邪魔しま……………………あ」

　玄関まで進むと引き戸が開いていたので、そのまま中へ。

　直後、俺は思わず目を奪うばわれて、茫ぼう然ぜんと全すべての動作を忘れてしまった。

「い、いらっしゃいませですっ。どうぞおあがりになって下さい、昴さん……」

　腰の前で行ぎよう儀ぎ良く手を組み、俺を迎えてくれたのは、今日きようの主役である智花本人。

　その出で立ちは、異国のお姫ひめ様さまと見み紛まがわんばかりの、美しい飾り布で彩いろどられた、純白のドレス姿だった。胸元にはリボンがあしらわれ、ティアードのスカートが足もとまで包み込む、煌きらびやかなのに少しもいやらしさのない、素人しろうと目めにもほれぼれするような芸術作品。

「智花…………すごく、綺き麗れいだ」

「ふぇ!?　そ、そそっ、そんな……は、はぅ」

　無む意い識しきのうちに漏もれた言葉で、智とも花かは眼めを泳がせて取り乱す。率直すぎてデリカシーに欠かけたかと少し申もうし訳わけない気分になったが、でも。この時ばかりは許して欲しい。

　こんなにも魅み力りよく的てきな姿を前にしたら、他ほかの言葉なんて出てくるはずもないのだから。

「くふふ、やった！　ほらほら、絶対すばるんも気に入ってくれるって言ったじゃん！」

「ふふ。ま、今回ばかりは真ま帆ほのファインプレーを褒ほめざるを得ないわね。とはいっても感かん謝しやしなければならないのは真帆のお父とうさんにだけど」

　上うわの空そらのまま、恥はずかしがる智花を棒立ちで見つめ続けてしまっていると、後ろからさらに五人の子どもたちが近付いて来た。みんな白地に──真帆がエメラルドグリーン、紗さ季きが薄うす 紫むらさき、愛あい莉りがピンク、ひなたちゃんが水みず色いろを差し色に使ったドレスに身を包んでいる。さらにもう一人ひとり、少し恥ずかしそうにひなたちゃんに寄より添そっているのは実の妹である袴はかま田だかげつちゃんだ。ドレスの色使いはお姉ねえさんと同じで、胸元のリボンの形だけが少し違う。

　智花のものに比べると、どの服もシンプルなデザインだが（おそらく意図的に）、それでも息を吞のむほどの優ゆう美びさだった。

「えへへ、真帆ちゃんのお父さんが、ドレスを貸してくれたんです。わたしたちまで可愛かわいい服を着させてもらえて、すごくうれしくて」

「おー。ひなも、うれしい。おにーちゃん、見て見て。ひな、かげとおそろい」

「お久しぶりです長は谷せ川がわコーチっ。なんだか私にはもったいない服ですが、で、でも。姉ねえ様さまと、おそろい。……幸せな気分です」

　智花を後ろから囲むようにして、笑え顔がおを溢あふれさせる子どもたち。それから示し合って口を閉じ、本日の主役に言葉を委ゆだねる。

「きょ、今日きようは。私の誕たん生じよう会かいにおいで下さり、誠まことにありがとうございますっ」

『ありがとうございます！』

　まず、智花が挨あい拶さつをしてくれながらスカートの両端をもち、ちょこんと腰を沈めてお辞じ儀ぎ。続けざまに他ほかの子たちもそれに倣ならって、映画や舞ぶ台たいでしか見た事が無かった上品な挨拶を披ひ露ろうしてくれる。

　うわぁ、可愛い……。これは心しん底そこ見み惚とれざるを得ない。

「どうどうすばるんっ!?　すごいでしょこのドレス！　おとーさんが作ってくれたの！」

「こーら真帆、トモの前に立たないの。主役が誰だれなのか忘れちゃダメ」

　感動を上う手まく言葉に出来ずにいると、真帆が二つ結びの髪とフリルスカートをふわりと広げて上あがり框かまちの上から俺おれの手を握る。そこに呆あきれ笑いで紗季も近づき、やんわりと自じ重ちようを促うながした。

「あはは、そーだった。ほらすばるん、もっかんにもっとしっかり感想伝えなきゃ！　かわいいでしょ、お姫ひめ様みたいでしょ？」

「そ、そんな……中身がぜんぜんお洋服に見合ってないから……」

　全く反発せず、二つ返事でぴょんと道を空あける真ま帆ほ。自然と俺おれの視界は煌きらびやかな純白のドレスでいっぱいになり、そのせいで恥はずかしく思わせてしまったのか、智とも花かはさらに顔を赤くして金きん色いろのアクセサリで彩いろどられた髪を揺ゆらす。

　……うん。もしかしたら、俺が何か言うことでさらに落ち着かない気分にさせてしまうかもしれない。だとしても、黙だまり込んで『やっぱり似合ってないんじゃ』なんてあらぬ不安を抱かせるよりは、しっかり素直な感想を伝えた方が良いよな。

「うん、本当にお姫ひめ様さまみたいで……それに、お嫁よめさんみたいだよ、智花」

　決意に従い、溢あふれる想おもいをストレートな言葉で告つげる。

『……………………』

　──すると、まるで時間が止まったみたいに玄関がしいんと静まりかえった。

「～～～～～～～～～～～～～っ!?　お、おおおおよ、およよっ!?」

「ご、ごめんトモ！　私としたことが、録ろく音おんの準備をし忘れちゃって……！　ああもう、なんてもったいないことを！　委員長として恥ずかしい！」

　後れて弾はじける黄き色いろい声。取り乱して両りよう頰ほおを抱える智花に、本気で申もうし訳わけなさそうに何度も頭を下げる紗さ季き。真帆も愛あい莉りもひなたちゃんも『ずるい』『今日きようは智花ちゃんが主役だから仕方ない』『おー、お幸せにー』とか想定外の単語を口々に漏もらし続けている。

　も、もしかして今の、あんまり軽い気持ちで言っちゃダメだったのか。ただその綺き麗れいな服が、ウェディングドレスにも見えたという、ただそれだけのことだったんだけど。

「う……」

　しまった。冷静に思い起こしてみると、確たしかに結構照れくさいかも……。いや本心から出た言葉だから言い直そうという気はないけど、智花にはちょっとすまなかったかな。

「あ、あーいや何というか、言葉足らずでごめん！　ただ俺は、智花にその服が良く似合っていて、とってもかわいいって伝えたかっただけなんだ！　そ、それじゃあお邪じや魔まするね！」

「は、はわ…………ふぁう……」

　可か及きゆう的てき速すみやかにこの甘あま酸ずっぱい空気を払ふつ拭しよくすべく、俺は遅ればせながら廊下に上がらせてもらって智花の肩に両手を置き、くるりと一回転させて移動を願ねがう。今の発言がなんの弁解にもなってないという自覚はちゃんとあったが、幸いと言うべきか真帆たちは全員にやにやと微笑ほほえんで俺と智花の前に立ち、『こっちこっち』と案内を開始してくれた。

　こ、これでなんとか、はずかし空間から脱却させてやれたか。

「…………………………え、えへへ」

　ようやく戸と惑まどい顔を少しずつ照れ笑いに変化させてくれる様よう子すをうなじ越しに眺めながら、自分も内心でほっと一息。

　それにしても、本当にドレス姿が良く似合ってるな。ちらりと覗のぞく背中の肌はだ色いろと服の白が紡つむぐ神こう々ごうしいグラデーションについつい瞳ひとみを奪うばわれつつ、板張りの廊下を進む。

「……………………いらっしゃい、昴すばるくん」

「──っ!?　お、お邪じや魔ましておりますですっ！」

　角を曲がった瞬しゆん間かん、智とも花かのお父とう様さまであらせられるところの湊みなと忍しのぶさんとばったり対面。驚おどろきのあまり、誇張ではなく１ｍほどステップバックしてしまった。

「娘と、相変わらず仲良くしてくれているようで嬉うれしいよ」

「ええ、と、智花さんとは、とても良い関係を……」

　なんだろう、この異様な迫力。何か責められている訳わけでもないのに、口から『ごめんなさい』という声が漏もれ出そうになる。そしてもし、そんなことを言ってしまったら後うしろ暗ぐらいところがあるのかと勘違いされて大変なことになる。

「夏休みの終わりには、智花が泊まりに行って申し訳なかったね。……良い子にしてたかい？」

　ええと、それは智花がでしょうか。それとも……俺おれが？

「は、はいっ！　それはもう濁にごり無く清せい廉れん潔けつ白ぱくに、良い子でございました！」

　く、落ち着け。実際問題、やましいことなど何も無いのだ。ちょっとしたアクシデントはあったが、それはあくまで事故。変に気にしたりしたら、余計あらぬ誤解を与えてしまうだけ。

「あ、あの……お父、さん？」

　強烈なプレッシャーを察知したのか、智花がおろおろと視し線せんを動かし、言葉を失っている。だ、大丈夫。これくらいの試練、俺が自力で乗り越えるから。ちゃんと智花と並び立つのにふさわしい男であることを、証明してみせるから……！

「うふふ、あなた。何をなさっているのです？」

「……っ。か、花か織おり。い、いや。ただ昴すばるくんに挨あい拶さつを、だな」

　竦すくみそうになる膝ひざに力を込めていると、俺の背後からスミレの香かおりを携えて、花織さんが姿を現して下さった。

「でしたら、もう済んだでしょう？　皆さんを智花の部へ屋やに案内して構いませんよね？」

「う。あ、ああ。もちろんだとも。では、またいずれな……昴くん」

「は、はいっ！　失礼します」

　……た、助かった。

「お、お邪魔してます。その、なんというか……ありがとうございました」

　もう一度忍さんにご挨拶をしてからその場を離はなれ、隣となりを共に歩いて下さる花織さんに改めてお礼。

「ふふっ、おやすいご用ですよ。……忍さんの事、どうか悪く思わないで下さいね。別に昴さんのことを疑っている訳じゃないの。言ってみれば、子どもの反抗期みたいなものだから」

「は、はあ……」

　喩たとえの真意はよく分からなかったが、とにかく感かん謝しやを伝える意味でも頷うなずいておく。

「さあ、ここが智花の部屋です」

　そうしているうち花か織おりさんが足を止め、先行していた子どもたちと共にふすまの前で横並びに。この先はプライベートな空間なので、部へ屋やの主に案内を任せよう、ということなのだろう。

　あ、そういえば。智とも花かの部屋に入らせてもらうのは今回が最初か。以前この家にお邪じや魔ましたときは『散らかってるので……！』と訪問を許してもらえなかったのであった。几き帳ちよう面めんな智花の性格からして実際はいつも綺き麗れいなのだと思うが、それでも女の子はいろいろ気を遣つかうところが多いのかもしれない。

　……うむ。はじめて入る智花の部屋か。意い識しきしたら俄が然ぜん緊きん張ちようが増してきた。

「そ、それでは昴すばるさん……どうぞっ。なにもない部屋ですが……」

　智花もどこかぎくしゃくとしたようなそぶりで、引き戸を開いてからぺこりとお辞じ儀ぎしてくれる。お、おし。それじゃあ、お邪魔します。

「あ、洋風なんだね」

　足を踏み入れて、少し驚おどろいた。建物も入り口も純和風なのに、中はフローリングのモダンな部屋になっている。

「は、はいっ。私が産まれてすぐ、この部屋だけリフォームしてくれたそうです。す、すみません殺風景で」

　なるほど。確たしかに小さい子どもにとっては洋室の方がなにかと使いやすいかもしれないもんな。ご両親の愛情を感じる話である。

　それより、智花はさかんに恥はずかしがっているけど、実際はとても綺麗で可愛かわいらしい内装だ。溢あふれんばかりの食べ物やジュースが載のった白い座卓も、淡あわい色使いのカーペットも、智花の清せい楚そなイメージにとても良くマッチしていると思う。確かに小学生の部屋にしてはおもちゃの類たぐいがあまり見当たらないけど、それが逆におしゃれだし。

「そんなことない、すごく素敵すてきだよ。俺おれもここに住みたいくらいだ」

「ふぇっ!?」

　うお、いかん。また変に誤解を招く発言をしてしまったか!?

「あ、いや過ごしやすそうだなって！　智花と同じ部屋なら、とても嬉うれしいと……」

「ふぇぇっ!?」

　……はい。軌道修正、大失敗して墜つい落らくでございます。

　くそう、それにしても今日きように限って真ま帆ほも紗さ季きもあまり俺の事を茶ちや化かそうとせず、言葉少なに爛らん々らんと瞳ひとみを輝かがやかせているだけなのはなぜなんだ。おかげで追い詰められるように、輪わをかけて焦あせってしまうじゃないか。あ、まさしくそれが狙ねらいなのか？

　推測が正しいのかは謎なぞだが、とにかく無言攻こう撃げきを続ける真帆と紗季。さらには愛あい莉りとひなたちゃん姉妹からも無邪気な笑え顔がおを向けられ、言葉を失って頰ほおを染そめる俺と智花。

「うふっ、それじゃああとは若いみんなにお任せするから、ごゆっくりね」

　挙あげ句くの果てに花織さんまで妙に語ご弊へいのありそうな言葉を残して、にこにこと踵きびすをお返しなさった。

「ご、ごめん智とも花か。なんだか俺おれの言い方が良くなかったせいで、恥はずかしい思いをたくさんさせちゃって……」

「い、いえっ。そんな！　そ、その……私にはもったいなさすぎる言葉ばかりでドキドキしてしまいましたけど。昴すばるさんに褒ほめて頂けるのは、本当に嬉うれしいんです。嬉しくない、はずがありませんっ」

　──にやにや。にやにや。

　く……ええい、人の目など気にするな！　たとえ誤解を生もうと、口にした想おもいはすべて本心。智花がこう言ってくれている以上、俺は自分の気持ちに胸を張るべきだ。

　そう、今日きようの智花がより一層可愛かわいく見えるというこの胸のときめきを、隠かくす必要なんてどこにも無いのだから。

「それなら、俺も嬉しい。……うん、本当に今日のドレス、智花に良く似合っている。部へ屋やもすごく綺き麗れいで素敵すてきだ」

「昴さん……。え、えへへ。ありがとうございますっ！」

「ふふ、このままだと本当におじゃま虫になっちゃうわね。ごめんなさいトモ、余計かもしれないけど、私たちも一いつ緒しよにパーティーを始めて良いかしら？」

「よ、余計なわけないよ！　も、もう何言ってるの紗さ季き……。うん、みんな座ってっ」

　智花と顔を寄せ見つめあっていると、こほんと咳せき払ばらいして紗季が申もうし訳わけなさそうに打診する。そうだ、まずは祝いの席をちゃんと開くところから始めないと。

「そんじゃ、カンパイの音おん頭どはすばるんにお願ねがいしまーす！」

「え、俺で良いのか？　うん、じゃあ……智花、十二歳の誕たん生じよう日びおめでとう！　かんぱい！」

『かんぱ～い！』

　ようやくいつもの賑にぎやかモードに戻った真ま帆ほが、全員座卓に着くのを見計らって俺に大役を委ゆだねる。少し畏おそれ多くもあったけど、智花を寿ことほいであげたいという気持ちのままに、遠えん慮りよせず先陣を切ってジュースの入ったグラスを掲げさせてもらった。

「わあ。智花ちゃん、このチキンすごく美お味いしいねっ。すごく柔らかいのに、ぜんぜん脂あぶらっこくなくて」

「うんっ。お母かあさんの得意料理なの。誕生日の時もクリスマスの時も、毎年作ってもらうんだ。愛あい莉りにも気に入ってもらえて、嬉しいな……」

「おー。このほくほくしてるやつも、甘くておいしい。おいもさん？」

「栗くりだとおもいます、姉ねえ様さま。本当に、とても美味しいですね……！」

「うん、栗を裏ごししたお菓子だよっ。ちょ、ちょっとパーティの料理には地味かもしれないけど、それも私がお願いしたの。変じゃなくて、良かった」

「おおっ、これもおいしー！　なんか見たことない食べ物がいっぱいあってちょー楽しい！」

「ふふ、真ま帆ほの家は洋食が多いからじゃない？　トモのお母かあさんって、和と洋を組み合わせるのが上じよう手ずなのね。とっても勉強になるわ……」

「えへへ……ふだんは普通の和食が多いんだけど、パーティーの時はいろいろ考えてくれるの。真帆も紗さ季きもありがとう。そう伝えたら、お母さんもすごく喜んでくれると思う」

　いよいよ始まった宴席。みんな思い思いに料理を口に運び、感嘆と共に何度も舌つづみを打つ。

「本当にどれも美お味いしい。ウチにお豆腐を頂いた時も思ったけど、花か織おりさんはすごい料理上手なんだね」

「そう言って頂けて嬉うれしいです、ありがとうございますっ！　ふふっ。でもお母さん、昴すばるさんのお母さんには敵かなわないって言ってました」

「あはは、たぶん謙けん遜そんなされてるんだろうけど。それでも母さんは嬉しがると思うよ、ありがとう」

　俺おれからもお世せ辞じ抜きで絶ぜつ賛さん。どのメニューもあまり手をくわえすぎず、なのに味わったことのないような工く夫ふうがしてあって、料理店で出しても大人気間違いなしだろう。特にこの海かい鮮せんサラダ。梅うめの風ふう味みが爽さわやかで、いくらでも入ってしまう。

「長は谷せ川がわコーチ、そのサラダ、私も頂いてよろしいでしょうか？　……前から失礼しますっ」

「あ、お皿貸して。取ってあげる」

　もしかしたら、感心が思いっきり顔に出ていたのかも知れない。対面に腰掛けていたかげつちゃんが、遠えん慮りよと興きよう味みがおり混じったような表情でテーブルに覆おおい被かぶさるようにして、俺の前に置かれていた大皿に手を伸ばす。

「あっ、そんな。すみません！」

「いやいや、お気にならさず。チームプレーで行こう」

「ありがとうございます！　長谷川コーチも、こちら側の料理で欲しいものがあったら遠慮なくおっしゃって下さい」

「うん、そうさせてもらうよ。……じゃあその、栗くりのお菓子を頂いてみようかな」

　取り皿を借りて盛りつけを代わると、恐きよう縮しゆく混じりで微笑ほほえんでくれるかげつちゃん。こうして会話するのはひと月ぶりくらいだけど、元気そうで何よりだ。あと、心なしかまた少し背が高くなったかな？　ショートカットの髪と相あいまって、ますますスポーティな可愛かわいらしさが強きよう調ちようされているような気がした。

「かげ、うらやましーですなー。ひなも、おにーちゃんによそってもらいたかった」

「あっ、ご、ごめんなさい姉ねえ様さまっ」

「大丈夫、まだまだたくさん有るよ。ひなたちゃんもサラダ、いるかい？」

「わーい。でも、まだひなのお皿の上、いっぱいだからあとでいい。かわりにおにーちゃんのお菓子を、ひなが取ってあげます」

「わかりましたっ。では姉ねえ様さま、お任せします！」

　ひなたちゃんとの姉妹仲も変わらず良好で、安心安心。夏の合宿を越えて生まれた信頼そのままに、かげつちゃんも過か保ほ護ごになりすぎることなく、お菓子の盛り付けに奮ふん闘とうするお姉さんをすぐ隣となりから温かく見守っている。

「おー。かんせい。おにーちゃんに、おわたし会してくる」

　俺おれも自然と緩ゆるむ頰ほおを隠かくさず、二人ふたりのやりとりを感かん慨がい深ぶかく眺めていると、ひなたちゃんが満足げにお皿を掲げた。おお、すごい。シンプルな栗くりの煉ねり菓が子しが、細長い塔のように皿の上にそびえている。なんだかもったいなくて、箸はしを入れるのに躊ちゆう躇ちよしてしまいそうだ。

「おにーちゃん、ぷれぜんとです」

「ありがとう、じゃあいただきま…………えっ？」

　ひなたちゃんが立ち上がり、お菓子のタワーを傍そばまで持ってきてくれたので厳おごそかに受け取ろうとしたのだが、そこでちょっと想定外の出来事が。

「わーい。とくとう席」

　お皿を手渡してくれたひなたちゃんが、すぐ元の席に引き返そうとせず、あぐらをかいた俺の膝ひざの上にちょこんと座り込んでしまったのだ。
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「はい。ひなの頭、テーブルにしていいよ？」

　そして俺の手を優やさしく誘ゆう導どうし、煉菓子の載のった皿をふわふわロングヘアの上に置くよう促うながしてくれる。ううむ、おふざけみたいなものなのだろうけど、そんなことをさせちゃうのはなんとなく憚はばかられるな。

「あ、ありがとう。でも……っ」

　そう思って遠えん慮りよを告つげようとした声が、意図せず止まる。

　いかん。今日きようのドレスは胸元が大きく開いているから、まっすぐ見下ろすと、ひなたちゃんの白い肌が隙すき間まからまる見えだ。これでは非常に顔を合わせづらい。

「こら、ダメじゃないかヒナっ！」

　困り果てていたところに、真ま帆ほが勢いよく立ち上がってこちらを両手で指さす。おお、紗さ季きじゃなくて真帆がお行ぎよう儀ぎを注意してくれるなんて珍しいな。

「そうよ！　今日きようはトモの誕たん生じよう日びなんだからそういうオイシイ役はトモに譲ゆずってあげなきゃいけないわ！」

「ふぇっ!?」

「うむうむ、サキの言う通り！」

　……え、あれ？　と思いきや真帆の中で問題になっていたのは全然違うところみたいだ。しかも紗季まで同どう調ちようしているし。

「おー。ごめんなさい。ひな、気がきかなかった。今日はがまんして、ともかと交替する」

「ふふ、偉いわひな。さートモ、じゃあ改めて長は谷せ川がわさんの膝の上に座らせて頂きましょう」

「そんでそんで、『私のカラダ、すばるんの好きに使っていいよ』ってアピールだ！」

「そそそっ、そんなこと……っ!?」

　矢や継つぎ早ばやにはやし立てられ、泡あわを食う智とも花か。そりゃ、俺おれの膝ひざの上に乗ったって何も良い事なんてないもんなあ。

「すばるん、いいよね？　メーワクじゃないよねっ？」

「えっ。もちろん迷めい惑わくでは全然ないけど、智花が困るんじゃ……」

「そ、そんなことはないと思いますっ！」

「……愛あい莉り？」

　真ま帆ほにやんわり自じ重ちようを促うながした俺の声にかぶせて力強く叫んだのは、なんと愛莉だった。胸先で手を組み、真剣極きわまりない表情でこちらを一心に見つめている。

「は、長は谷せ川がわさんに優やさしくしてもらえたら、智花ちゃんも嬉うれしいに決まってますっ。わたしだったら、きっと、その……わたしも……同じだと思うので……」

　根が真ま面じ目めな愛莉にそう言われて、答えに窮きゆうする。

　さてどうしたものか。ここは本人から忌き憚たんなき意見を頂ければいちばん助かるのだが、

「…………………………っ」

　智花はずっと頰ほおを染そめたまま深く首を垂たれてしまっているので、その思おも惑わくは察することが出来ないのであった。

「ふふ。時には強引なパスも、有効なオフェンスですよね。……ひな！」

「おー。がってんだー」

　そうしているうち、勢いよく立ち上がる紗さ季きとひなたちゃん。

「ふぇ!?　え、ええっ？」

「さあ、長は谷せ川がわさんは良いと仰おつしやって下さったのだから、遠えん慮りよすることはないわ」

「ともかを、おたんじょうび席のおにーちゃん席にごあんない」

　二人ふたりは戸と惑まどう智とも花かの手を両側から引き、有う無むを言わさずこちらまで連れてくる。

「～～～～～～～～～～～～～っ!?」

　そしてすとんと我わが膝ひざ上に誘ゆう導どう。その間俺おれは微動だにできず。下へ手たに制止して困ってると勘違いさせるわけにもいかないしな……。その実、智花が俺と重なり合うことを望んでくれているのなら、拒絶する理由なんてどこにも無い。

「その。嫌いやだったら本当にごめんな、智花」

「い、いえっ！　嫌なんて、そんなわけ……ないです。……ふぁう」

　ただまあ、なんとなくどきどきはしてしまうけれども。ミルクと石せつ鹼けんの混ざり合ったような甘い香かおりが鼻び腔こうを刺し激げきし、自然と早まる心しん臓ぞうの鼓動。

「先せん輩ぱいたちと長谷川コーチって、本当に仲が良いのですね。とても素敵すてきなチームワークだと思います！」

　くっつきあって固まる俺たちを見て、かげつちゃんが潑はつ剌らつとした声で笑いかけてくれる。あ、よかった。ということは、客きやつ観かん的てきにも嫌がられてる風ふうには見えないようだ。

「み、みんな……………………ありがとう」

　ついには智花本人もわずかに口こう角かくを上げ、囁ささやくように仲間たちへお礼を告つげてくれたので、さらに安あん堵どが深まる。どうやら、本当に喜ばせてあげられてるようだな。

　もちろん俺自身、こんなに近い距きよ離りで智花の誕たん生じよう日びを祝ってやれることは、とても嬉うれしい。







「あ、真ま帆ほ、飲み物おかわりどうぞっ。りんごジュースで良いかな？　ひなたとかげつちゃんもコーラのままで大丈夫？」

「サンキューもっかん！　うん、同じやつでよろ～ん」

「わーい。ひなに、しゅわしゅわもっと下さい」

「いただきます智花先輩！」

「愛あい莉りと紗季はオレンジジュースだね。それとも次は他ほかのにする？」

「あっ、ありがとうございます長谷川さんっ」

「いえ、同じジュースで大丈夫です！」

　そうしてしばらくの間智花を自分の膝に乗せたまま歓かん談だんを続けていたのだが、ふとみんなの飲み物が減っていることに気付いたので二人ふたり揃そろって立ち上がり、ジュースのお代わりを注いで回る。触れ合っていた肌が離はなれた瞬しゆん間かんにはふと名残なごり惜しさを感じてしまったが、いつまでも本日の主役を独占してしまうわけにもいかないしな。年とし甲が斐いもない我わが儘ままは胸の内だけに留とどめておかねば。

「──うおっし！　おなかもいっぱいのぽんぽこりんになってきたし、そろそろもっかんにプレゼント渡そうぜ！」

　密ひそかに自じ戒かいしながら紗さ季きのグラスに飲み物を補充し終えた直後、両手を掲げて立ち上がった真ま帆ほが、瞳ひとみをきらきらさせながら全員の顔を見回す。

「おー。さんせい」

「はい、真帆先せん輩ぱい。いつでも大丈夫です！」

「ふふ、そうね。そろそろ私たちからのメインイベントに入りましょうか」

「智とも花かちゃんに、気に入ってもらえると良いな……」

　当然子どもたちからの反対意見は皆無。俺おれも襟えりを正して頷うなずき、贈おくり物ものを入れた紙袋を手元に寄せ……たのだが。

　さて、プレゼントの方を渡すことにはなんの逡しゆん巡じゆんもないものの。

「みんな、本当にありがとうね……」

　早くも感かん極きわまった様よう子すでしゃんと背筋を伸ばす智花を横目に、この期ごに及んで悩み出す。

　本当に、伝えるのか？　今、思い描いているこの二つ名を。

　そこに俺からの想おもいを余すことなく込めることが出来たという自負はある。おそらく、いくら小手先で弄いじくり回しても、もうこれ以上の言葉は出て来ない。

　そう確かく信しんは出来ているのだが、いかんせん勢いで書き連ねてしまった手紙を翌朝読み返して赤面する漫まん画がやドラマの登場人物がごとく。

　気持ちが冷静になるに従って、どうしても再び『照れ』の感情が鎌かま首くびをもたげだしてしまうのであった。

「長は谷せ川がわさん、トモにプレゼントを渡す順番を、ご相そう談だんしたいのですが……」

「あ、ああ！　了解！」

　紗季に呼ばれ、気付かぬうちにすぐ近くで形成されていた円陣に慌あわてて参加。『くじにしよう』『時間がかかるからじゃんけんで』とみんなが話し合う中、俺は上うわの空そらで最後の決断に迷い続ける。

「──あれっ、電話？」

　そんな時、図ったように智花の携帯電話から簡かん素そな着信音が鳴なり響ひびいた。ここにいない、他ほかの友達からのお祝いだろうか。

「あっ、美み星ほし先生！」

　と思いきや、どうやら発信主はミホ姉ねえらしい。直接は自じ重ちようする必要があるけど、せめて電話くらいは、という判断だろうか。……だとすればあいつもなかなか気が回るんだなあ。

「は、はいっ。ありがとうございます！　わざわざお電話して頂けるなんて、本当に嬉うれしいです……えへへ」

　案あんの定じよう、電話越しに何度もお辞じ儀ぎを始める智とも花か。ふふ、言葉通りすごい喜びようだ。……智花はミホ姉ねえにいろいろ感かん謝しやしてくれているみたいだからな。俺おれも身内に好意を寄せてもらえて、悪い気なんてしない。

「えっ、昴すばるさんに……ですか？」

「ん？」

　微笑ほほえましくなってぼんやり智花の姿を見つめていると、不意に名を呼ばれはっと我われに返る。間を置かず智花が携帯を耳から離はなし、

「あの、昴さん。美み星ほし先生に『決まったか？』とお尋たずねするようにお願ねがいされたのですけど」

　なんのことだろう、と不ふ思し議ぎそうに質問した。

「あー……」

　苦笑。あいつめ、まるで俺が今になって二の足を踏むことを読んでたみたいじゃないか。実はエスパーだったりして。

　うん、いかんな。ここで惑まどうのは、あまりにも意い気く地じがない。たとえミホ姉の掌てのひらで踊らされる結果になろうとも、逃げるのはやめだ。

「……うん、決めた。決めたぞって、そう伝えてくれ」

「わ、わかりましたっ。──ええと、美星先生。昴さん、決めたそうです……えっ？　楽しみに、ですか？　あっ、はい！　すみません長くお話してしまって。お電話、とっても嬉しかったです！　ではまた、学校でよろしくお願いしますっ！」

　覚悟を決めて頷うなずき智花に伝言をお願いすると、すぐに通話は終了した。とたん、この場にいる全員の瞳ひとみが俺に集中。はは、やっぱそうなるよな。智花にだけこっそり、というわけにはいかないか。

「え、ええと。長は谷せ川がわさんっ。何のお話なのでしょう？」

「おー。ひなたちにも、教えて」

　愛あい莉りとひなたちゃんからわくわく顔で質問され、俺は一つ咳せき払ばらい。

「実は、さ。まだ決まってないって聞いて、俺が考えてみたんだよ。……智花の、二つ名」

　それから覚悟を決めて伝えると、子どもたちは一斉にわっと盛り上がる。

「おおっ！　ついにもっかんの二つ名が！」

「長谷川さんに考えて頂けるなんて、トモにとって最高のプレゼントになるわね！」

　真ま帆ほと紗さ季きが頷き合い、ひなたちゃん姉妹と愛莉も笑えみを強めて一方的な報告を後押ししてくれる。

「どう、かな？　名付けさせてもらっても、迷めい惑わくじゃない？」

　明るいムードを自信に替えて、きょとんと片結びの髪を傾かせていた智とも花かの瞳ひとみを正面から見つめ、誠意を込めて尋たずねる。

　慎つつましやかな子なので、いたずらに恥はずかしがらせてしまうだけかもしれない。

　だとしても、やっぱり伝えたい。智花と出会い、今日きようまで育はぐくんできた俺おれからの溢あふれそうな想おもいを、その名に乗せて、贈おくりたい。

「昴すばるさんが、私に。………………………………嬉うれしいです、とても」

　次第に、頰ほおを薄うす桃もも色いろに染そめ上げていく智花。しかし、返してくれた言葉は、濁にごりのない同意。ただそれだけだった。

「聞いてもらえるんだね……良かった」

「はいっ。て、照れてしまいますけど、それよりも。恥ずかしい気持ちより、嬉しい気持ちの方がずっとずっと大きいですので。付けて、欲しいです。……昴さんに」

　たおやかさと、可か憐れんさが同居した面持ち。瞳を奪うばわれ、確かく信しんする。喜んで貰もらえるかはさておき、自分にとっての智花のイメージは、もう間違いなく、思い至った響ひびきの通りであると。

「ねーねー、早く聞かせてっ！　すばるんの考えた、もっかんの二つ名！」

　真ま帆ほが腕に抱きついて急せかし、他ほかの子たちもいつの間にか厳おごそかに沈ちん黙もくして、俺の言葉を待ってくれている。

「うん、分かった。じゃあ伝えさせて頂きます」

　うーむ、なんかハードルの高い発表になっちゃったな。

　笑われるかもしれない。ひどいセンスだと呆あきれられるかも。

　けどそんな弱気に負けてられるか。尻しり込ごみせず、誤ご魔ま化かさず、俺の中の智花への気持ちを、考えつく限りのいちばん綺き麗れいな言葉に換えて贈おくるのだと、そう決めたのだから。

　智花の、二つ名は。




「──雨上がりに咲く花シヤイニー・ギフト。というのは、どうかな？」




　最初に出会った時、智花は降り止やまない雨の中に居た。部活を失い、新しく手に入れた居場所からも再び追い立てられる寸前で、しかし、それでも、輝かがやこうとしていた。

　大切な仲間という光に照らされて、前に進もうとしていた。

　そんな信念が、輝かしい才能ギフトが。やがて雨雲を吹ふき飛ばし、五人の笑え顔がおで溢れる日だまりを守った。

　雨上がりの空の下で、再び花は、美しく咲き誇った。

　それが、とても眩まぶしくて。俺の眼もまた、醒さめたのだ。

　智花という光が、俺にとっても、かけがえのない贈ギりフ物トとなってくれたのだ。

「雨上がりに咲く花シヤイニー・ギフト……」

　その響ひびきを確たしかめるように、智とも花かが小さな声で、俺おれの拙つたなくて、余すことない想おもいを繰くり返す。

「うん。『ギフト』は智花の才能だったり、智花と出会った俺たちにとっても、智花が大切な存在だっていう意味だったり。そんな智花が、いつまでも輝かがやいていて欲しいっていう、俺からの願ねがいだったり……。あんまりうまく言えないけど、そんな感じ、かな」

　たどたどしく付け足すと、まず紗さ季きがゆっくり息を漏もらしてから感想を聞かせてくれる。

「……とても、綺き麗れいです。綺麗で、これ以上無いくらいトモにぴったりですね」

「きらきらで、温かくて。智花ちゃんそのものだなって、そう思います……えへへ」

「おー。おにーちゃん。ばすけだけじゃなくて、お名前付けるのもとってもじょうず」

「やるなーすばるん！　あたしにも別にもう一つ付けて欲しいかもっ。三つ目の名前だから、三つ名！」

　重ねて自みずからの頰ほおをおさえた愛あい莉り、大きく瞳ひとみを開いたひなたちゃん、両手を嬉き々きと持ち上げた真ま帆ほの歓声。

　笑われ、なかったか。……すごいほっとした。

　四人のお墨すみ付つきは、その表情を見てもどうやら気き遣づかいによるものではなさそうだった。

　だから、あとは。

「と、智花、どうかな？　もし気に入らなければ──」

「嬉うれしいですっ。……すごく、すごく、すごく」

　気に入らなければ聞かなかったことにしてくれ……という台詞せりふを、最後まで口にしなくても大丈夫だと分かった瞬しゆん間かん、俺の胸にじんわりと温かな感情が染しみわたった。

　ああ、良かった。智花が、喜んでくれている。

　ぎこちない贈おくり物もので、大切な人が、瞳を潤うるませて満面の笑えみを浮かべてくれている。

　この瞬間、俺は十六年近く生きてようやく真に理解した気がする。

　大切な人に、心を込めプレゼントをするという、その意味を。

「雨上がりに咲く花シヤイニー・ギフト。私には、もったいなさすぎるくらい素敵すてきな響きです。そんな素敵を、昴すばるさんから頂けたことが……なにより幸せですっ」

　智花の笑え顔がおに、心を奪うばわれる。やっぱり、雨を力に替えて強く咲く花のようで、でも結局どんな言葉でも全すべてを言い尽くすことは出来ない、美しさだった。







　こうして一世一代の大仕事もなんとか完了して、俺たちは続けざまに各おの々おのの誕たん生じよう日びプレゼントを手渡す。

　流れのままにまず自分が贈ったスポーツバッグも、バスケ部の仲間が心を込めたファンシーな小物やアクセサリも、かげつちゃんからの上品なレターセットと万年筆も、智花は紐ひも解とくたび瞳をキラキラ輝かせ、いつも以上に声のトーンを高くしてくれたので、俺たちの方もますます幸せな気分になることが出来た。

「それと、これは葵あおいからの預り物。いっしょにもらってあげてくれ」

「葵さんもプレゼントを下さったのですかっ!?　今度しっかりお礼をお伝えしないと……！」

　恐きよう縮しゆくと喜びを織おり交まぜながら智とも花かが開いた紙袋の中には、白いレース編あみの上品なリボンが収まっていた。見た瞬しゆん間かん、智花によく似合う、それも今日きようの服装にぴったりマッチする品だと、俺おれにもわかった。やっぱり葵も女の子なんだな。こういうセンスの良さは、ちょっと太た刀ち打うちできそうもない。

「ど、どうでしょう昴すばるさん」

「おお、すごく似合うよ。写真撮とっても良いかな、葵に見せてやりたいから」

　さっそくリボンを髪に結んでみせてくれた智花に、携帯のカメラを向けてもいいか尋たずねてみる。俺自身も思い出に一枚、智花の笑え顔がおをわけてもらいたいしな。そして自分の待ち受け画面に……したらさすがに怒られるか。それは我が慢まんしよう。

「は、はいっ。恥はずかしいですけど」

　許しを得たので、たどたどしく写真機き能のうを立ち上げ、撮さつ影えいさせてもらう。これで葵も安心してくれるだろう。

　あ。というかむしろ今日この場に葵を呼んでも良いか尋たずねるべきだったんだよな、本当なら。毎度気が回らないな俺ってヤツは……。猛もう省せい。ごめん葵。

「あーすばるんずるい、もっかんだけ！　あたしのことも撮ってよ～」

「真ま帆ほ、だから今日はトモの誕たん生じよう日びでしょ。でしゃばらないの」

「はは、真帆が許してくれるなら是ぜ非ひ撮らせてもらうよ。ほら、紗さ季きも入って。愛あい莉りもひなたちゃんも、かげつちゃんも。良ければ思い出に一枚」

「す、すみません長は谷せ川がわさん……」

「お、おじゃましますっ。えへへ」

「わーい。みんなで記念しゃしん」

「私も良いのですか……？　で、ではお言葉に甘えてっ」

　続けてプレゼントに囲まれた智花を中心に集まった七人が見せる思い思いの表情を、合図と共にパシャリ。よし、拙つたないながらもなかなか良い瞬間を画に収めることが出来た気がする。

「ではラストに。つまらないものデスが、どうぞ」

「えへへ、ありがとうねミミちゃん」

　あとはフランス人小学生、ミミ・バルゲリーちゃんの贈おくり物ものが済めば、これにて本日のメインイベントも無事完了だな。

　………………ん？

　ちょ、ちょっと待て！

「ミ、ミミちゃん!?　いつからここに!?」

「ふぁ!?　そ、そういえば！」

　あまりにも遅ればせながら異常に気付き、智とも花かと驚おどろきをシンクロさせてその銀ぎん髪ぱつの少女の瞳ひとみを覗のぞき込む。そうだ、さっきまで子どもたちは六人だったはずなのに、写真のフレーム内には七人。気付かぬ間に、ゲストがひとり増えている！

「ギンガがおしえてくれた。トモカのバースデー。だから、おいわいしにきた」

　抑揚なく告つげられようやくぴんと来る。そうか、親父おやじが今け朝さ思いついた用ってこのことだったのか。なかなか粋いきな真ま似ねを。

　ところで親父だって、智花の家の場所は知らないはずじゃあ……いや単純に母かあさんに訊きいたのか。どのみちその辺は些さ事じだし今は置いておこう。

「おにーちゃん、どちらさま？　お人形さんみたい。すごくかわいい」

「おにんぎょうさん。オタガイサマデス」

　しばし呆あつ気けにとられていたバスケ部の皆も次第に興きよう味み津しん々しんとなった模様で、真まっ先さきにひなたちゃんが身を寄せ、ミミちゃんの銀髪をにこにこ顔で撫なでる。確たしかに二人ふたり並ぶと妖よう精せいか何かのマスコットみたいだ。ついつい自分の部へ屋やで養いたくなる……とか言うと変な語ご弊へいがあるか。単純な話、ちょーかわいい。

「ええとね、この子は……」

　たくさんの瞳に急せき立てられるように顚てん末まつを話すと、

「へーへーフランスのムスメか！　あたしのおとーさんもよく仕事でパリに行く！」

「わぁ……眼めも、髪も、とってもきれい」

「トモが一いち目もく置くほどのバスケの腕前。是ぜ非ひ見てみたいわ」

　真ま帆ほも愛あい莉りも紗さ季きも我が慢まんできないとばかりに距きよ離りを詰めて、高揚気味にミミちゃんへ話しかける。とりわけ、バスケプレーヤーであるという事実が気になっているようだ。

「ウィ。バスケ、いつでもどうぞ。でもきょうはこれくらいにしておいてやる」

　するとミミちゃんは無表情のまま敬礼のようなポーズを取り、踵きびすを返してすたすたと歩き出してしまった。いったい何の本でそういう日本語を……というツッコミはさておき。

「ミ、ミミちゃん、帰っちゃうの？　もし良ければご飯食べて……」

「メルシー、トモカ。でも、ようじがあるからまたこんど」

　俺おれよりも早く智花が呼び止めてくれたものの、結局ミミちゃんは足を止めず部へ屋やを出て行ってしまった。残念だけど、先約ならば仕方がないか。

「予想外のゲストだったな……」

「えへへ、びっくりしちゃいました」

　苦笑混じりに呟つぶやくと、愛莉を皮切りに全員が明るい笑い声で答えてくれる。

「いっしょにもっかんのお祝いできればよかったのになー。でもま、仲良くなるのは学校で会った時でいっか！　じゃーパーティ再開！　おめでともっかん！　もいっちょかんぱーい！」

　ともあれ宴うたげはまだまだこれから。改めて智とも花かを祝い、真ま帆ほの音おん頭どに従って全員でグラスを傾け合うのだったが──。

「え、学校？　真帆、学校って？」

　後れて、疑問がよぎる。あれ、真帆は一体ミミちゃんとどこで会うつもりなのだ？　いや、もちろんお望みとあらば俺おれも再会のためのセッティングをしてあげたいと思うのだけど。

「……？」

　どうやらその問いは、かなり的まと外はずれなものだったようで、自分と智花を除いた五人が一斉に首をかしげてしまった。ますます混乱し、智花と視し線せんを重ねたまま次の言葉を見失う。

「ふふ。もしかして、トモと長は谷せ川がわさんが出会った時は、まだどこの学校に通うのか決まっていなかったのですか？」

「学校って、ミミちゃんの？」

「もちもち！　くふ、すばるんが見み逃のがすなんて珍しいな～。弘こう法ぼうも木から落ちて川流れ！」

「あはは……全部混ざっちゃったね。あの、長谷川さん。ミミちゃんの着ていたお洋服なんですけど」

「服……あっ！」

　愛莉に優やさしく教えられ、記き憶おくを辿たどってようやく腑ふに落ちる。そうだ、今日きようのミミちゃんの格かつ好こう、制服だった。それも、非常に見覚えのある。

「おー。ひなたちと同じだった。慧けい心しん学園の制服だった」

　改めて智花と高揚感を隠かくしきれずに頷うなずき合う。そうか、そういうことか……！

　ミミちゃん、慧心学園の初等部に編へん入にゆうするのか！

　思い起こせばあの日の去さり際ぎわ、智花に通っている小学校を訊きいていたもんな。そこでもう既すでに、ミミちゃんの心こころ積づもりは固まっていたのだろう。

　これは……なんとも面おも白しろいことになりそうだ。

「ミミさんの制服のリボン、五年生の色でした。そういえば、来週から私のクラスに編入生が──という噂うわさがあるんですけど、それってきっと」

　ハッと思い出したように教えてくれたのはかげつちゃん。うん、間違い無いだろうな。ミミちゃんは、もうすぐかげつちゃんの同級生になるのだ。

「わーい。ひなもまた、ミミのことなでなでしたい。かげ、おともだちになってあげてね」

「は、はいっ。がんばります」

　お姉ねえさんにお願ねがいされて、かげつちゃんは背筋を伸ばして気を引ひき締しめる。うん、しっかりもののお友達がすぐ出来れば、ミミちゃんも慣なれない日本での生活に困ることはなさそうだ。

　よかったな、ミミちゃん。

　この『よかった』が、慧心女子バスケ部みんなにも繫つながれば、まさに言うことなしといった感じだろうか。
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「智とも花か。改めて誕たん生じよう日びおめでとう。今日きようは楽しいパーティーに招待してくれて本当にありがとうね！」

「いいえっ、こちらこそ大切な贈おくり物ものをありがとうございました。今でも胸のまんなかがほかほかしてるくらい、嬉うれしいですっ」

　ミミちゃんのフラッシュ参戦を経へた後も誕生会は盛り上がりに盛り上がり、俺おれたちは夕方近くまで長なが居いしてしまった。

「それじゃあ、また明日あした。ウチで待ってるから」

「えへへ、はいっ。今日は休んでしまいましたけど、また明日から一いつ緒しよに練習させて下さい！」

「ともか、ばいばい」

「また学校でね、智花ちゃんっ」

「うんっ！　みんな今日は来てくれて本当にありがとうっ」

　夜は家族水入らずのお祝いが控えているそうなので、名残なごり惜しいけど今日智花の笑え顔がおを見ることが出来るのはここまで。門の外まで送りに来てくれた宴うたげの主役に何度も手を振り、俺たち六人は火ほ照てりをまだ少し身体からだに残したまま駅を目指す。

「そんじゃねすばる～ん！」

「また月げつ曜ようから、コーチをよろしくお願ねがいします！」

「うん、喜んで！　じゃあまたね！」

　改札前でターミナル駅に向かう子どもたちとも別れ、一人ひとりで下り列車に乗り込む。我わが家やの最寄りである『松まつ角ずみ』はここからほんの数駅。それを思うと、今年ことしまで智花と出会えずにいたことが逆に不ふ思し議ぎに思えてくる。もちろん、すぐご近所に住んでいる人でさえ全員と面めん識しきがあるわけではないのだから、冷静になってみると当たり前のことなんだけど。

「ん？」

　と、なんだかおかしなことを考えてしまい苦笑しながら電車を降りた瞬しゆん間かん、胸ポケットの中身が震ふるえる。携帯電話に着信だ。

「うあ……」

　画面に表示された名を見て、がっくり首を垂たれる。ミホ姉ねえからか……。

　うん、これ絶対訊きかれるよね。智花にどんな二つ名を付けたのか。

　そんで、盛大にバカにされるパターンだよね。

「もしもし」

　よっぽど無視してやろうかとも思ったが、あとが怖いので結局通話ボタンをプッシュ。

『おう、パーティー楽しんだか～昴すばる？　ちくしょー羨うらやましいなこのこの』

「……ああ、すごい楽しかったよ」

『にゃはは、そりゃ結構。でさ、付けてあげたんでしょ二つ名。どんなのにした？　教えてみ教えてみ？』

　ああ、やはり。軽い調ちよう子しで尋たずねられ、密ひそかに眉み間けんを押さえて苦悩。

　……いや。でも、隠かくすのは違う。臆おくしちゃダメだ。そんなの、信念の揺ゆらぎでしかない。

　いいさ、笑うなら笑え！

「雨上がりに咲く花。──シャイニー・ギフト」

　わずかでも迷いを覚えた自分を制裁するように強く唇を嚙かんでから、抑揚を付けずその言葉を呟つぶやくと、受話器の向こうで音が止まる。

　長い沈ちん黙もくの末。ミホ姉ねえが大きく息を吸い込む気配けはい。ああ、来るぞ。大だい爆ばく笑しようが。

『…………雨上がりに咲く花シヤイニー・ギフトか。うん、ぴったりじゃん』

「えええ!?」

　なんて身構えてしまったせいで、まさかの肯定的な反応に俺おれの方が大声を出してしまった。

『うん、どした？　なに驚おどろいてんの？』

「い、いや。なんでもない。……そう言ってもらえると、俺も嬉うれしい」

　取とり繕つくろって、少し遅れて思い直す。

　そっか、よく考えたら、教師だもんな。ミホ姉は、智とも花かたちの。ふざけるべき場面かどうかなんて、誰だれよりも正しく把は握あくしてるか。

　ごめんミホ姉。ちょっとばかり失礼だった。

『シャイニー・ギフトか。輝かがやかしい贈おくり物ものって意味にもとれるな。……なー昴』

「ん？」

『智花と、女バスのみんなに会えて、良かった？』

「……はは。おいおい、愚ぐ問もん過ぎるだろ。良かったに決まってるじゃないか」

『にゃはは、そかそか。ほんじゃ、また来週からもコーチよろしくな～』

「おう。もしクビって言われても行くさ」

『言うか、ばーか。ほんじゃな』

　一方的に切られた携帯を再び胸ポケットに収め、改札を出て夕暮れの空を見上げながらゆっくり深呼吸。

　そういえば、ミホ姉の誕たん生じょう日びも九月か。懐ふところ事情は芳かんばしくないけど、今年ことしくらいはたっぷり奮ふん発ぱつしたプレゼントを贈らないとなあ。
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　真ま帆ほの気に入らないところをあげていったらキリがない。

　まず、なによりうるさい。やたら声がでかいから聞く気もないのに話が耳に入ってきてしまう。それで、偉そうにバスケについて語ってたりするからたまらない。

　くそ、お前がＮＢＡの生なま中ちゆう継けい見てるなんてナマイキだっつーの。俺おれんちはＣＳのスポーツチャンネル加入してもらえてないのに！

　名前の通り、アホみたいにイタズラ好きなのもいただけない。この前なんか、楽しみにとっておいたミカンをいつの間にか『冷凍ミカン』に交換されてた。なんて危険なことをするヤツだ……。皮かわ剝むこうとして突き指するところだったんだぞ。だいたい冷凍ミカンなんてどこに隠かくしてたんだよ。

　今度何かされたら、宣戦布告だ。全面戦争してやる。

　そしてきわめつきは、とにかく食い意地がはっているところだ。どうして女の癖くせにデザート二つ欲しがるんだよ！　いっつも余り物が出ると飛びつきやがって、あさましい！

　しかも、やけに『あっち向いてホイ』が強いからタチが悪いんだよな……。

　自じ慢まんじゃないが俺おれも腕には覚えがあるんだけど、不ふ思し議ぎとあいつにだけは勝てない。

　反射神経が、並じゃないんだろうな。くやしいけど、それは認めざるを得ない。

　けど、俺だってやられっぱなしじゃいられない。男としてのイゲンを取り戻すために、次こそは真帆からデザートを勝ち取ってみせる。

　そのためには、練習あるのみだな。瞬しゆん発ぱつ力りよくをもっともっと鍛きたえて、あいつの指の動きをカンペキに見み極きわめてやるんだ。

「くそ、食べたかったな。パンナコッタ……」

　逃のがしてしまった獲え物もののことを想おもうと溜ため息いきが出るけど、落ち込んでばかりはいられない。

　絶対に負けなんか認めない。いつか必ず余り物王に、俺はなる！

　ああ、やってやる。やってやるぞこんちくしょう！

　心の中で宣言しながら、俺は大きく頷うなずいた。

「……おーいタケ。なにショーパン一丁でぼーっとしてんだよ。練習始まるぞ～」

「あ、わりぃ」

　そんな時に、チームメイトの菊きく地ちに呼びかけられてハッとする。いけね、着替えてる途と中ちゆうだったのに、つい昼のデザート争そう奪だつ戦せんのことを思い出してイライラしてしまった。

「なー、パンナコッタって、今日きようの給食？　タケ食わなかったの？　あれ超ウマかったぞ」

「い、いや食べたって。……一つだけなら」

　恥はずかしさをごまかすように苦笑して、手に持っていたＴシャツを慌あわてて被かぶり、更衣室を出る。さー、ようやく待ちに待ったバスケ部の時間だ。切り替えていくぞ。

　でも、とにかく。俺──竹たけ中なか夏なつ陽ひは、三み沢さわ真帆のことが気に入らないのだ。
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「おっしゃ、今日きようも集中して行くぞ！」

　更衣室から飛び出し、自分の両りよう頰ほおをぱちんと叩たたいて気合い注入。パンナコッタの恨うらみはとりあえず置いておこう。

「竹たけ中なかキャプテンちっす！　今日もよろしくお願ねがいします！」

「おう、がんばろーな！」

　挨あい拶さつしてくれる下級生たちに手を挙あげて応こたえて、やる気を見せる。俺おれがハンパな態度だったらみんなもだらけちまうからな。いつも通り、しっかりリーダーシップってやつをとらないと。

「よし、揃そろってるな。整せい列れつしろ！」

　ゴール下で軽くジャンプして身体からだをほぐしていると、顧こ問もんの小お笠がさ原わら先生がバインダーを片手にやって来て号令をかけた。先生は厳きびしいけどバスケ経けい験けん者しやで、どこかの美み星ほしとかロリコンとかと違ってとてもすごいコーチだ。『カマキリ』なんて変なあだ名を付けてるやつらもいるけど、俺たち男バス部員はみんな先生のことを尊敬しているので、そんなふざけた呼び方はしない。ていうかもし呼んだら超怒おこられるし。

「よし。それでは練習を始めるぞ」

「うっす！　今日も一日よろしくお願いします！」

『よろしくお願いします!!』

　速攻で先生の前に並んで俺が挨拶すると、仲間たちもそれに続く。部の代表としての責任感を感じて、ますます気が引ひき締しまる瞬しゆん間かんだ。




「きゃー！　にーたんカッコい～！」

「こっち見て、ボクたちの方見て～にーたん！」




　……そんな大事な時に、よく聞き慣なれたうるさい声が二つ響ひびき渡って、思わず俺はがっくり肩を落としてしまう。

「くく。おいおいタケ。またいるじゃん、妹たち」

「……ちくしょう。もう部活は見に来るなって何回も言ったのに」

　隣となりから同じ六年生の戸と嶋しまに肘ひじ鉄砲でつぽうを食らう。さらに後ろの方からもクスクス笑い声をかみ殺す気配けはい。キャプテンとしてのイゲンがだいなしだ！

　ぎぎぎと奥歯を嚙かみしめて、声のした正面玄関の方を睨にらみ付ける。お前ら、空気読め！

「きゃーきゃー！　にーたんがこっち見たよ、柊ひー！」

「見たね見たね、ボクたちに気付いてくれたね、椿つば！」

　けど、妹たちにはかえって逆効果。ますます二人ふたりで盛り上がって、きゃいきゃい騒さわぎ出してしまった。

　そう、妹。あのおかっぱ頭の二人ふたり組ぐみは、何を隠かくそう俺おれの双ふた子ごの妹、竹たけ中なか椿つばきと竹中柊ひいらぎだったりするのだ。お互い家族でも感心するほどそっくりな顔をしているので、同学年──五年生の間では微妙に有名なコンビらしい。おかげで俺が二人の兄貴なのも部内でバレバレ。こんな風ふうに騒さわがれると、非常に恥はずかしいことになってしまう。

　くそ、あいつら一学期の通知表が悪かったせいで、家に帰ると毎日母かあさんから『勉強しろ！』って怒られまくるからって、こんなところで時間潰つぶすのはマジでやめてくれ。バスケなら、朝の特訓でたっぷり付き合ってやってるじゃないかっ。

　あともう五年生なんだからにーたんって呼ぶな！　普通に兄にいさんって言え！

「竹中、なんとかならないのかあの子たち……」

「す、すみません先生。注意はしてるんですけど」

「ふぅ……まあ良い。練習始めるぞ」

　うう、先生にまで呆あきれられてしまった。

「よし、ストレッチのコンビ組もうぜ…………にーたん」

「うるせぇ！」

　さらに部員の深ふか田だからも追い打ち。ほんと、助けてくれ。

　ちょっとだけ、逃げ出したい気持ちになってくる。でも、そんなのダメだ。せっかくの練習時間を無む駄だにするわけにはいかない。

「よし、平常心平常心……」

　大きく深呼吸して、落ち着きを取り戻す。そうとも、これも逆境に負けないための練習だと思えばいいんだ。いつでも冷静なところを見せれば、部のみんなも俺の事をもっと信頼してくれるに違いない。よし、何事もなかったように、深田と颯さつ爽そうストレッチだ。

「ほれほれ、しっかり関節伸ばせよ～、にーたん！　くふふふふ」

「おー。にーたん、がんばれ」

　という覚悟が、へなへなと全身から抜けていく。

　ぐ、さらに二つ増えた、この女子の声はっ……。

「真ま帆ほっ……！　そ、それに。ひなたっ……」

　ひきつる顔をもう一度玄関に向けると、妹たちの隣となりで制服姿の真帆とひなたが、片方は憎らしく、もう片方は………………憎らしいなんてことは、まあ、なんというか、これっぽっちもなく、にこにこ笑ってはしゃいでいた。

　くそう、何でいるのかは分からないが、ほんと嫌いやがらせさせたら天才だな真帆は！　俺がにーたんって呼ばれるのを止やめて欲しがってるって知ったとたん、自分までにーたん呼ばわり始めやがって。

　しかもひなたまで真ま似ねしてるじゃねーか、お前のせいでっ！　ひなたににーたんなんて呼ばれるのは、呼ばれるのは……………………………………それはそれで。

　じゃなくて！　とにかく真ま帆ほゆるすまじ！

　滾たぎるイライラ。けど部活中なので注意しに行くわけにもいかず、唇を嚙かんでストレッチに集中することしかできない。

「ぐぇ、ちょ……タケ痛いから！　押しすぎ！」

「これくらいやっとかないと怪け我がするんだよ！」

「……とばっちりだ」

　深ふか田だの背中をぐいぐい押しながら、部外者たちの声を頭の中から必死で追い出す。

「ちょっとちょっと、マホ！　にーたんはボクたちのにーたんなんだから、マホがにーたんって呼ぶな！」

「そーだそーだ、あほのマホ！」

「なんだよ～ケチだなつばひー！　あと久しぶりなのにあほとか言うなよ～」

「マホこそつばひーって言うな！」

「まとめるな！」

「ぶー。けんかしちゃだめ」
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　けど、妹たちが真帆に大声で嚙みつき始めてしまったせいで、どうにも集中出来ない。なんか昔から椿つばきも柊ひいらぎも、やたら真帆のことを嫌きらってるんだよな。幼稚園の頃ころから遊ぶときはいつも俺おれにべったりだったくせに、真帆がいるとすぐ機き嫌げん悪わるくして家に帰っちゃうし。気持ちはすごく分かるけど。

「うっせーな、あいつら……」

　つられて、部員たち……特に女バスに良い思い出がない六年生のメンバーも、俺おれと同じく集中力を乱し始めてしまう。ううむ。こりゃちょっと、無視して乗り切るというわけにもいかなくなってきたかも。

「……竹たけ中なか、なんとかしてこい」

「う、うっす」

　なにしろ、小お笠がさ原わら先生の機き嫌げんまで少し悪くなり始めてしまったのだから。ほんと空気読めないよなー真ま帆ほって。おかげで、なんかひなたまで悪いみたいな感じになってるし！　ほんとけしからん！

「おいお前ら！」

　許しをもらったので、キャプテンとして迷めい惑わくな野や次じ馬うまをどかしに向かう。できるだけ力を込めて叫びかけると、

『あっ、にーたん！　えへへ』

　妹たちが声を揃そろえて楽しそうに手を振る。えへへ、じゃないっての……。

「おー。たけなか、ひなたちにご用？」

「サインならやらん！」

「いるか！」

　真帆も相変わらずおふざけモード全開だ。ったく、どーしよーもなく困ったヤツらだな。ひなた以外。

「あのさ、邪じや魔ま。ウルサい。帰れ」

「ヒナ、ナツヒが帰れって」

「ぶー」

「だああ！　ひなたに言ったんじゃねーし！」

「そーだそーだ、帰れマホ！」

「そーだそーだ、帰れあほ！」

「お前ら二人ふたりにも言ってるの！　椿つばきも柊ひいらぎも家帰って宿題やれ！」

　もう嫌いやだ、疲れる……。

「もー、ママみたいなこと言わないでよ～にーたん。今日きようは宿題ないもん」

「宿題ないからにーたんのバスケ見にきたんだもん」

　とりあえずどっちかを追い払ってしまわないとどうにもならなそうなので、いったん真帆は諦あきらめて、まだ素直な妹たちを説得しようとしたのだけど、残念なことに暇ひまらしい。

「いーじゃんいーじゃん見せてやれよナツヒ。つばひーにもバスケの楽しさが伝わればよいことじゃないか！」

　さらに真ま帆ほが横から口を挟はさんできて、俺おれはますます頭を抱える。このあほめ……。そんなこと言ったら、

「ちょっとマホ、えらそーにバスケのこと言うな！　バスケならボクたちの方が先せん輩ぱいだもん！」

「そーだそーだ！　マホが勝手に女子バスケ部つくるずっと前から、ボクたちはにーたんといっしょにバスケの練習してたんだから！」

　ほらみろ、椿つばきも柊ひいらぎもますます怒り出すに決まってるのに。

　実は二人ふたりとも何年か前からバスケに興きよう味みを持ち始めたんだけど、慧けい心しんに女子のチームがないから中学までは諦あきらめて自主練だけしてることに決めてたんだよな。そこにいきなり真帆たちが女バスを新しく作ったりなんかしたもんだから、ずっとおかんむりなのだ。

　ちなみにそれとなく「お前らも入れてもらったら？」と尋たずねてみたことはあるけど、返ってきた答えは『マホの作った部なんて死んでもゴメン！』だった。まあ、意地張っちゃう理由は分かる。

「あれ、そーなの？　あはは、最近ナツヒと遊ばなくなったから全然知らなかった。よし、じゃー今から２対２で勝負するかっ」

「望むところっ！　マホなんかぎったんぎったんにしてやる！」

「わーい。みんなでばすけ」

「ひなたちゃんにだって負けないんだからねー！」

　と、四人は変な風ふうに盛り上がってコートの中に入って行こうとする。おい待て、こら。

「ざけんな！　今は男バスの練習時間だ！　部外者が勝手に……ん？」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れそうになるのをギリギリで我が慢まんして、俺も真帆たちの後を追いかけようと方向転換。

　そして、知らないうちにコートの中でもう一つ別のトラブルが起こってることにようやく気がついた。

　真帆たちの他ほかに、もう二人。どういうわけか女子の生徒が乱入して、一人ひとりはなに考えてんのかわかんないぼーっとした顔で、もう一人は申もうし訳わけなさそうにおどおどと、俺のチームメイトたちと向き合っていたのだ。

　しかも、あのおどおどしてる背の高い方って。

「おー？　かげ、はっけん」

「ほんとだ！　ゲッタンと……おおっ！　あのギンパツのフランスムスメは、もしかしてっ」

　立ち止まった真帆とひなたが吞のん気きな声を出す。そうだ、あのショートカットは袴はかま田だかげつ。ひなたの妹じゃないか。しかもなんか、真帆たちはもう一人のちっこい外人のことも知ってるみたいだし。……おそるべし、なんという引っかき回しネットワーク。

「どうしたんだよみんな」

「いや、どうしたっていうか……うーん」

　とにかく放ってはおけないので輪わの中心に戻り、近くにいた和わ久く井いに事情を訊きいてみる。けど、はっきりとした説明はしてもらえなかった。どうも、チームメイトたちもまだ混乱しているみたいだ。

「なにしてるんだ、妹？」

「す、すみません。それが、その……」

　しかたがないので直接尋たずねてみると、ひなたの妹は困り果ててとなりのちっこい外人のことをちらちら見おろす。

「……？」

　どうやら用があるのはこっちの女子らしいので、話を聞いてみようと顔を向ける。日本語、通じるのか？　とか今さら不安になってきたところで、その外人はゆっくり手を制服のポケットに入れ、四つ折にした半紙のようなものを取り出して、俺おれの目の前で開いてみせた。

　そこに、書いてあったのは。

「えーと。ＤＯＵＪＹＯ、やぶり？」

　声に出して読んでも、しばらく意味が分からなかった。

　ＤＯＵＪＹＯ…………あ、道場？　つまり、道場破り？

「ウィ。バスケぶは、ワタシがいただきます。キャプテン、ワタシとしょうぶ」

　……なるほど、みんなが呆あきれてる訳がようやく分かった。これはほんと、どうしていいのかわからない。

「わはは、ポンジュース！　なんか面おも白しろそうなことやってるじゃん！」

「……オララ。このまえトモカのいえにいたツインテール？　ポンジュース？　それは、ボンジュール？」

「ウィームッシュ！」

「ワタシ、ムッシュちがいマスよ」

「わーい。かげ、もうおともだちになったの？　えらいえらい」

「姉ねえ様さま。は、はい……。姉様に言われた通り、勇気を出してミミさんに自分から話しかけたのですが、なんだか申もうし訳わけないことになってしまって」

　そこに真ま帆ほとひなたも駆かけ寄って来て、ますますしっちゃかめっちゃかな状況に。

　えーと。とりあえず今分かってることを整せい理りしよう。

　まずこの謎なぞの外人は俺たち男バスを道場破りに来たらしくて、かげつはその付つき添そい。

　で、真帆たちは外人と知り合い。

　うん、ぜんぜん整理できん。

「とりあえず、あれだ。お前らみんなまとめて出てってくれ。練習するから」

　整理できないので、今俺が部のために言うべきことを言うしかない。

「何言ってんだナツヒ！　せっかくミミミミが面白いことしようとしてんのに！　受けないなんてとんだヘタレだな！　よしわかった、じゃーヘタレのナツヒに代わってここはあたしとヒナが！」

「わーい。かげと、ミミと、ばすけでしょうぶ」

「待ちなさい！　マホなんかただの部外者じゃない！」

「そーだそーだ！　ここはにーたんの実の妹であるボクたちが、にーたんのピンチを救ってみせるんだから！」

　しかし、トラブルメーカーたちは誰だれ一人ひとりとして聞く耳を持ってくれない。

　なー神かみ様さま。そろそろ俺おれ、キレても良いかな……？

　とうとう我が慢まんの限界を迎えてしまい、俺は大声で怒ど鳴なってやろうとたっぷり息を吸い込む。

「………………お前たち、いい加減にしないか！　部活の邪じや魔まをするなあああ！」

　けど、それより早く、カミナリを落としたのは小お笠がさ原わら先生の方だった。

「うぎゃーカマキリのイカクだ！」

「きゃー。ひな、たべられちゃう」

　ビビりまくった真ま帆ほを先頭に、部外者六人が一斉に外に飛び出していく。わははは、ざまーみろ！

「……って、なんで俺のことまで外に出そうとするんですか先生っ!?」

「連帯責任だ！　ちゃんと全員追い返すまで戻ってくるな！」

　せいせいして大笑いしてたら、なぜか俺まで先生につまみ出されてしまう。ひどい厄やく日びだ！







「つばきー……ひーらぎー……！」

　たまりにたまったイライラを、とりあえずいちばん近くにいた妹たちに向ける。竹たけ中なか家け伝統のお仕置き方法、『こめかみグリグリ』を二人ふたりいっぺんに味わわせてやろうと、両手を広げ並木の方に追い込んでいくと、

「ひぃ！　ご、ごめんなさいにーたん！」

「は、話せばわかるよ。ぼーりょく反対だよにーたん！」

　椿つばきと柊ひいらぎはガクガク震ふるえながら身体からだを抱きしめ合う。ふん、まーこれくらいで許してやるか。

「ねーねーまほ、さきとともかとあいり、教室で待ってる」

「おっといけねぇ！　あんまりのんびりしてちゃダメなんだった！　じゃーなーゲッタン、ナツヒー、つばひー！　ミミミミ、こんどはちゃんとあたしたちとバスケしよーなー！」

「ウィ。……トモカのチームと、バスケ」

「かげ、またあとでね。ひな、すこしおともだちとお話ししてから帰る」

「あっ、はいっ。わかりました姉ねえ様さまっ！」

　そうしてるうちに真帆とひなたは校舎の方に走っていってしまう。あーくそ真帆めっ、相変わらず好きほーだい引っかき回すだけ引っかき回して！　つーかひなたとほとんど話できなかったし！　いやそれは別にいーけど！

「……はぁ。とにかく、お前らがウルサいと俺おれまで怒られちまうんだよ。だからもう部活の邪じや魔ましないでくれ」

『ごめんなさい、にーたん……』

「ご迷めい惑わくかけてしまって本当にすみませんでした、竹たけ中なか先せん輩ぱい……」

　溜ため息いきをつきながら残った四人に注意すると、椿つばきも柊ひいらぎもひなたの妹もしゅんと肩を落す。んー、この感じだともう邪魔はされないか。おっし、じゃあすぐ練習に戻って遅れを取り戻さないと！

「…………ところで、お前。ミミっていったっけ。なんでまた男バスの道場破りなんかしようと思ったんだ？」

　気持ちを切り替えたつもりで動かした足が、なんとなく止まる。……だめだ。やっぱりちょっと気になるな。次の練習の時にまた同じ事されたら困るし、一応話を聞いておくか。

「ショウブ、するため。トモカと、またショウブ」

「トモカ……湊みなとと？」

　小さくて大人おとなしいくせにやたらバスケが上う手まい同級生の名前が出てきて、眉み間けんに皺しわが寄る。やっぱりこのミミって子と、女バスの連中は全員知り合い？　それならなんで女バスじゃなくて、男バスに？　ますますわけが分からなくなってきた。

「ミミさんはバスケがとても上手じようずで、日本に来てすぐ智とも花か先せん輩ぱいと勝負をしたそうなんです。それで、もう一度対戦するため、自分のチームが欲しいと思って、それで、その」

　首を捻ひねる俺に、おずおずとひなたの妹が解説を始めてくれた……かと思えば途と中ちゆうで迷いだして、口を止めてしまう。

「それで、なんだ？　別に怒ったりしないから言ってみてくれ」

「は、はい……。それで、ミミさんは。……男バスをセイアツして自分のモノにして、女子バスケ部に勝負を挑いどもうと思ったそうです」

「なんだと！」

「ひっ、ご、ごめんなさいごめんなさい！」

　いけね、怒ど鳴なっちまった……。ひなたの妹に申もうし訳わけないと思いつつ、しかしまあ。ずいぶんとナメられたもんだな、俺たち。いっそケンカを買ってしまいたい気分になってきたけど、最上級生らしくここはレーセーなところを見せないとな、うん。……連れて戻ったら小お笠がさ原わら先生にちょー怒られるし。

「や、すまん取り乱した。……とにかく、日本じゃ男子部に女子は入れないんだ。部活がしたいなら女バスにでも行けよ」

　こほんと一度咳せきをしてから、少し屈かがんで自分より背の低いミミという五年生に目め線せんを合わせて、この国のしきたりをやさしく教えてやる。

「ノン。おなじチームじゃ、トモカとあんまりショウブできない」

　けど、無表情のまま首を振り返されてしまった。

「そうは言ってもなあ。女子のチームを二つ作るわけにはいかないだろ。いや、もちろんそもそも五年生に男バスを乗っ取らせてやる気なんてないけど」

　気持ちだけならわからないでもないとはいえ、むちゃくちゃだ。外国人って、みんなこんなふうにぶっ飛んだ考え方をするのだろうか。

「ふふ……」

「ふふふふふふふふ……」

　さて、どう言い聞かせたらいいんだろう。なんて迷っていると、脇わきから妹二人ふたりが変な笑い声を漏もらしながら近付いて来た。なんだよもう、次から次へと……。

「今度はどうしたんだよお前ら」

「すごい、その子天才っ！」

「そうだよね、別にバスケがしたいなら『あの』女バスに入らなきゃダメ～なんてルール、全然ないじゃん！」

「……何言ってんだ？」

「作っちゃえば良いんだよ、ボクたちももういっこ女子バスケ部を！」

「そんでそんで、体たい育いく館かんも練習日も、マホのバスケ部と勝負してやっつけて、全部頂いちゃえばいいんだっ！」

　ミミという子をサイドから取り囲んではしゃぎまくる妹たちを見ながら、俺おれは開いた口がふさがらなくなってしまった。

　半分は、突とつ拍ぴよう子しもない話に呆あきれて。

　もう半分は、実現したら面おも白しろそうだな……と思ってしまったせいで。

　なんだかんだ言って、俺は妹たちにも小学生のうちからちゃんとバスケをやらせてやりたかった。ずっとそう思っていた。だから、もし活動の場が出来るのなら、それはそれで……ちょっとくらいは嬉うれしい。

　それに、あいつらにとっても。

　部員が五人しかいなくて公式戦に出られないひなたたちの部にとっても、すぐ近くにライバルチームが出来たりしたら、絶対良い刺し激げきになる。ますます、バスケの難むずかしさとか、楽しさとか、そういうのがきっとわかってもらえる。

　……っていや！　とはいっても別にあいつらにそれほど興きよう味みがある訳じゃないけど！

　ただまあ、ダラダラ目標もなく体育館使われるよりだったら、どんな理由であっても真剣にバスケやっていて欲しいってだけで。いやほんとそれだけなんだけど！

　うん、とにかく。ミミという子の実力はわからないけど、妹たちなら俺から見てもなかなかのレベルにあるわけだし。実現したら結構面白いことになるんじゃないか……？

　実現、すればの話だけどなー。

「えーと、ミミだっけ？　どうかなっ、ボクたちとチーム作ってみない？」

「ウィ。トモカとショウブできれば、なんでもいい」

「決まりっ！　今日きようからボクたち四人は悪の組そ織しきを倒す正義のバスケガールズだ！」

「四人っ!?　ちょ、ちょっと待って下さい！　私は姉ねえ様さまと敵対なんて、そんな裏切るようなこと絶対にムリです！　そればっかりはお付き合いできませんっ！」

　勝手に盛り上がる椿つばきと柊ひいらぎに、確かく認にんもなしで数に加えられてしまったひなたの妹が焦りまくって抗こう議ぎする。そりゃそうだよな、いつもひなたのこと心配しまくってる良いやつだもんな。姉さんと別のチームになんか、入ろうとするわけがない。

　……けど、でも。

　はー。しょうがない、何かのついでだ。ちょっくら俺おれが、助け船出してやるか。

「なー妹」

『なになに、にーたん？』

「お前達じゃない。ひなたの妹……えーと、かげつ」

「は、はい……？」

「さっきひなたが言ってたこと、覚えてないか？」

「言ってたこと、ですか……？　も、もちろん姉様のお言葉なら全部記き憶おくしていますけど」

「じゃあ、思い出してみろ。さっき真ま帆ほが勝負だーって盛り上がってたとき、ひなたも一いつ緒しよに喜んでたろ。『かげと、バスケで勝負できる』って」

「…………あ」

　ここにいるやつらの中でいちばん背が高い下級生を見上げながら、大事なことに気付かせてやる。

　そう、ひなたなら、もしかげつが別のチームで戦いを挑いどんできたとしても、絶対怒らない。むしろ、喜ぶ。妹が自分の事をどう思ってるかなんて、当たり前のように理解してるから。その程度のことを裏切りだなんて思うやつじゃない。

「それにな、これは偶然聞こえてきただけで、断じて盗み聞きしたわけじゃないんだが……」

「にーたん、顔赤いよ？」

「うるさい黙だまってろ！　……こほん！　偶然聞いたんだが、ひなた、お前が最近バスケの朝練に付き合ってくれて、しかもどんどん上う手まくなってるって、喜んでたぞ」

「…………」

「かげつにしたって、少しずつバスケに興きよう味み出てきてるんじゃないか？　やってみたいと、思い始めてるんじゃないか？　もしそうなら、いちばん姉さんのためになるやり方を選えらぶのも、アリだと思うぞ。……必要だ。ひなたには、今の女バスには。わかりやすい目標が」

「ねーにーたん。かげつちゃんの説得してくれるのは嬉うれしいけど、なーんかマホたちの味方っぽくない？　言ってること」

「んなわけあるか！　も、もちろん俺おれはただ真ま帆ほたちがぼろ負けするところを見たいだけなんだけどな、あははははは！」

「だよねっ！　さすがボクたちのにーたん！」

　リレーのように茶ちや々ちやを入れてくる妹たちに本音をごまかす……じゃなくてちゃんと真意が伝わるように高笑いで宣言。そうしている間も、かげつは少し俯うつむいて物思いにふけっていた。

「……噓うそは、つきたくないので。姉ねえ様さまに、直接訊きいてみます。私が、別のバスケチームに入ったら、どう思うか」

　それから、ずっと下がり気味だった細い眉まゆ毛げをようやく持ち上げ、こくりと頷うなずく。

「そーだな。それが良いだろ」

　ま、俺がしてやれるのはここまでか。あとは成り行きに任せておけばいい。

「うんうんっ、じゃー改めてよろしくねかげつちゃん！」

「あ、あの……ですからまだ入ると決めたわけでは」

「これで四人か～。とりあえずあと一人ひとり見つければ勝負は出来るね！」

「うう、話を聞いて下さい……」

　盛り上がる妹たちをちらりと見てから、今度こそ体たい育いく館かんに戻る。さーて、練習練習。

「もうヒトリ。ツバヒーは、もうひとりバスケできるひとしってる？」

「それが残念ながら、全然いないんだよね──ってこら！　ツバヒー言うな！」

「こんどまとめたらお仕置きだからね！　……まっ、一人だけなら手当たり次第に誘さそえばきっと見つかるって！」

「あのう……だから私はまだ……」

　俺もバスケが好きそうな女子なんて他ほかには全然知らないしな。せいぜい見つかることを祈っておいてやろう。

「あ」

　いや、待てよ。思い出した。

　……そういえば、あいつ。

　少し前に、偶然体育館で出くわした、椿つばきでも柊ひいらぎでも、かげつでもミミでもない、まったく別の五年生の女子。

　あの時あいつが『やっていたこと』って、はたして本当に本人が言っていた通り、ただの気まぐれだったのだろうか。

「仕方ねぇ、出血大サービスだ」

　振り返らないまま、ぼそりと独ひとり言ごと。うし。明日あしたの朝早起きして、久しぶりに学校一番乗りを目指してみるか。そんで、もう一度確たしかめてみよう。

　それにしても、もし。

　もし、明日あしたあの女子とまた会えて、その気にさせられたとしたら。

「こりゃまたずいぶんとインネンだらけのチームになるな、はは」

　やっとのことで体たい育いく館かんに戻って、先生に頭を下げて部活に参加させてもらえるようお願ねがいしている間、知らず知らずのうちに顔がにやついてきてしまうのを我が慢まんするのに、俺おれはすごく苦労した。
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「行ってきます」

　次の日の朝。妹たちを起こさないように注意しながら、いつもよりだいぶ早く家を出る。

　慧けい心しん学園の開門は七時。この時間を過ぎれば、始業のベルが鳴るまで俺たち生徒は好きに体育館やグラウンドで遊んで良い。

　だからその気になれば、家がすぐそばにある俺の場合、誰だれよりも早く学校のゴールを使って朝練をすることもできるんだけど、独ひとり占じめなのはせいぜい三十分くらいで、そのうち少しずつ人が増えてきて満足にトレーニングできなくなるので、いつもは時間ギリギリまで家のゴールを使って妹たちと特訓している。

「ふぁ～あ」

　こうしてまだ誰もいない中庭を、眠気と戦いながら突っ切って体育館を目指すのは、うっかりゴールを壊こわしてしまって、修理から戻ってくるのを待っていた時以来だ。あの日も椿つばきと柊ひいらぎは寝坊して、仕方ないから俺一人ひとりで練習しに行ったんだよな。

「つってもその時と違って、今日きようはあえて起こさなかったんだけど」

　あとで、ぎゃーぎゃー文句言われるかも。勝手にやってることなんだけど、まったく割に合わないよな。

「ん……一番乗りじゃ、なかったか」

　体育館のすぐ近くまで辿たどり着くと、中からボールの跳はねる音が伝わってきた。誰かがもう、練習を始めている。

　俺はどこぞのロリコンと違って後ろめたいことなど何も無いので、どうどうと正面玄関を開いて、コートに靴下で立つ。

　ぐるりと首を捻ひねると、やっぱり、いた。

　手前左手側のゴールで、あの時と同じ女子生徒が、あの時と同じく黙もく々もくとロングシュートを打っては自分でボールを拾ひろいに行き、またたっぷり距きよ離りを開けてはシュートを放つ。そんな練習をひたすら繰くり返していた。

　……いや、待て。同じじゃないぞ。成功率が段違いだ。さっきから、面おも白しろいようにシュートが決まってやがる。ほんの数ヶ月で、すごい進歩だと素直に思った。

　しかもいつの間にやら、足元が普通の内うち履ばきからバスケットシューズになってるし。見た感じ、だいぶ新しそうだな。それこそ、つい先週買ったばかりとか言われても納なつ得とくするくらい、ぴかぴか白く光っている。

「あいかわらずロングシュートばっか練習してるのか。……藤ふじ井い雅まさ美み」

　たっぷり感心してから、声をかけてみる。そいつ──藤井はもう俺おれがここにいることに気付いていたのか、あんまり驚おどろきもせず足を止めてちらりとこっちを見て、

「練習とかじゃなくて……こんなの別に、ただの気まぐれです」

　初めて出くわしたときと同じ台詞せりふを返して、またすぐシュートに集中しはじめた。

　……うそつけ。気まぐれで来てるやつと、こんな風ふうに二連続で会うわけないっての。

　知ってるんだぞ、俺は。お前が、昔から紗さ季きのことをライバル視してることを。

　何年生の時だったか。体育祭でやたら紗季に嚙かみついてくる下級生がいて、なんか面おも白しろかったから事情を訊きいてみたことがあるんだ。だから俺は、このポニーテールのきつい顔つきをした女子が。藤井雅美が、永なが塚つか紗季のことを敵だと思っているって、知っている。

　あー、そっか。藤井がロングシュートばっかり練習してるのって、もしかしたら紗季が球技大会の時とかにシュートを決めるところを見たからなのかもしれない。

　そんで『自分はもっと遠くから決められるようになる！』なんて、対抗心を燃もやしちまってるんじゃないか。

　……もったいねーなー。ミニバスは三点になるロングシュートのルールがないし、きっとこの練習だけしかしてないんだろうから、ドリブルとかは出来ないんだろうし。ちゃんと部に入ってりゃ、こんだけのやる気ならもうわりと良い選せん手しゆになってたかもしれないのに。

　それでも。

　ずぶのシロウトよりだったら、ずっとマシ。……いや、一つのことだけしか出来ないんだとしても、このロングシュートなら、しっかり武器になる。

　妹たちのチームメイトとして、俺が知ってる中では間違いなく最適だ。

「ま、気まぐれでもなんでも良いけどさ。いつ、どうやってそのウデを見せつけるつもりだ？　……紗季に」

「っ!?」

　ぼそりと呟つぶやくと、藤井は今度こそちゃんと足を止めて、俺を睨にらみ付けながらこっちに歩いて来た。……ちょっとだけおっかない。

「紗季のこと、知ってるんですか？」

「同級生だし」

「そうですか。……まあ、だからって関係ないですけど」

　タイの色で俺が年上だってわかってるからか口く調ちようは敬語だけど、むしろ敬語だからこそなんか威圧感のあるしゃべり方だ。おかげで次にどう切り出せばいいのかよくわからなくなってしまった。

「失礼します。今のうちにたくさん練習しておかないと、どんどん人が来てしまいますので」

「待てよ。……紗さ季きと勝負できるチャンス、俺おれが知ってるって言ったらどうする？」

「勝負？」

　やっぱり練習なんじゃん、というツッコミを我が慢まんして背中にもうひと声かけると、藤ふじ井いはものすごい勢いで引き返してきた。どうやら紗季のことが憎いのは、相変わらずのようだ。なんかあいつも災さい難なんだな。

　ま、俺が同情してもなんにもならないし。ならせっかくだから、逆に面おも白しろくしてやる。

「５－Ａに、竹たけ中なかっていう双ふた子ごの女子がいる。そいつらに言ってみな、『バスケがしたいです』って」

「双子の、竹中さん？　その二人ふたりなら知ってます。伝えれば、どうなるんですか？　それに私はバスケがしたいわけじゃなくて、紗季に勝ちたいだけなんですけど」

「同じ事だよ。言えば勝手に紗季との対戦も決まる。もし噓うそだったらすぐ辞やめればいい」

「…………」

　決めあぐねているのか、親指を嚙かんで俯うつむく藤井。もう一押し、しておくか。

「あと。もし、その勝負で負けたら。紗季はきっとどんなことより悔くやしがると思う」

「……どんな、ことより？」

「ま、別に強制はしないけど。俺が言いたいことはそれだけだ。あとは自分で決めればいーさ」

「あっ！　………………紗季と、勝負」

　目的をとげたので、もう長居は無用だ。俺は返事も聞かずくるりとＵターンして、正面玄関からさっさと外に出る。

「げ、しまった」

　そして遅れて気付いた。スカウトとは別に、よく考えたら自分も練習するつもりで体たい育いく館かんに来てたんじゃん。今さら中に戻ったらかっこ悪すぎるぞ。

「仕方ない。家に引き返して、椿つばきと柊ひいらぎ起こして練習するか……」

　すごい二度手間になってしまったことにうんざりしながら、溜ため息いきをひとつ。

　まあ、でも。

　これできっとあいつら女バスも、もっともっとバスケに夢中になってくれるかもな。

「……って、別に俺あの部のことなんかどうでも良いし！　よっしゃ、妹たちが勝てばあいつら赤あかっ恥ぱじでいい気味だ！　わ、わはははは！」

　一いつ瞬しゆん浮かんだ変な気持ちを追い出すためぶんぶん頭を振ってから、自分ちにむけて走り出す。

　とりあえず、勝手に出かけたから機き嫌げん悪くなってるはずの妹二人をあやさないとなー。

　ほんと、兄貴はつらいぜ。
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『たぁのもおおおおおおおおッ！』

　智とも花かの誕たん生じよう会かいも大成功に終わり、平へい穏おんな日常を過ごしていた週半ばの水すい曜よう日び。慧けい心しん学園初等部の体たい育いく館かんで女子バスケ部の活動を開始すべくメンバー全員でステージ側のコートに向かっていると、盛大な叫び声が真後ろから響ひびいた。

「…………？」

　何事かと思い振り返ってみれば、いつの間にか体たい操そう着ぎ姿で寄より添そう五人の少女がすぐ近くまで迫っているではないか。

「え、ミミちゃん!?　それにかげつちゃんに、あの子は確たしか」

「ま、雅まさ美み……？」

　やっぱりそうだ。隣となりで驚おどろく紗さ季きの顔を見て確かく信しんする。冷たい瞳ひとみで俺おれたち……いや、紗季を睨にらみ付けているポニーテールの彼女は、智花の誕生日プレゼントを買いに行った日に遭そう遇ぐうした子、藤ふじ井い雅美さんで間違いない。

「ミミちゃん……え、ええとっ。こ、こんにちは？」

　混乱が、どんどん浸しん透とうしていく。しばしきょとんと言葉を失っていた智花も、来訪者に知人が多く含まれることを知って言葉を模索しだす。

「か、かげちゃん。ひ、ひなちゃんにご用事、かな……？」

　愛あい莉りも同様に、困り笑いを浮かべながらいちばん事情を訊ききやすいであろうかげつちゃんに質問をしてみてくれる。

　しかし、どうしたのかかげつちゃんは申もうし訳わけなさそうに眼めを逸そらすばかりだった。なんだろ、向こうの五人から漂ってくるこのただならぬ迫力は。

「わーい。かげ、いらっしゃい」

　そんな中、ひなたちゃんだけはいつも通りのエンジェリック・シュプリーム・スマイルだ。まるでかげつちゃんがやってくるのを知っていたかのようだが、本当に言葉通り遊びに来てくれたことを喜んでいる、という可能性も捨てがたく。ひなたちゃんマスターを志す俺ではあるが、まだ修しゆ行ぎようが足りずちょっと判断が付かない。

「およ？　どしたのつばひーまで。あ、わかった！　ナツヒの見学に飽あきてあたしたちのバスケを見に来たのか！　うむうむ、よい心がけであるぞ」

　真ま帆ほもまた多少は驚いているようだが、すぐ持ち前のポジティブさを発揮してあっけらかんとミミちゃんたちに歩み寄っていき、異彩を放つ集団の中でもひときわ目立つ、あまりにもそっくりな外見をした二人ふたりの前で胸を張って何度も頷うなずいてみせた。

「そんなわけないでしょ！　あとつばひーゆーなっ！」

「誰だれがあほの玉転がしなんか見に来るかっ！」

　間かん髪ぱつ入いれず、にべもない否定。二人は動きを完かん璧ぺきにシンクロさせて真帆に人差し指をずびしぃと突きつける。

　たぶん、双ふた子ごさんだよな。本当に良く似ている。幸いにして日本人形のように切りそろえられたおかっぱの髪の色あいが微妙に違うから、見間違えることはなさそうだけど、あまりの相似に状況を把は握あくすることすら忘れて感嘆の息を漏もらしてしまいそうだ。

『ボクたちは、お前ら女バスの道場破りに来たんだっ！』

　などと吞のん気きなことを考えているうち、双子さんから揃そろった声で語られる驚きよう愕がくの事実。

　え、道場……えっ？

「よっし、行くぞみんな！　エース、竹たけ中なか椿つばさ！」

「同じくエース、竹中柊ひいらぎ！」

「フランス、ミミ」

「……スナイパー、藤ふじ井い雅まさ美み」

「え、ええと……。姉ねえ様さまの妹の、袴はかま田だかげつです……スミマセン……」




『──五人揃って、ボクたちが真・慧けい心しん女子ミニバス部だあっ！』




　思考が追い付かずフリーズしていると、謎なぞの五人組はおもむろに頷うなずき合ってから、力強く拳こぶしを突き出して名な告のりをあげた。一糸乱れぬその動き、たゆまぬ練習の軌跡が見て取れる。かげつちゃんだけはやたら恥はずかしそうで顔が真まっ赤かだけど。

　さておき、竹中……？　双子さんたち、今『竹中』って名乗ったか。え、まさか、もしや。

　しかも、『真・慧心女バス』だって？

　うん。疑問は膨ふくらむばかりだが、とりあえずトラブルの気配けはいだけは眼を閉じても伝わって来るほど色いろ濃こくなってきたな……。

「おいおい何言ってんだ。女バスならあたしたちじゃん」

「そんなの、マホが勝手に作っただけだし～。ならボクたちが別の女バス作ったっていいに決まってるし！」

「えー早い者勝ちだろー」

「バスケ始めたのはボクたちの方が先だし！」

「す、昴すばるさん……」

「とりあえず、もう少し話を聞いてみよう」

　現れた五人の目的が少しずつ伝わって来るうち、智とも花かたちの表情に不安の影かげが宿り始める。うむ、保ほ護ご者しやとして戸と惑まどってばかりもいられないな。

　しかし真ま帆ほとの押し問答からしてどうやら首しゆ謀ぼう者しやはあの双子さんみたいだけど、俺にはまったく面めん識しきがないから何から尋たずねて良いものやら。参ったな。

「──話は済んだか？」

「あっナツヒ！　ねーなんとかしてよ。お前のイモートたちがおかしくなってイモータルコンバットって感じなんだよ～」

『ボクたちは大まじめだっ！』

　そこにむっつり顔で現れたのは、敵かそれとも味方か。ツンツン頭を揺ゆらしながら遅れて登場した竹たけ中なか夏なつ陽ひを見て、どうあれ少し安あん堵ど。とりあえず、意図を尋たずねるなら最も適任そうだ。やっぱり双ふた子ごさん、竹中の妹みたいだし。……まさかそんな隠かくし球だまを持ってやがるとは。

「お前からちゃんと説明してくれないか、竹中」

「めんどくせーなー。……ま、いいや。説明なんて大げさなもんは必要ないよ。ただ俺おれの妹たちがもう一個女子のミニバス部を作って、お前らから練習時間と場所をイタダキに来ただけだ」

「そんな……」

　さらっと告つげられた横おう暴ぼうに、息を吞のむ愛あい莉り。そりゃまた、無む茶ちや苦く茶ちやな話だなー。

「頂くって、どうやって私たちから奪うばうつもり？」

「決まってるだろ、試合だ試合。お前らと、妹たちのチームで勝負して、勝った方が体たい育いく館かんを使う」

　あきれ加減の紗さ季きに対しても、竹中は飄ひよう々ひようと無理を言ってのける。まあ、一度女バスと男バスで同じようなことをしているから、いちがいに出鱈目でたらめだと切り捨てられない面もあるにはあるが。

「おにーちゃん。たいへん。ひなたち、がんばらないと」

　態度を決めかねていると、未いまだ満面にこにこ顔のひなたちゃんにつんつん袖そでを引かれる。あはは、どうやらかげつちゃんがやってくること、やっぱり知ってたみたいだ。そりゃひなたちゃんの許可なしに、こんな大胆な行動に出るとは思えないしな。

　そうか、ひなたちゃんは、許したか……。

「ミミちゃん。ミミちゃんは、どうして新しいチームに入ろうと思ったの？」

「トモカと、ショウブしたいから」

　確たしかめたいことがあって俺が訊きくと、銀ぎん髪ぱつの少女は淡たん々たんと即答。なるほど、な。要するに肩を並べるよりも競きそい合う立場を選えらんだが故ゆえの、対立か。

　ひなたちゃんもまた、楽しそうと思ったのだろう。経けい緯いはわからないけど、かげつちゃんが競きよう争そう相手となることをむしろ望んだから、今日きようこうして相あい対たいすることを、よしとした。

　さて、それならばコーチとしては、どうすべきか。取り合わず退しりぞけるのは、たやすい。『真・女バス』とは言っているが、確かく実じつに学校から許可をもらったチームではないだろうし、顧こ問もんの有う無むなど手続き面での不備を指摘すれば、反はん論ろんできまい。

　でも、あえて。

「みんな、どうしようか？」

「ん、勝負？　いいよん、してあげよーよ！」

　ひとまず子どもたちの意見を伺うかがうために五人の顔を順番に見つめると、今まで一番強く反発を示していた真ま帆ほがまっさきに破顔して、腕を頭の後ろに組んで首しゆ肯こうした。

「受けましょう、長は谷せ川がわさん。上級生として、わがままを窘たしなめないと」

　溜ため息いき混じりながら、紗さ季きも拒否はしない。というか密ひそかに瞳ひとみを輝かがやかせて、無関心を装よそおってはいるがわりかし楽しそうである。

「わたしは、その…………はい。わたしたちのバスケ部は、たいせつな場所なので。みんなで守りたいです」

　おお、愛あい莉りもまったく尻しり込ごみしないとは。夏休みの成長を今再び実感して、じーんと俺おれの胸も熱あつくなる。

「おー。ひなも、がんばる。かげにまけないように、たくさんしゅーと入れる」

　ひなたちゃんは、もちろんちょー前向き。健けな気げに片手を突き上げる仕し草ぐさがちょーかわいい。

「智とも花かは、どう思うかな？　ミミちゃん、智花とまた対戦したいから、あえて別の、新しいチームに入ることにしたみたいだけど」

　残るは、エースの意向のみ。

「…………やりますっ。ミミちゃんに負けないように頑がん張ばって、私たち五人で戦って、勝ってみせますっ」

「ん！」

　答えは、是イエス。智花だけはミミちゃんの実力を目まの当あたりにしているから、他ほかの子たちよりもきっとその決意は重い。それでもなお、目の前の降って湧わいた試練に、仲間たちと共に立ち向かうことを選えらんでくれた。

　結局のところ、飢うえていたのだろう。智花たちもまた、新たな挑戦に。

　今まで成長を見守ってきた俺と同じか、それ以上に。

「竹たけ中なか。今日きようじゃ急すぎだ。だから明後日あさつて、金きん曜よう日びの練習時間にもう一度来てくれないか。それまでに整ととのえておくよ。……試合の用意」

　とはいえ今すぐでは心の準備が完全にはできないので、日取りを改めてくれないかお願ねがいすると、

「だとさ。それでいーか。椿つばき、柊ひいらぎ」

「ま、しょーがないか」

「明後日、逃げたら承知しないからねっ！　それじゃー今日はせーぜー最後の部活を楽しむと良いよ、あほ！」

「こらあほってゆーな！」

『別にマホに言ったって言ってません～！　ぷくくく～！』

「ぐぎぎぎぎ」

　思ったよりもあっさり受け入れてもらえた。相手の方も、半ばそのつもりだったのかもしれない。

「……紗さ季き。絶対勝つから。勝って、今度はあんたの泣きそうな顔、写真に収めてやるから」

「はぁ……。ほんとになに考えてるのよ」

　引き返した竹たけ中なか兄妹に続き他ほかの下級生たちも立ち去ろうとする中、一人ひとり立ち止まって紗季を睨にらみ付ける雅まさ美みさん。げんなりしてる紗季がちょっと気の毒だが、それにしても。

　この少女も敵チームに名を連ねているということは、密ひそかにバスケの経けい験けんがあったのだろうか。それとも、初心者ながら紗季に対抗して始めてみることにした？

「あ」

　いろいろ考えているうち、今さらながら思い至る。この前紗季と出かけて雅美さんに出くわした時の違和感の正体に。

　そうだ、あの時雅美さん、俺おれの事をいきなり『コーチ』って呼んでた。まったくの初対面だったはずなのに。それで、なんだか引っかかったんだ。

　……ふむ。ひとつわかることとしては。どうやら雅美さん、何かの拍子に俺込みで女バスの活動を眼めにしたことがあるようだな。つまり紗季が今バスケというスポーツに夢中であることはよく知っている。

　その上で、この静かな自信か。ずぶの素人しろうとなんて、油ゆ断だんはしない方がいいかもしれない。

「それじゃ。時間が空あいたし、私は貯金を下ろしていちばん画素数が多い最新のデジカメを買いに行くことにするわ」

「雅美！　……ああもう。良いわ、わかった。受けて立って、バスケで、もう一度やり直す。雅美と、私を。……ふふ」

　去りゆく雅美さんの背中を見つめながらひとりごとを呟つぶやき、最後には微笑ほほえみを見せる紗季。うん、そうだな。スポーツを、バスケを通じてなら、不幸にも生まれてしまった溝みぞを埋めることも可能かもしれない。紗季個人にとってもなお、あの子たちと戦うことには、きっと意味がある。

　しかし、まあ。

　ミミちゃん。竹中椿つばきちゃんに柊ひいらぎちゃん。かげつちゃんに、そして、雅美さん（彼女だけは雰囲気的にちゃんづけし辛づらい）。

　何の因果か、面おも白しろそうな人材が揃そろいも揃ったものだな、いろんな意味で。

「さて。とりあえず練習しようか」

「そうですね。気持ちを切り替えて、やるべきことをやりましょう」

「さんせーさんせー！　でもいきなり試合とか参っちゃうな～、くふふ」

「あはは……。真ま帆ほちゃん、嬉うれしそう」

「おー。ひなも、楽しみ」

「……負けられない。みんなで、勝つために。私も頑がん張ばらないと」

　しみじみ息を漏もらしながら教え子たちに問うと、紗さ季きは呆あきれ笑わらいで、真ま帆ほは口く調ちようとは裏腹に喜色満面で、愛あい莉りは緊きん張ちようと静かな覚悟を同居させたように冷や汗まじりで、ひなたちゃんは普段ふだん通りにこにこと、智とも花かは真剣極きわまりない顔で、思い思いに同意を示してくれた。

　うん。俺おれも当日までいろいろ、できる限りの準備はしておくか。

　誰だれにとっても、一番良い形で事態の終着を目指す意味でも。

　そう、誰にとっても……な。
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　時の流れは速く、あっという間に丸二日が過ぎて金きん曜よう。約束した、試合の日が訪れた。

　まあ、早く感じるのは昨日きのうの内にいろいろ走り回ってたせいもあるのだろうけど。

「またせたなっ！」

「今日きようがマホたち旧・女バスの命日だっ！」

　ほどよい緊きん張ちようを感じながら、俺おれも含めた六人で相手の到着を待っていると、既すでに体たい操そう着ぎとブルマ姿の新しん興こう勢力たちが正面玄関から飛びこんできた。話によるとどうやら向こうは全員五年生らしいので、以後『五年女バス』と呼ばせて頂く事にしよう。

「勝手に旧とか言うな～。あたしたちが今までもこれからも、ホンモノの女バスだし」

『ふん、そんなことを言ってられるのも今のうちだけだぞっ』

　じとりと半眼を向けた真ま帆ほに、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんが声を揃そろえて不敵に笑う。はは、すごい自信だな。さて、この自信。はたしてメンバー五人で総合的に練習や試合を経けい験けんしたうえでのものなのだろうか。……俺としては、むしろ密ひそかにそうであることを祈っているのだが。

　ただ、どうあっても油ゆ断だんは禁物。バスケというスポーツは、殊ことに短期決戦においてはとんでもない番狂わせがしばしば起こってしまうものなのだから。万が一敗北すれば、俺たちは多くのものを失う。たとえ相手が正規のチームじゃないとしても、それを言いい訳わけに居直りなんてできない。

　絶対に、負けられない。

「おい変態、さっさとはじめよーぜ。口げんかさせてても時間の無む駄だだし」

「誰だれが変態だ」

　遅れて、制服のポケットに手を突っこんで竹たけ中なか夏なつ陽ひも登場。この少年が、とりあえずは五年女バスのまとめ役として働いてくれそうだな、それは非常に助かる。

「まーさておき、竹中が来てくれて良かったよ。審しん判ぱん、俺と一いつ緒しよにやってもらえるか？　監かん督とくと兼任だとだいぶ忙しくなるけど」

「もちろんそのつもりだ。それに別に監督なんて、そんなする気もないし」

「……そっか。とにかくサンキュ。じゃあ始めるか。ルールは、前言った通り」

「ああ。俺たちの時──男バス対女バスで勝負したときと同じ、だろ？」

　苦々しげに、かつての死し闘とうを例に出す竹中。思い返せば、あれからもう半年近くが経たとうとしているのか。当時はまさか、思わなかったな。この少年と、ここまで関係が長く続くなんてこと。

「うん。問題なければそれでいこう。じゃ、あっちのリング使って身体からだほぐして来てくれ、試合開始は、十五分後」

「あいよ。ほら来いお前ら、ウォームアップだ」

『らじゃーにーたん！』

「にーたん言うなっつってんだろ……」

　む。なんか今、竹たけ中なかに対するそこはかとないシンパシーが。去りゆく漢おとこの背中に思わず応援の声を響ひびかせそうになったが、すんでのところで我が慢まん。それよりも今は自分の職しよく務むをまっとうしないと。

「よし、身体からだは温まったね」

　教え子たちにストレッチやシュート練習を軽くこなしてもらってから、円陣に加わり全員と瞳ひとみを交差させる。

「智とも花か。みんなのこと、よく見てあげてな」

「はいっ！　昴すばるさんに教えて頂いたチームプレーを、全部出し切れるように頑がん張ばります！」

「紗さ季き。今日きようのゲームメイクはひとまず完全にお任せするよ。自分の思った通りに、攻こう撃げきパターンを組み立ててみてくれ」

「ふふ、ちょっとだけ不安もありますけど、長は谷せ川がわさんの言葉を思い出してやってみます」

「真ま帆ほ。点取りまくって、守りまくれ。本能のままにはじけちゃえ」

「うんっ、そーゆーのは得意！　さすがすばるん、わかりやすい作戦あんがとっ！」

「愛あい莉り。みんなが助けてくれるからな。だから遠えん慮りよしないで、どんどんシュート打って良いぞ」

「は、はいっ。外すのを怖がらないで、積せつ極きよく的てきになれるよう頑張ります」

「ひなたちゃん。かげつちゃんのこと、またいっぱい驚おどろかせちゃおうか」

「おー。かげにも、おにーちゃんにも、すごいねってほめてもらえるようにがんばる」

　今回の対決。俺おれの中で定めた第一のテーマは『自主性』。あえて細かな作戦を伝えず、子どもたちに自みずから考え試合を組み立て、自ら良いリズムを造り出してもらう。

　手抜きだというそしりは、謹つつしんで受ける。それでもなお自由な思考で、想像力の限りを尽くして対戦相手と向き合って欲しいのだ。

　それが出来たらきっと、ますますバスケの楽しさに気付いてもらえる。この勝負の意味が、また一回り大きくなる。

「ん！　それじゃあ、行こうか！」

『はいっ!!』

　五人共がやる気で満ち、かといって過度なプレッシャーに苛さいなまれてるわけでもないベストコンディションであることを確かく認にんして、いざセンターサークルへ。既すでに整せい列れつしていた五年女バスの正面で、こちらもまっすぐ横に並ぶ。

「にーたんに毎日教えてもらってるボクたちのバスケ」

「たーっぷり見せつけて、マホのこと泣かしちゃうもんね！」

「姉ねえ様さま。……約束通り、手は抜きません。必ず全力を出します」

「見てなさい、紗季」

「トモカ、こんどはまけない」

　眼めを合わせるなり挑発や決意を次々と口にする下級生たち。一方我われらが本家女バスは、静かな自信と共に無言を貫いている。

「じゃあ、お互いに礼。フェアプレーで、良い試合にしよう」

『よろしくお願ねがいしますっ！』

　しばしの対たい峙じを終えて、いよいよゲームスタート。お互い一礼を交かわし、最初の攻こう撃げき権けん争い──ジャンプボールへと移る。

「ジャンパーは……この中だとかげつか。ま、それで勝負が決まる訳わけじゃねーし、気楽にな」

「はい、わかりました」

　竹たけ中なかに促うながされ、サークルの中心に躍おどり出たのはかげつちゃん。半ば、この争いは諦あきらめているかのような言い口だけど、それも仕方ないか。

「愛あい莉り、お願ねがいするね」

「は、はいっ」

　いくらかげつちゃんが五年生にしてはかなり背の高い方とはいえ、うちのセンターとは10cm以上違うからな。いくらなんでも分が悪すぎる。

　とはいっても、あえて愛莉以外にジャンパーを務めてもらうなんてことはしないけど。そんな理由もない手加減、本気で挑いどんできてるチームに対し失礼だ。

「ご、ごめんねかげちゃん」

「そんな、謝あやまらないで下さい。全力でお願いします、愛莉先せん輩ぱい」

　それに愛莉のメンタルも、もう昔とは違う。今ならば、ジャンパーをお願いしないで俺おれが気を遣つかったと思わせる方が、逆に悲しませてしまうような気がする。

「さあ、始めるよ」

　だから、これで良いはず。後は何も言わず愛莉とかげつちゃんの間に立ち、小学生用の五号球を手に乗せタップの体勢に。

「えいっ！」

「っ!?」

　無事、ボールを真上に舞まわせることが出来た直後、鮮せん烈れつな驚おどろきがコート内に迸ほとばしった。

　確たしかに、ジャンプボールを制したのは愛莉……なのだが、かげつちゃんの肉にく薄はくぶりがすごかった。おいおい今、掌てのひら一つ分くらいの差しかなかっただろ。身長差を踏まえると、垂直跳とびの高さと飛び上がるタイミングの的てき確かくさはかげつちゃんの方が上だったってことか……！

　前も思ったけど、やっぱり姉も妹も、種類の違う素す晴ばらしい才能を持っている。

「わーい。ひな、とった」

「ナイスひな！　いったん貸して」

「おー。さき、よろしく」

　意外な敢かん闘とうに気持ちがたかぶる中、ひなたちゃんが確保したボールを紗さ季きが運んで、こちらの進軍開始。さあ、相手のディフェンスは、と。

「んん……？」

　なんか、なんというか。

　すさまじく……いびつだ。

「絶対マホのことおさえるよ、柊ひー！」

「一点だって決めさせないもんね、椿つば！」

「おっ、やるな！　一発でエースが誰だれか見抜くとは！」

　まず竹たけ中なかさんちの双ふた子ごさんが、真ま帆ほにいきなりのダブルチーム。確たしかにこちらの攻こう撃げきの要かなめではあるのだけど、戦略としてはちょっと頂けない。竹中姉妹、思ってた以上に真帆に対して遺い恨こん持ちなのだろうか。

「よろしくお願ねがいします、姉ねえ様さま！」

「おー。まけないぞ」

　そのうえ、かげつちゃんがお姉さんにマッチアップしている。ここは明らかにミスマッチ。気持ちは分かるんだけど、やはり作戦としては……。

　ミミちゃんが智とも花かに、雅まさ美みさんが紗季に、というマークは的てき確かくであるものの、いかんせん現状、トップクラスでフリーにしてはいけない選せん手しゆが、完全ノーマークとなってしまっているのであった。

「雅美、手加減はしなくて良いのよね？」

「ふざけないで！　当たり前でしょ！」

「そう……。じゃあ、愛あい莉り！」

「あっ!?」

　山なりのボールで、ゴール下の最終防ぼう衛えい地点であるポストライン間ま際ぎわまで迫っていた愛莉の許もとへ、紗季からパスが通る。その前方に、障しよう壁へき、まるでなし。

「……あ、あのう」

　困り果ててこちらにアイコンタクトを送ってきた優やさしい少女に、俺おれは渋じゆう面めんで頷うなずきを返す。うん、とりあえずしょうがない……。遠えん慮りよなく決めさせて頂いて、危き機き感かんを植え付けるしかあるまい。

「んっ！」

　迷いを挟はさんでもなお誰だれ一人ひとり進路を阻はばみに来ないのを知り、愛莉も覚悟を決めてドリブル、レイアップ。練習通りの危なげないランニングシュートで、こちらに初得点をもたらしてくれた。

　さて、ここからどうなるか。五年生全員、自分のマークマンに対する想おもいが強すぎて、周りが見えなくなってしまっているようだけど、速すみやかに修正できないと勝負にすらならないぞ。もういっそ俺からアドバイスしてしまいたいくらいであるが、さすがに越えつ権けん・背任行為だろうし……。

「かげつ、お前は香か椎しいにつけ！　柊ひいらぎはひなた！　真ま帆ほごときにダブルチームなんてやらなくていい！」

「あっ、そっか。真帆ごとき、椿つばだけでじゅーぶんか！」

「おいこら、ごときとはなんだ！　うー、竹たけ中なか家けめ！」

「あのう竹中先せん輩ぱい……。わ、私はできれば姉ねえ様さまのお相手が……」

「本気の勝負するんだろ！　ならかげつは香椎だ！　お前が行かなきゃ誰だれにも止められないんだよ！」

「うう、わかりました……。お別れです姉様」

「おー。またね、かげ」

　悶もん々もんとしていると、幸いにも竹中が的てき確かくに指示を出してくれた。ふー。これでひとまず、こちらも遠えん慮りよなくオフェンスできそうだ。

　その前にまず五年生たちの攻めを受けて立たねばならないわけだが。正直、防ぎきれるかという不安よりもむしろ相手に対する心配の方が大きい。大丈夫かな、またさっきみたいに変な陣形にならなければ良いんだけど。

「おっ!?」

　そんな懸け念ねんは、少しばかりたかを括くくり過ぎたと思い知らされる。

「柊ひー！」

「ほいさ！　…………椿つば！」

　椿つばきちゃんがエンドラインからスローインしたボールを受けるや、柊ちゃんが一いつ直ちよく線せんにドリブル。フォームも綺き麗れいでスピードも充分……と感心させられるのとほぼ同時、いつの間にか隣となりを併走していた椿ちゃんに淀よどみなくボールをリターン。

「あいさ！　もいっちょ柊ひー！」

「ナイッパ！　とうっ！」

「ナイッシュ柊ひー！」

　さらに椿ちゃんが瞬またたく間まにワンツーパスで柊ちゃんにボールを返し、こちらのマークが整ととのうより早く、速攻のレイアップで得点を返されてしまった。

　やるなあ、さすが双ふた子ご。コンビプレーはお手のものか。

　それに、部活未み経けい験けんには全然見えないほど動作ひとつひとつの思い切りが素す晴ばらしい。良い指し導どう者しやに恵まれたみたいだな。

「……ふふ」

「な、なんだよっ」

　つい、竹中に称しよう賛さんを込めた熱ねつ視し線せんを送ってしまった。はは、照れてやんの。

　どうあれ、良かった。せっかくの真剣勝負、そうこなくちゃな。

「いくわよ、みんな」

　今度は再びこちらからの攻こう撃げき。紗さ季きが起点となり、じわりと五人で敵陣に攻め入っていく。

　俺おれからは引き続き指示を出さない。自由に、思うままに。今まで学んできたことを発揮させてやる所存。

　マークも、今度は的てき確かく。智とも花かにミミちゃん。真ま帆ほに椿つばきちゃん。ひなたちゃんに柊ひいらぎちゃん。愛あい莉りにかげつちゃんという、もっともオーソドックスで無理のないマンツーマンで、俺たちの進攻を阻はばもうとする五年生たち。

「打たせないわよ、得意のシュートは」

　そして、雅まさ美みさんが紗季にびったりと密着ディフェンスフエイスガード。紗季がミペドリルメレーンタジーのシュートを得意としていることを知っているらしく、距きよ離りを詰めて良いフォームを作らせないようプレッシャーをかけ続ける。

　おお、雅美さんも多少ぎこちないながら、それなりに守備が出来ている。紗季に対する固こ執しつが呼び起こした本能的な動きだろうか。

「……ふふ。シュートが得意、ね。そう言ってもらえるの、すごく嬉うれしいわ。でもね！」

「っ!?」

「べつに、私はシュートだけ練習してたわけじゃないわよ……っと！」

　しかしながら、今までじっくり辛しん抱ぼう強づよく基き礎そ練習を反復し続けた紗季の方が、そこはやはり圧倒的に上うわ手てだ。視し線せんを右に入れてから左にボールを持ち替える素す早ばやいクロスオーバーで雅美さんの体幹を揺ゆらし、そのままドライブ。静かにネットが揺れ、再びレイアップシュートでこちらに四点目が入る。

「ナイスシュートだ紗季っ！」

「……ふふっ。ありがとうございます長は谷せ川がわさん！」

　我が慢まんできず、かなりの大声で叫んでしまう。おっし、エクセレント！　今のはスコアの何倍も意味のある得点だぞ！

　紗季が、個人技で決めた。この事実が大きいのだ。しっかり練習が身についていると自信を得ることが出来ただろうし、なによりチャンスがあれば自分から切り込んでも良い──司令塔というのは決して窮きゆう屈くつな、ただその身を犠ぎ牲せいにして献身的で居続けなければならないポジションではないということも、理解してもらえたに違いない。

　常に周りのことを考えてくれている紗季には、わがままなプレーに走ってしまうことよりむしろ、気き遣づかいのあまり消極的になりすぎる可能性の方が懸け念ねん材料だった。だから誰だれかの指示ではなく『紗季本人の選せん択たくによる個人技での得点』というのは、俺が密ひそかに、かつ早急に切望していた成果なのだ。

　それを得られただけでもう、この試合が成立したことに強く感かん謝しやを覚える。

「く……抜かれた。紗季にっ！」

「ましゃみ、パス！」

　苦く悶もんの表ひよう情じようでボールを拾ひろった雅まさ美みさんが、促うながされるまま柊ひいらぎちゃんにパス。まるで先ほどのリピート映像のように、スピードを揃そろえて竹たけ中なか姉妹が横並びで併へい走そうしてくる。

　おし。じゃあ次は、これを止めちゃおうか。

「椿つば！」

「うんっ！　ひー……」

「おー。ひな参上」

『な、なんだってー!!』

　二人ふたりの間で行き来するボールの間に、絶妙なタイミングで飛びこみパスカットを決めて見せたのは……ひなたちゃん！　うんうん、どれだけ素す早ばやくて息がぴったりだろうと、パスする相手が常にヨメヨメだったら止めるのは容易たやすい。

　俺おれがいちいち言わなくてもみんなならそれくらい気付くし、実行に移せるだけの力はとっくに備そなわってるもんな！

「いくぞー。こんどはひなのばん」

　見事天使のようにボールを奪うばい取ったひなたちゃんは天使のようなドリブルで相手のゴールめがけて天使のように突き進む。その姿、まるで天使。

「と、止めるよ柊ひー！　まだ追いつけるっ！」

「もちもちろんろんっ！」

　さながらイタリア人配管工兄弟を彷ほう彿ふつとさせる急ブレーキからの方向転換で、双ふた子ごが迫る。練習を重ねかなりスムーズにはなってきているものの、ひなたちゃんは智とも花かほどの駿しゆん足そくではないし、そもそもドリブルの速度はただ走るのよりは遅い。ゴール直下に辿たどり着く手前で二つの影かげがひなたちゃんに肉にく薄はくし、左右から手が伸ばされる。

「──ヒナっ！」

「おー。まほ」

　けど、何の心配もいらない。ひなたちゃんは仲間を、仲間はひなたちゃんを、常に信じきっている。タイミング的に分が悪いと察すればひなたちゃんは迷わずボールを託すし、仲間たちも決してひなたちゃんを一人ひとりにはしない。ターンオーバーとなった瞬しゆん間かんから、いざという時助けになれるよう全力で後ろから詰め寄っていた。

「え……っ!?」

　馬飛びでもするように両りよう脚あしを開いて軽く跳はねたかと思えば、自みずからの股また下したを通して声の聞こえた方にノールックパスを通すひなたちゃん。予想の範はん疇ちゆうを大きく超えたトリッキーな動きで、気が急せいていた二人をまとめて翻ほん弄ろうしてしまう。

「さっすがヒナ、ナイスパースっ！」

「わーい。まほ、ないすしゅーと」

　ボールは、真ま帆ほの手元にどんぴしゃり！　誰だれにも邪じや魔まされず放たれた再度のレイアップが、静かに決まる。

　どうだい、チームワークならウチらだってお手の物だ。それも五人全員が、強い絆きずなで繫つながっている。

　二人ふたりきりじゃあ、相手するのは難むずかしいぞ。

「ぐぬぬ……」

「ぐぬぬ……」

　自陣のゴール下で歯は嚙がみしながらボールを回収する双ふた子ごを尻しり目めに、雅まさ美みさんが淡たん々たんと、かげつちゃんがなにか言うか言うまいか迷っているような表情で、進軍を開始。

「こ、今度こそ！」

「ボクたち二人でマホたちをてんてこ舞まいさせるっ！」

　しかし、あいかわらず椿つばきちゃんも柊ひいらぎちゃんも他ほかのメンバーのことなんて眼めに入っていない模様。だめだ、それじゃあ慧けい心しん学園正女子ミニバス部の相手なんて、とうてい務つとまらない。

「……頼む竹たけ中なか、なんとかならんか」

「椿も柊もお互いのコンビネーションに自信持ってるから、ただ言うだけじゃたぶんきいちゃくれねーよ。くそ、どんな武器でも使い方間違ったら豆腐も切れないっての」

　審しん判ぱん業ぎよう務むの傍かたわら、すがるような思いでこっそり竹中に耳打ちしてみたが、苦にが々にがしく首を振られるばかり。まったく言う通りだ。二人の速くてリズミカルなパスワークは本来相当な驚きよう異いとなるのに、『それしかない』と確かく信しんできてしまえばもはやただのウィークポイントでしかない。

「いくよつば……ええええ!?」

「ちょっ、なんで味方のパスをカットしてんの、ミミっ！」

「まっていても、ボールがもらえないので」

　もどかしさに歯嚙みする俺おれと竹中の目前で、不ふ思し議ぎな事態が発生した。二人のパスの間に、今度はなんとチームメイト──ミミちゃんが割り込んだのだ。

　なにやら信頼関係は早くもガタガタの様相だが、これで少しでも攻こう撃げきにバリエーションが出れば結果オーライか……？

「っと、いかんいかん」

　下へ手たをするとどっちのコーチなのか分からなくなるような感想を頭から追いだして、公平な眼で審判の任に復帰。

「トモカ、リベンジ」

　ボールを手にしたミミちゃんは、ドリブルで自みずから智とも花かの正面に。そしてハイポストの少し手前で足を止め、球を突きながら我われらがエースの隙すきを窺うかがう。

　局面は一転して、あの日のリターンマッチ。智花もきゅっと唇を嚙みしめ、強敵に瞳ひとみを固定したまま気合いを入れ直す。

「う、うんっ。……でもね」

　が、次第にその面おも持もちは、妹を諭さとすような柔らかい微笑ほほえみに切り替わった。

「？」

「今、コートにいるのは。……私たち二人ふたりきりじゃないよ」

「わはっ、そーゆーコト！」

「……ッ！」

　刹せつ那な、ミミちゃんの手元に迫る白い腕。こっそり横から忍び寄っていた真ま帆ほが、床ゆかで跳はねたボールをかすめ取る。

「油ゆ断だんした……というより、ミミちゃんも智とも花かとの対決で頭がいっぱいで、視野が狭せまくなっちゃってたみたいだな」

　１ｏｎ１のタイマンならまだしも、周りに選せん手しゆが複ふく数すう居る状況で、ミミちゃんは一箇所に長く留とどまりすぎた。あれでは個人技を発揮するより早く、こんな風ふうに多勢に無勢な状況に追いやられてしまう。

　殊ことに、連携に絶対の自信を誇る相手との戦いでは。

「いけーヒナっ！」

「おー」

　スティールを決めた真帆が、基き礎そ練習に忠実に、先読みで敵陣まで走り込んでいたひなたちゃんへロングパスを通し、どフリーで放たれたゴール下シュートが決まって再得点。開始二分もたたないうちにスコアは８－２。こちらのリードは六点に。

「ちょっと！　椿つばき、柊ひいらぎ！　それにミミっ！　ちゃんと私にもボール……」

「ぐ～！　もっと、もっと早くパス回ししないと、柊ひー！」

「わ、わかってる！　マホごときになめられたらサイアクだもんね、椿つば！」

「…………ああもう、バカ双ふた子ごっ」

　それでもなお双子たちは猪ちよ突とつ猛もう進しんに同じパターンで攻めてくる。しびれを切らして声を張る雅まさ美みさんにもまったく意い識しきがむいていないようだ。

「ぎゃー！　どうしてマホがそこにいるんだー！」

「最初からずっといるじゃん。つーかいいかげんガクシューしろよーつばひー」

『つばひーって呼ぶな！　マホに学習とか言われたくない！』

　で、またしても撃げき沈ちん。ターンオーバーからの速攻で、真帆がシュートを決めて10－２。

　いかん。そろそろ取り返しがつかなくなる。誰だれかが、誰かが椿ちゃんたちをクールダウンさせて、ちゃんとチームでボールが回るように調ちよう整せいしてやれなければ、俺おれたちにとっても不本意な形で勝敗が決してしまう。けれど、性格的にミミちゃんやかげつちゃんにそれを求めるのは酷こくだし、雅美さんもまだコミュニケーション不足っぽい。

「何やってんだ、あんにゃろ……」

　そして、これはある程度予想できていたこと。程度の差こそあれ、的てき確かくな役割分担というのは急造チームがえてして抱える課か題だいなのだから。

　だからこそ。実は昨日きのうのうち、俺おれはちょっとしたお節せつ介かいを焼いておいたのだが──。




「わりー昴すばる！　遅くなった！　やー研究室に顔出してたらいろいろ頼み事されちまってな～！」




　……あやうくその人物のルーズさで水泡に帰すところだった。

「す……昴さんの、お父とうさんっ……？」

「ギンガ？」

　臆おく面めんのかけらもない大声が響ひびいた正面玄関の方を見つめ、智とも花かとミミちゃんがほぼ同時にきょとんと声を出す。

「まったく、もう少しで間に合わなくなるところだったっての」

「ということは、ギリギリ間に合ったみたいだな！　良かった良かった！」

「……あいかわらず脳のう天てん気きで羨うらやましいっす。どうする？　さっそくタイムアウト？」

「いや、とりあえずちょっくらゲーム見るわ。…………八点差か。わはは、大したこと無い大したこと無い！」

　怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる竹たけ中なかの隣となりにある得点ボードを一いち瞥べつした後、ようやく現れた助すけっ人と──俺の親父おやじがゲームを再開するようジェスチャーで告つげてくる。

「なになに、どゆこと？　あの人すばるんのおとーさんなの!?」

「あはは……。あとでちゃんと紹介するよ。だからとりあえずプレーに集中でよろしく」

　興きよう味み津しん々しんで駆かけ寄って来た真ま帆ほに苦笑を返し、ポジションについてもらえるようお願ねがい。それでもやはり依然親父のことが気になって仕方ないみたいだったが、バスケの試合中という状況に助けられて、ひとまずはボールに意い識しきを戻してもらえた。

「──おし昴、頼むわ！」

　そしてもう一度椿つばきちゃんたちのパスワークが真帆に弾はじかれ、走り込んだ愛あい莉りが十二点目を決めたところで、親父が手でＴの字を作る。もう問題点を把は握あくできたのだろうか。まあ、完全にパターンを読み尽くされている双ふた子ごと雅まさ美みさんの不ふ機き嫌げんそうな顔を見れば瞭りよう然ぜんのような気もするが。

「タイムアウト！」

　要求通り作戦会かい議ぎの開始を告げ、俺は審しん判ぱんからコーチ役に再びジョブチェンジ。

「ほーい、じゃあミミのチームはこっちに全員集合～！」

「なに、あのおっさん…………え、え？」

「ギンガがよんでる。みんなでいく」

　智花たちがコートの隅に集まる反対側で、親父もまた五年生に招集をかける。しばし不ふ審しんがって首を捻ひねっていた椿つばきちゃんたちだったが、ミミちゃんが問答無用で手を引いてくれたおかげで、なんとか集合まではしてもらえた。……あとは、任せるしかない。

「あの、どなたですか？」

「ん、俺おれ？　俺監かん督とく。このたび君たちの、一日監督をやらせて頂く事になりました」

　怪け訝げんそうに尋たずねる雅まさ美みさんの言葉でやっと気付いたのか、遅れに遅れて自分の立場を説明する親父おやじ。絶対、順番をいろいろ間違ってる。

「長は谷せ川がわさんのお父とう様さまが……雅美たちの監督？」

「ど、どーゆーことすばるん!?」

　何事かと向こうの様よう子すを眺め続けていた教え子たちも、親父の宣言を聞いてひどく驚おどろく。そして一斉に俺を取り囲み、ちゃんと説明をするよう求めてきた。

　うん、当然隠かくし立だてなんてするつもりもなく。

「実は、俺が頼んだんだ。親父に、ちょっとだけ五年生の監督になってやってくれないかって」

　全すべて正直に、独断で働いた隠おん密みつ作戦を明あかす。

　すると智とも花か、紗さ季き、愛あい莉り、ひなたちゃんの四人はすぐ得とく心しんがいったようにこくりと頷うなずいてくれたが、

「なにー！　裏切ったのかすばるん!?」

　忠義に厚い真ま帆ほにはちょっと反感をもたれてしまった。

「いやいや、違うって」

　苦笑しつつ、内心で逆に嬉うれしくなる。俺の事もばっちり『仲間』だって思ってくれているからこそ、こんな風ふうに怒ってもらえるんだよな。

「もちろん俺はずっと、真帆たちの味方だ。でもこうしないと、こっちの方が強すぎて圧勝しちゃうだろ。現に今そうなりかけてる」

「あ、そっか。そーだよね」

　もう少し言葉を付け足すと、真帆はぽんと手を打ってすぐ機き嫌げんを戻してくれた。

　そう、これは裏切りなんかではなく、ただ勝負をフェアにしたかった──向こうに正コーチがいないという、できたてのチームであることを考えればあまりにも大きすぎるハンデを解消し、試合の内容をより良いものにしたかった。ただ、それだけの理由による行動。

　敵味方関係なく、関かかわった全ての人間にとってこの対決が多かれ少なかれ意味のある結果に繫つながるよう、俺に出来ることは全部やっておきたかったのだ。

　願ねがわくば。敗北を味わってもなお、五年生たちが諦あきらめることなく、また俺たちに勝負を挑いどみかけてくれるように。

「たしかにつばひー、ぜんぜんバスケってもんがわかってないからなー。五人でやるんだから、二人ふたりだけじゃダメなのに」

「ふふ、もー偉そうに。でも、そうね。そこに気付いてもらわないと、せっかくバスケしてるのに、楽しくない人が出てきちゃうし……」

「おー。かげにぜんぜんパスしないから、ひな、もったいないって思ってた」

「うんっ。昴すばるさんのお父とうさんがアドバイスして下されば、いっぱいボールが回るようになると思う。……そうすれば、きっと今度こそミミちゃんも」

　俺おれの考えを知って、口々に同意を示してくれる智とも花かたち。皆の思し慮りよ深ぶかさになんとも誇らしい気持ちになる。むろん俺としてもそう言ってもらえる自信があったからこそ、安心して敵に塩を送ることができたんだけど。

「あとは親父おやじが、どこまでやってくれるか……」

　ただ、まだ問題の解決にはほど遠く。

　我わが父は、あの気が強そうな人材揃ぞろいの五年生たちと、ごく短い時間でどこまで信頼関係を築きずくことが出来るのか。

　手て前まえ味み噌そながら、選せん手しゆとしては折紙付き。けど指し導どう者しやとして経けい験けんがあるわけではない。

　ちらりと再び敵陣に眼めを向けてみれば、歯を剝むいて何やら声を荒げている椿つばきちゃんたち双ふた子ごの姿が眼に飛びこんでくる。雅まさ美みさんは未いまだ不ふ審しんそうに、かげつちゃんは困り顔で、ミミちゃんはいつもの無表情。どう見ても和わ気き藹あい々あいとは言いい難がたい気配けはいに心配が募つのる。

「……竹たけ中なか。お前のことも頼りにしてるからなー」

　遅れて輪わに加わったツンツン頭の少年はこちらに背を向けているので表情は窺うかがえないが、現れたのが俺の肉親だと知ったらあんまり懐なついてはもらえないかもしれない。

「わはは、そっかそっか！　じゃあ──」

　そんな四し面めん楚そ歌かな状況においても、親父は相変わらず豪ごう快かいな笑えみを絶たやさない。何を話しているのかまでは聞こえてこないけど、そういうところは素直にすごいと思う。きっとあの肝きもの据わり方も、勝負強さの秘ひ訣けつなのだろうな。
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　智花たちにはこのタイミングでも特に作戦は伝えず、ただ激げき励れいのみを交かわして再びコートに戻ってもらう。

「おいすげーな！　お前のおやっさん！」

「……えっ」

　俺も審しん判ぱんの立場に復帰すると、竹中が興こう奮ふん気ぎ味みに寄ってきて腹にごく軽いパンチを打ちこんできた。

　この喜色。そして親父に対する信頼を匂におわせる今の発言。ということは、つまり。

「親父、上う手まくやった？」

「びびったぞ、椿と柊ひいらぎがあんな素直に話聞くようになるなんて！　俺の父さんと母かあさんに紹介したいくらいだ！」

「まじか……」

　いや、もちろんそれを期待して来てもらったわけだから驚おどろくのも変な話なんだけど。さすがにもう少し苦戦すると思った。たった一回のタイムアウトで、小学五年生五人の心を掌しよう握あくしてしまった？　そんなの、まるで魔ま法ほうだ。

「姉ねえ様さま。この線せんの外から、パスするんですよね」

「おー。そのとーりです」

　そういえば今、エンドラインからボールをコートに戻すスローイン役を担おうとしてるのはかげつちゃんだ。何の変化も起こっていないとしたら、ここでも双ふた子ごのどちらかが双子のどちらかにパスを出していた気がする。

「さーさー楽しい試合の始まりだな、昴すばる」

「……親父おやじ」

　心なしか五年生全員の表情までもが生き生きとしだしている気もして息を吞のむ俺おれに、脳のう天てん気き全開で近付いてくる無ぶ精しよう髭ひげのおっさん。いや試合自体はもうとっくに始まっていたけどな。

「思ってたよりずっと良い子たちだったぞ。お前が大おお袈げ裟さに話すから身構えすぎて損した」

「身構えてたんなら遅刻するなよ……」

「わはは、昔のことにいつまでも拘こだわってると毛が生はえないぞ」

「大きなお世話だ！　生えるとこは生えてる！」

「とにかく、今日きようはヘッドコーチとして親子対決か。こっちでは勝てると良いな」

「ぐ……」

　この九月、親父に挑いどみかけた数多あまたの１ｏｎ１対決。……その全すべてが、敗北。

　だってなんか異常に硬いし、デカいし！

「プレーヤーとしてだって、チーム戦なら別の戦い方が出来るんだよ……」

「ぶっちゃけミスマッチだもんな～、俺と昴。まーだからこそ、この勝負には燃もえてるんじゃないのか？」

「……燃えてはいるよ、もちろん。でも、これはあくまで子どもたちの戦いだ。俺も親父もみんなに実力を出してもらうためだけにいるんだから、勝ったからってはしゃぐ気は無い」

「ほー」

　溜ため息いきと共に乗ってきた親父の腕を肩から無言で下ろし、肉親に対し熱あつい想おもいを語ってしまった照れくささを誤ご魔ま化かすようにそっぽを向く。

　でもとにかく、それが本音。俺は五年生のみんなが、智とも花かたちの身近な競きよう争そう相手に、ライバルになってくれればと、そんな夢を見てしまった。

　だからこそ、何一つ希望すら感じられない敗北ではなく、可能な限りフェアな条件で、ある程度肉にく薄はくできたという実感を与えてやりたかった。断じて、親父が監かん督とくするチームに勝って私し怨えんを晴らしたいとか、そういうせせこましいことは考えていない。

　それに、これは勝ったら智とも花かたちのお手て柄がら、負けたら俺おれの責任という試合。勝ちたいというより、負けられないのだ。

「ちょっと審しん判ぱん！　はやく始めてよ！」

「ん、ごめんごめん！」

　親父おやじと話し込んでなかなかホイッスルを吹ふかない俺に、双ふた子ご……髪の色が明るいから椿つばきちゃんの方か。椿ちゃんがもっともな注意。すぐ謝あやまって試合再開の笛ふえを体たい育いく館かんに響ひびかせる。

　さあ、いよいよ親父の……親父が何かしてくれたらしい新生五年女バスの御お手て並なみ拝見だ。

「──カゲツ」

「ミミさん！　……はいっ」

　ボールを託す相手に惑まどうかげつちゃんの前に飛び出したミミちゃんが、パスを受けて、まっすぐゴールまで詰め寄る。

「ミミちゃん、ＯＫっ」

　そこに立ちはだかるのは、やはり智花。

　今度こそ、エース同士が相まみえる。先ほどの失敗も踏まえて、ここは間を作らず一気にドライブで攻めてくるはず。

「え!?」

　たぶん、俺を含めた味方全員がそう考えていたのだろう。

「──よっしゃナイッパ！　柊ひー！」

「おっけ椿つば！　うりゃ、四点目！」

　だから、出し抜けにミミちゃんが椿ちゃんに出したバウンドパスには、誰だれもが虚きよを突かれた。さらに淀よどみなく流れた椿ちゃんから柊ちゃんへのパスにも反応が間に合わず、ほぼフリーでゴール下からのシュートを許してしまう。

　うむ……敵ながらあっぱれと言わざるを得ないコンビネーションだ。椿ちゃんから柊ちゃんという見み慣なれたパスワークも、いかにもミミちゃんが攻めてきそうな気配けはいを造り出した後であれば純粋にそのスピードが機き能のうする。

　しかし、どうして。俺はそこまでミミちゃんの性格を把は握あくしているわけではないが、この流れで引き立て役を買って出るほど我がの弱い子ではないと思うのだが。

「……もしかして、親父の命令でミミちゃんにゲームメイクを？」

「ブブー。外れです」

　真まっ先さきに思いついた可能性は、審しん判ぱんでもない癖くせになぜか併へい走そうする親父に否定されてしまった。違ったか。もし親父にアシストに徹てつしろと言い聞かせられたら、ミミちゃんは言われた通りにするかもしれないと思ったのだが。

　……いや。よくよく考えてみればそれも違和感がある。なんとなくだけど、親父はそういう、誰だれかの我が慢まんの上で成り立つような纏まとめ方かたは、あまり好まないような気がする。

「うっしゃ！」

「油ゆ断だんしないで真ま帆ほ、すぐディフェンス！」

「言われなくてもっ！」

　幸いなことに六年生の攻こう撃げきもオフェンスリバウンドから二度目のトライで真帆のシュートが決まり、点差は縮ちぢまらなかった。注意をうながす紗さ季きの言葉や皆の表情からして、気を抜いている様よう子すもない。

　でも、なんとなく気持ちがそわそわする。テスト中、どうしても解けない数学の大問に出会った時のような、焦しよう燥そう感かん。

「っ！　失礼します、愛あい莉り先せん輩ぱい！」

「う、うんっ。遠えん慮りよなく来て、かげつちゃん」

　椿つばきちゃんのボール運びで開始された五年生の攻撃は、ゴール下の最終防ぼう衛えいライン──ポスト際ぎわで対たい峙じしたかげつちゃんと愛莉のぶつかり合いに委ゆだねられる。これもまた、ちょっと前までは考えられなかったシチュエーションだ。

「……すごい。かげつちゃん、いつのまに！」

　さらに驚おどろかされたのは、かげつちゃんがしっかりポストプレーをこなしていること。言わずもがな俺おれは何も教えてないし、伝授した人物がいるとすれば、それは間違いなく、

「わーい。かげもあいりもがんばれ」

　ひなたちゃんしか考えられない。妹の豊かな上背がゴール下での争いに適していることを見抜き、密ひそかに基き礎そ技術を教示してくれていたのだろうか。

　だとしたら、なんというお手柄だろう。そういえば、ひなたちゃんは何かと愛莉の練習メニューに強く興きよう味みを持って、いろいろ質問をしていたような気がする。ただの歓かん談だんなのかと思っていたが、もしかしてあれは全すべて、かげつちゃんに伝えるため……？

　ああもう最高すぎるよ、ひなたちゃん……。あとでいっぱい、なでなでさせてもらおう。

「んっ……く！」

「ご、ごめんね。でも、わたし。このチームのセンターとして、いつでも全力じゃないとダメだから……！」

　それはそれとして、今は試合に集中だ。

　かげつちゃんは、もう既すでにセンタープレーヤーとしての基礎をある程度身に着けていた。

　が、愛莉の相手は荷が重い。ドライブでの突破も、力勝負でゴール直下まで押し入ることもままならず、両腕を広げた愛莉にほぼ全すべての選せん択たく肢しを塞ふさがれてしまう。

「かげつ！」

「お願ねがいします…………雅まさ美みさんっ！」

　これで万事休すか──と思われた、その次の瞬しゆん間かん。俺たちはまた違う驚きよう愕がくで言葉を失うことになった。

　進退窮きわまったかげつちゃんは、力強い弾道でボールをゴール正面のアウトサイドまで戻す。

　そこでパスを受けたのは、雅まさ美みさん。フリースローサークルの、さらに後ろ。ミニバスではなく一般ルールなら３点シュートになるような遠とお目めの距きよ離りで、ぐっと膝ひざを沈み込ませ、両手でボールを思い切り放り投げる。

「ちょっと、なんて無む茶ちやをっ」

　あまりにも気の急せいた──俺おれたちにはそうとしか思えないロングシュートを、呆あつ気けにとられて眼で追う紗さ季き。

　いや、でも。

「あは。無茶かどうか決めるのは、ちょっと速すぎたんじゃないの、紗季」

　その放ほう物ぶつ線せんは、高らかにリングの中心に向けて、一直線に突き進んでいた。

　──摩ま擦さつ音おんを奏かなでて、褐かつ色しよくのアーチがネットに絡からみつく。

　シュートは、成功。フロアに落下したボールが二度、三度と弾はずむ音だけを残して、しぃんと体たい育いく館かん中が静まりかえったような気がした。

　やはり、この子もまた、ただの初心者じゃ……ない。少なくとも今のシュートは、マグレや短期間の練習で習得できるものではありえない。

　密ひそかにずっと、爪つめを研といでいたとしか考えられない。

「負けないわ、どんなことでも。勉強でも、スポーツでも。私は全部紗季を上回って、商店街一の看板娘になる」

　こんな風ふうに、紗季の表情を驚おどろきで染そめ上げる日を信じて。

「や、だから看板娘って。……んん、でも。確たしかに、やるじゃない。…………ふふ」

　交こう錯さくする、二人ふたりの不ふ敵てきな瞳ひとみ。

　すごい。ますます俺の中でも興こう奮ふんが膨ふくらんでいく。

　面おも白しろい、どんどん面白くなっていくぞ、この対決。

「うっは、やるなあ！　さすが自分でロングシュートなら任せろって言うだけはある」

　その起き爆ばく剤ざいとなったのは、間違いなくこの脳のう天てん気きな我わが父。

「親父おやじ。もしかしてコーチとしての才能の方が、すごかったり？」

　感心を堪こらえきれず尋たずねれば、なぜか返ってきたのは呆あきれ笑いだった。

「ばっか、俺は生涯現役プレーヤーだっての。それにな、別にコーチらしいことなんてほとんどしてねーよ」

「そんな、噓うそだろ。だって親父がちょっと話をしただけで、劇げき的てきにチーム全体の動きがよくなったじゃないか。あんなの、俺には絶対できない」

「できるわけないさ」

　少しの屈辱を混ぜ込んで呟つぶやいた俺の頭に、ぽんと手を置く親父。できるわけないって……くそ、確たしかにそうなんだけど。

「つってもたぶん、バスケのコーチとしてなら昴すばるの方がもう俺おれよりずっと上だろうよ。智とも花かちゃんたちと一いつ緒しよに鍛きたえ合って、だいぶ経けい験けん積つんでるわけだし」

「いやでも、俺には」

「……ただな。こちとらもう十五年以上やってるんだ。いわゆる『人の親』ってやつを。こどもをやる気にさせる能力で、高校生の息子むすこごときには負けん！　わっはっは」

「…………子どもの、親」

　自うぬ惚ぼれを、思い知らされた。

　そうだよな。親とかはまだ正直よくわからないけれど、人生経験が倍どころじゃなく違うのだ。人との向き合い方で、子が父に勝つなんて、そうそう容易なことじゃない。

　でも、それならむしろ望むところだ。たまたま一番近くにいたバスケ経験者、それだけの理由で願ねがい事ごとをした相手がこの上なく適任だったというのなら、僥ぎよう倖こう。全力で、その胸を借りるまで。

「アイリーン！」

「はいっ！」

　こちらの攻こう撃きはまた成功。身体能力に頼り切らないドライブによる突破でかげつちゃんを躱かわした愛あい莉りが、ゴール下でシュートを決める。相手が覚かく醒せいしてもなお点差は開いたままで、圧倒的有利な形勢が揺ゆらぐ気配けはいはない。

　しかし、こうなったらただ勝つだけでは飽あき足らない。最初に開いた差を無視してスコアはイーブンと考え、さらに差を付けて──覚醒した五年生たちの作戦を見破って、綻ほころびを見つける。それが出来なければ、たとえ慧けい心しん正女バスが勝利しても、俺個人はまがりなりにも子どもたちを預かっている立場として、完敗だ。

　意地でも。親父おやじがどうやって五年生たちを調ちよう和わさせたのか見破って、その方ほう法ほう論ろんを盗んでおかないと。

　──ここから、試合は息をするのも忘れそうになるほどスピーディな点の奪うばい合いに。

　五年生が紗さ季きを起点とした攻撃に手を焼く一方で、こちらのディフェンスもなかなか機き能のうしない。

　的を絞しぼりきれない息のあったパスワークと、竹たけ中なか姉妹のコンビプレー。さらにかげつちゃんと雅まさ美みさんによる内と外の波状をなした揺さぶりで、次々と相手の得点を許してしまう。

　前半を終えて、スコアは22－10。序じよ盤ばんの圧倒が噓うそのように、ほとんど点差が開くことは無かった。

「うほー。けっこーやるな下級生たち！」

「驚おどろいたわ、雅美があんなシュートを決められるようになってるなんて。ふふ、どこまで負けず嫌いなのかしら」

「かげつちゃんも、すごかったよ……。とっても勇気があって、絶対に諦あきらめないでわたしと勝負してくれるの」

「おー。さすがはひなのいもうと」

　ハーフタイムの休きゆう憩けい中ちゆう、真ま帆ほも紗さ季きも愛あい莉りもひなたちゃんも、初めのうちのようなリラックスした雰囲気から一変、真剣極きわまりない顔つきを保っている。もちろん手加減してていたわけではないだろうが、鬼き気き迫る相手のプレッシャーに、もはや余裕などどこにも感じていられない様よう子すだった。

「智とも花か、お疲れ様さま。この調ちよう子しで後半も頼む」

「はいっ。……やっぱりすごいです、ミミちゃん。少しでも気を抜いたら、すぐに躱かわされてしまいそうで」

　そして、陰の功労者は智花。一見、目立った活かつ躍やくをしていないようだが、実際はずっとミミちゃんのドライブを防ぐべく、徹てつ底ていしたマンツーマンディフェンスを続けてくれていたのだ。この防ぼう壁へきが無ければ、もしかしたら点差は詰まっていたかもしれない。

「さあ、もうすぐ後半だ。作戦は……この後も自由。みんな思うままに、相手の攻こう撃げきを防ぐ方法を試してみてくれ」

「……！」

　そう告つげると、にわかに緊きん張ちよう感かんが走った。具体的な対策を授けられないまま、再びあの縦じゆう横おう無む尽じんなパスワークを自分たちだけで攻略できるか。みんな少し不安に思っているようだ。

『はいっ、やってみます！』

　それでも最後には、確たしかな決意でもって声を揃そろえてくれる。ん、そうこなくちゃ！

「どーだ昴すばる、少しはこっちの作戦見破れたか？」

　力強く頷うなずき合ってコートに戻ると、親父おやじが吞のん気きな声で笑いかけてくる。

　結局、俺おれは今日きよう、まだアドバイスらしいアドバイスなんて何もしていない。

　これで、実は相手のやってることが全然わからないままで、苦し紛まぎれに『自由』なんて言って教え子たちを煙けむに巻いているだけだとしたら、ほんと情なさけない話だよな。

「一応な。推測になっちゃうところも多いけど」

　だからこそ、ちゃんと前半のうちに、いざとなれば対策を授けてやれるあてが付いて、本当に安あん堵どしている。

「ほほー。その心は」

「実際、作戦と言うほどの作戦でもないだろ。バレーボールみたいにローテーション組んでるだけで」

「わはは、ご名答」

　五年生たちの攻めを見続けているうち、次第に大きな違和感を覚えた。どの子も、絶対に連続でシュートを打とうとしないのだ。一番変だったのは、ゴール下でシュートを外し、運良くその場でリバウンドを取ることが出来たかげつちゃんが迷わずアウトサイドにパスを出した瞬しゆん間かん。あの場面ではかげつちゃんがもう一度その場でシュートするのが誰だれの眼めにも一番確かく実じつだったのに、なぜかそうしなかった。

　考えられる理由は一つ。予あらかじめ──十中八九親父おやじが、シュートを打つ順番を完全に固定してしまったのだ。試しにタイムアウト後のシュート順を思い返してみると、椿つばきちゃん、雅まさ美みさん、柊ひいらぎちゃん、かげつちゃん、ミミちゃん。これが一周目で、次もまったく同じ順番だった。もう確かく定てい的てきだ。

「でも、急にそんなこと言ったって、独断専行してた椿ちゃんたちは納なつ得とくしてくれないはずなんだよな……」

　残るは、この謎なぞだけ。いったい親父はどうやって、シュートを分けあって五人の活かつ躍やく機き会かいを均等にしようという提案を、双ふた子ごたちに吞のませたのか。

「ふふふ、そこが親の親たるゆえんよ。……ま、でも。そっちはわからなくても作戦を考える上では特に問題ないわな」

　確たしかにその通り。足並みを揃そろえることに納得した動機の部分は知らなくても、対応策は練ねることが出来る。

　けど、なんかそうやって推理を諦あきらめるのもシャクなんだよな。せっかくだから、完全解答を目指したい。

「根拠はないんだけど。もしかして……ご褒ほう美びとか？」

「お、こりゃびっくり。よくわかったな」

　脳を雑ぞう巾きん絞しぼりするようにして紡つむぎ出した仮説を口にすると、親父は本気で驚おどろいたようだった。やっぱり、そういう発想で合っていたんだな。なるほど、いかにも親が子をその気にさせるノウハウって感じだ。

「でも、それだけならまだ五十点。さー昴すばる。お前ならどんなご褒美でやる気を出させる？　シュートを一回我が慢まんするたび、お菓子をあげるとか？」

「いや、それじゃきっと無理だ。『やらせない』じゃなくて『やらせる』方向で考えないと、不満は解消しきれない」

　親父は無言。先を促うながしてると判断して、解答を続ける。

「たぶん……アシスト。アシストパスを一回成功させるごとに、何かプレゼントをあげる約束をしたんじゃないか？」

「よし百点！　昴、お前はきっといい父親になれる！　……ま、その前にヨメを一人ひとりに決める誠せい実じつさが試されるだろうが」

「なんだそれ」

　最後の嘆きは意味不明だが、とにかく解答は正しかったようだ。

　やってはいけない、と押さえつけるのではなく、シュート以外の行為にも価値を、面おも白しろみを与えてやる。親父おやじはそうやって、椿つばきちゃんと柊ひいらぎちゃんに違った視点でのバスケの楽しみ方を教えたのだ。

　まったく、コロンブスの卵というか。蓋ふたを開あけてしまえばなんとも単純な作戦だが。

　きっと俺おれだけでは見いだせない解決法だった。

　子どもに何かを教えるときは、まず『楽しさ』をどうやって伝えるのか頭を捻ひねる。

　しっかり覚え、心に刻みつけておこう、この考え方は。

「勉強になりましたっす……」

「わはは。そりゃ良かった、長は谷せ川がわコーチ」

　親父にぽんぽん背中を叩たたかれ、俺はこそばゆさでそっぽを向いてしまう。

「ちょっと！　早く始めてよ！」

　と、そこに雅まさ美みさんから鋭するどい催さい促そく。いけない、ついまた話し込んでた。

「ごめんごめん！　じゃあ後半をスタートしよう」

　すぐさま駆かけ寄り、後半開始時のボール権を持っている五年生にスローインを任せる。

　ミミちゃんがライン外でボールを胸元に持ち上げると、椿ちゃんも柊ちゃんも雅美さんもバイタリティ溢あふれる動きでマークを引きはがそうとポジションチェンジを繰くり返す。かげつちゃんはゴール付近で自みずからの仕事をまっとうするため、覚悟の不動。前半の終おわり際ぎわに得た確たしかな自信が、ますますこの試合に対する熱ねつ意いに繫つながっているようだ。

「カゲツ」

　ゲームが再開される。ミミちゃんのパスを受けて、かげつちゃんはゴールの方に身体からだを向けて愛あい莉りと対たい峙じ。なんとか突破する隙すきを見いだそうと、身体を低く沈み込ませる。

　でも、このタイミングは、かげつちゃんの攻め番じゃない。

「えいっ！」

　非常にモーションの小さい、しかし鋭いバウンドパスが、愛莉の膝ひざ近ちかくをかすめて右サイドに飛んでいく。そこに待ち構えていたのは、

「紗さ季き、敗れたりっ！」

「いけない!?」

　雅美さん。絶妙な横移動で紗季のディフェンスを一いつ瞬しゆんだけ引きはがし、マークフリーでシュートを放つ。

　入る、のか。そんなボードが視界に入らず、距きよ離り感かんが摑つかみづらい位置からでも……？

「…………すごい」

　いらぬ心配をした俺に冷や水を浴びせるように、またしてもネットに直接絡からみついたボールが小気味良い摩ま擦さつ音おんを響ひびかせる。

　本物だ、この子。完全シュート特化とはいえ、個人練習だけでこの精度を身に着けるなんて。

「感心しすぎて、もはや呆あきれるわ。雅美」

「あは。そんな余裕、すぐに吹ふき飛ばしてやるわよ。紗さ季き」

　藤ふじ井い雅まさ美みさん。なんという筋金入りの負けず嫌いだ。

「わはー、やるなー。……あたしもあの辺から打って決められるかな？」

「……あ、真ま帆ほっ！」

　感心のあまり、だろう。ここに来て初めて、六年生側に明らかなミスが生まれる。真帆が大きく眼を見開いて嬉き々きと智とも花かに放ったスローイン。その球筋が、少しばかり緩ゆるすぎて、その上長すぎた。

「いっただき！　椿つば！」

「ナイス、柊ひー！」

「うぎゃーしまった！　ゴメンみんなっ！」

　ぎくりとしてボールに走り寄る智花の前に、飛びこんできたのは椿つばきちゃん。首尾良くパスカットを決め、柊ひいらぎちゃんにパス。流れるようにレイアップを放り込まれ、これで五年生の連続得点。差は、八点まで縮ちぢまってしまう。

「いいから、切り替えていくわよ」

「うんっ、めんぼくない！　……あ～、やらかした～」

　間を置かず紗季が率そつ先せんして仕切り直してくれるが、真帆はまだ少し失敗を引きずってしまっているのか、

「……ぬわ！」

　次の攻こう撃げきでシュートを失敗してしまう。運悪くリバウンドもかげつちゃんに抑おさえられ、これでターンオーバーが二回重なることに。

　うむ……。真帆はリズムに乗ったら止まらなくなるぶん、一度躓つまずくと立て直すのに少し時間を要するタイプなんだろうな。この辺をいかに早く復帰させられるかは、今後俺おれが責任を持って突き詰めていかねばならない課か題だいだろう。

　やっぱり、実戦は大事だ。経けい験けんすればするほど、越えるべき目標がクリアになっていく。

　ようし。俺にとっても、ますます価値のある勝負になってきた。

「一本！　みんなで一本止めるぞ！」

　審しん判ぱんとしては褒ほめられた行為じゃないが、大事な局面なので声を出して激げき励れい。

　さあ、どうする？　下級生のコンビネーションは、今や急造と思えないほど見事なもの。

　これに、自分たちだけでどう対応するか。答えを、出してみせてくれ。

　なにもローテーションで攻めてきていることを見抜く必要は無い。むしろ、それは逆に望ましくない。

　奇策そのものを潰つぶせなくても、潰さなくても大丈夫。もっと基き礎そ的てきな、今まで学んできたバスケの知ち識しきと技術を総動員すれば、やるべきことは必ず見えてくるはず。

　智花なら、真帆なら、紗季なら、愛あい莉りなら、ひなたちゃんなら。

　慧けい心しん学園初等部、正女子ミニバス部なら。必ず乗り越えられる壁かべだ。

「トモっ、ミミちゃんのことは任せたわ！　愛あい莉り、かげには離はなれ気味に守って！　今までのシュートは全部ゴール下からだから、たぶんまだ遠くからのシュートは入らないはず！　真ま帆ほとひなは自分のマークマンじゃない方の双ふた子ごにも目を光らせて、できるだけパスコースを潰つぶして！　つばひー同士でパスさせると厄やつ介かいだけど、他ほかの子に出すときはそんなに速くないから充分対応できるわ！」

　……素す晴ばらしい。まるで教科書を読み上げるが如ごとく、今為なすべきディフェンスを正せい確かくに伝達する紗さ季きの背後に、俺おれは後光を幻視した。

「そして私は、雅まさ美みに出来るだけ密着する、と。ふふ、どう？　これでもシュート打てる？」

　そう、その通り。ボールが回るようになって攻こう撃げきオプションは格段に増えたが、一人ひとり一人ひとりの攻めパターンは前半からほとんど変わってない。だから、それぞれの得意技を封じるようなシフトを引けば、みんなならバッチリ対応できるはず。

「ちょ、ちょっと……！　ち、近いじゃない！　マヨネーズの匂においが移る！」

「失礼極きわまりないわね……。だいたい、もし本当に酢すの匂いが染しみついてるなら、雅美の方が絶対強烈なはずなんだけど」

「う、うるさいっ！」

　たとえ挑発されてもこの冷静さ。やっぱり生きつ粋すいの司令塔だな、紗季は。なんらアドバイスを必要とせず、正しい答えを導みちびき出してくれたアイガード姿の少女が、頼もしくて仕方がない。

　あ、ちなみに念のため言っておくと、紗季はいつも石せつ鹼けんのいい香かおりがする。

「ん……！」

　紗季の言葉に頷うなずき、無言でディフェンスの意い識しき改革をする教え子たち。繰くり返かえしになるが、この信頼関係こそがこちらの強力な武器。五年生たちには申もうし訳わけないけど、ちょっとやそっとで突つき崩くずせるものじゃあないぞ。

「うおりゃ、甘いっ！」

「ぐぎー！」

　お返しとばかり、椿つばきちゃんが強引に出した柊ひいらぎちゃんへのパスをインターセプトする真帆。そのまま速攻、そして。

「ほい！　アドバイスのごほーびだサキっ！」

「そう。じゃ、遠えん慮りよなくっ！」

　追いかけてきた双子の裏をかき、ミドルレンジまで進攻していた紗季にボールを託す。

「くううっ！」

　出し抜かれて必死に手を伸ばす雅美さん。その真まん前で放たれたミドルシュートが、静かにネットを射い貫ぬいた。

「……雅美。私のことをシューターって言ってくれて、ありがと。期待を裏切らないよう、これからもっともっと練習して精度を磨みがくわ。大事な場面で、絶対に外さないように」

「き、期待なんて誰だれがっ！」

　今日きようの試合、紗さ季きにとっては輪わをかけて大きな意味となりそうだな。ポイントガードとしての手て応ごたえ。硯すずり谷だに女学園との試合で奪うばわれた自信の充じゆう塡てん。たった一日で、たくさんの成長を得られたに違いない。

　少し早すぎるけど、思わず心の中で『ありがとう』と呟つぶやいてしまった。

　色んな偶然が重なって生まれた不ふ思し議ぎな巡めぐり合わせは、少しも悪いものじゃない。

　だってみんな、目標や動どう機きは違えど、こんなにもバスケに真剣なのだから。
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　後半も二分弱が経過し、お互いほとんどの手札を場に並べきった状態。

「く……ああもうマホ、邪じや魔まっ！」

「へへーん。ヒラギノには簡かん単たんにパスなんてさせないよーん」

「ヒラギノじゃない！柊ひいらぎだってば、あほ！」

　つまり、五年生逆転の目はかなり薄うすい。紗季の的てき確かくな指示でこちらの守備は盤ばん石じやくだし、攻こう撃げきの方はもとより楽に得点パターンを作り出せている。

　油ゆ断だんや慢まん心しんが重なることまで計算に入れれば絶対に安全とまでは言えないが、それも智とも花かたちの真ま面じ目めな気質からして考えづらい。

「──ツバキ」

「っ！　お願ねがいミミ！」

　だから、もし。

　いますぐ番狂わせを起こせる選せん手しゆがいるとしたら、あとは一人ひとり。

　フランスから舞まい降りた銀ぎん色いろの帚ほうき星ぼし。ミミ・バルゲリーちゃんだけだ。

「トモカ、もういちどしょうぶ」

「……うんっ」

　椿つばきちゃんからパスを受け、フリースローサークルの外周──トップオブザキーと呼ばれるエリアの左側で、ミミちゃんと智花がまっすぐ対たい峙じする。

　ただならぬ緊きん迫ぱくを感じたからか、自然と他ほかの下級生たちは右サイドに集合し、半ばアイソレーションのようなポジション取り。

　やっぱり、締しめはこうなるか。エースとエースの、正面からのぶつかり合いに。

　智花は、ミミちゃんに対しやや距きよ離りを開あけたディフェンスを選せん択たくする。ジャンプシュートよりも、切り込みを封じることに重点を置いた体勢だ。

「──ヤッ！」

　それでもなお、ミミちゃんは果敢なドライブを選せん択たく。ここでシュートを打てる柔軟さが備そなわっていたらますます手の付けられない存在だったかもしれないが、この頑かたくなさも、それはそれで驚きよう異い。

「!?」

　なにせ、とにかく疾はやい。

　右サイドをかすめ抜けようとする直ちよく線せん的てきなドリブルを、智とも花かは完全には塞ふせぎきれなかった。辛かろうじてゴールとミミちゃんの間に身体からだを入れてペイントゾーンへの進攻を阻はばむのが精一杯で、ポストラインをなぞるように斜めに突き進む銀ぎん髪ぱつの少女に、リングまでの距きよ離りをぐんぐん縮ちぢめられてしまう。

　そして、ほぼゼロ角度となったところでミミちゃんは直角に方向転換し、コートを蹴けって宙に舞まい上がった。

「な……!?」

　強烈な、デジャヴ。いや既き視し感かんというよりはむしろ、既知感。

　この動きを、俺おれは知っている。

　だって他ほかならぬ自分自身が、つい最近繰くり出した技なのだから。

　夏休み最後の、須す賀が竜りゆう一いちたちと行った草試合。あの時、俺が竜一にしかけた奇き襲しゆうと、今のミミちゃんの動きは酷こく似じしている。

　ということは、まさか。

「スクープショット……!?」

　リングまでまだだいぶ距離のあるタイミングで、ミミちゃんの手からボールがふわりと離はなれる。緩ゆるやかな放物線が、智花の背丈の遥はるか上まで到達せんと、重力に逆らって上昇を始める。

　おいおい、噓うそだろ……。俺が死ぬ思いで練習して、まだ納なつ得とく出来る精度を得られていない技を、智花よりも年下の子が、既すでに身に付けている!?

「させ、ないっ!!」

　このシュートが決まっていたら、俺はどれだけショックを受けていたのだろう。

　それを知る機き会かいは、さらなる驚きよう愕がくによって先送りにされた。

「すっご！　なんだあのジャンプ！」

　目を剝むいた親父おやじが、大声を出す。

　否、親父だけじゃない。ミミちゃんのスクープショットに反応した智花が、あらん限りの力を振ふり絞しぼって跳ちよう躍やくと共に腕を伸ばし、爪つめの先でボールを引ひっ搔かいてその軌道をわずかに狂わせた瞬しゆん間かん、体たい育いく館かん内のあちこちから歓声が弾はじけた。

「智花、リバウンドっ！」

　俺も例に洩もれず、知らぬ間に大声を振り絞っていた。智花とミミちゃんの規格外な攻防に魅みせられて、審しん判ぱんからただのバスケットボールファンになってしまっていた。

「はいっ！」

　シュートはエアボールとなり、手前に落ちる。駆かけ寄る智とも花かとミミちゃん、二つの影かげ。

　先に手が届いたのは、智花！　瞬しゆん時じに身体からだを切り返し、敵側のゴールへ速攻を仕掛ける。

「とめる」

　一歩遅れてミミちゃんがその後を追い、ハーフラインを越えた辺あたりで追い付いて併へい走そう状態に。まっすぐゴール下に突き進むのは危険と判断した智花は、僅わずかに針路を斜めに切り替え、ポストラインと平行にゴールまでの距きよ離りを詰めていく。

　そして、ゼロ角度となったところで直角に身体を切り返して、

「まさか!?」

　繰くり返される既き知ちの感覚。舞まい上がる智花の身体。ミミちゃんの全ぜん身しん全ぜん霊れいを賭としたジャンプ。

　ポジションを逆転して、全く同じ状況が再さい構こう築ちくされた。




「──お願ねがい、ひなた」




　そう、思っていたことだろう。少なくとも下級生たちは、全員。

「おー。ともか、ナイスパス」

　ミミちゃんの高い高いブロックショットを、華か麗れいにすり抜けて。智花が選えらんだ次の手は、静かに距離を詰めていたひなたちゃんへの、柔らかなパスだった。

　それを冷静に収めて、得点。

　智花は、一対一に拘こだわらなかった。

　チームとして、より確かく実じつに得点できる方法を選んでみせたのだ。

「……なあ親父おやじ。ミミちゃんって得意なのか、スクープショット」

「いんや。マグレで二、三回くらいなら決めたの見たことあるけど、まーその程度だよ。さすがにな～」

　やっぱり、そうか。そもそもいくら智花のジャンプが凄すさまじかったとはいえ、本来あれは『ブロックを躱かわすためのシュート』なのだ。手が届く軌道だったということは、それだけでまだ完成してない証しよう拠こ。

　つまり智花は、ミミちゃんに教えてあげた。

　五対五の、チームのバスケでは自分だけで無理をせず仲間を頼ることの方が、重要になる局面もあると。

「また、トモカにかてなかった」

「……うん。私たち、仲の良さなら負けないもん」

　無表情のままながら、わずかに俯うつむき加減となったミミちゃんに、智花が優やさしい笑えみで、珍しく誇らしげに言う。

　きっとそこだけは、一片の揺ゆらぎもなく自信を持っていることだから。

「わーい。ともか、ありがとう。ともかのおかげで、またシュート決められた」

「ひなたこそありがとうっ！　すぐ助けに来てくれたから、私もパスが出せたよ」

　手を取り合い、たたえ合いながら自陣に戻っていく智とも花かとひなたちゃんを、じっと見つめるミミちゃん。

　その心に何を思っているのか、ハッキリとはわからないけど。

　少なくとも。もうこれで諦あきらめるなんて気は、これっぽっちも無さそうだった。
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　終しゆう盤ばんは安定しきった試合の流れで、総合得点は32－16。ダブルスコアで、智花たちが勝利を収めた。

『う、うううう、もう一回！　もう一回勝負！』

「おいィ？　サキは今の言葉聞こえたか？」

「私の記ロ憶グには何も無いわね」

　歯ぎしりしながらにじり寄る双ふた子ごを、澄すました笑えみで取り合わない真ま帆ほと紗さ季き。

　でも、意地悪しているわけじゃないのは誰だれの目にも明らかで。

「あのさ。もーちょい修しゆ行ぎようしてこい、つばひー」

「んなっ!?」

「まだチームで練習、ほとんどしてないでしょ。そのままじゃ私たちには勝てないわ。……こっちならいつでも相手になるから、一度フォーメーションとかポジションとか、研究してくるといいんじゃないかしら」

「むぐ……！」

　諭さとされて椿つばきちゃんも柊ひいらぎちゃんも悔くやしそうに唇を嚙かむが、反はん論ろんはできないようだった。

「あ、あの。さっきみんなで話したんだけど。ゴールが必要なら、一いつ緒しよに練習してもいいよねって、私たちは思ってて……」

　遠えん慮りよがちに、智花も五年生たちに提案。うん、俺おれもそれはすごく賛さん成せいだ。いろいろ対立があるみたいだから同じチームになってくれ、といっても聞いてはもらえなそうだけど、体たい育いく館かんを共有して切せつ磋さ琢たく磨まするのは、どっちにとっても良い刺し激げきになる気がする。

「ふ、ふざけないで！　そんなナサケなんていらないし！　心配されなくてもちゃんと練習場所見つけて……こんどこそあんたらのことぎったんぎったんにしてやるんだからねー！」

「それまでコートは貸しといてやるー！」

　けど、残念ながら聞き入れてはもらえず、二人ふたりは捨すて台詞ぜりふを残して体育館を飛び出して行ってしまった。あー、ダメか……。十人居れば練習メニューのバリエーションも増やせるし良いことずくめなんだけど、そうそう上う手まくはいかないものだ。

「紗さ季き。覚えてなさい……。もっと練習して、次は紗季が泣くまでシュート決め続けてやるんだから」

「や、悪いことは言わないからシュート以外の練習も、少しくらいしてきなさい。……シュートはもう、充分すごいんだし」

「ね、姉ねえ様さま。ちょっとだけ失礼します。またおうちで……！」

「おー。つばひーとなかよくして、かげがみんなのおねーさんになってあげてね」

　雅まさ美みさんも、かげつちゃんも、それぞれの想おもいを告つげて椿つばきちゃんたちの後を追う。ここから先は、もう六年生のコーチである俺おれが口を出せる領域じゃない。五年生たちが、これからどうするか。今までにも増して真しん摯しにバスケと向き合い、智とも花かたちとの戦いに拘こだわってくれるのか。決断を待つしかないだろう。

「トモカ、またこんど。つぎは、まけない。ワタシたちが、まけない」

「……うんっ。私たちも、負けない」

　最後にミミちゃんも、智花に想いを語り、コートを去る。

　ワタシ『たち』か。まだちぐはぐなあの五人が、本当のチームになったなら。その時は、今日きようのように簡かん単たんには抑おさえられないかもしれないな。

　そんな日に備えて、俺も成長し続けていないと。選せん手しゆとしても、コーチとしても、ひとりの人間としても。

「やー、楽しかった楽しかった。呼んでくれてありがとな昴すばる」

　重い決意を嚙かみしめる俺の肩に、どかりと寄りかかってくる筋肉質の腕。脳のう天てん気きさにはちょっと呆あきれるが、でも、とにかく。

「こっちこそ助かったよ。ありがとう、親父おやじ」

　今日ばっかりはきちんと礼を言わねばなるまい。照れくさいけど、しっかり言葉にして伝えねばならないことだと思うから。

「わはは、おやすいご用！　でも、心残りだなー。もういっそ俺がミミたちの面めん倒どう見てやりたいくらいなんだけど、今月いっぱいでハワイに戻らないといけないからな……」

　一大決心で告げた礼を軽～く流され拍子抜けしていると、親父は名残なごり惜しそうに正面玄関の方を見る。あれ、そういえば竹たけ中なかもいつの間にか居ないな。知らない内に五年生たちに付いていってくれたようだ。

　それはそうと、親父の言いたいことはよくわかる。

　もし本気でバスケに取り組むなら、あの子たちにも絶対に正式なコーチが必要だ。乗り越えるべき課か題だいを見つけてやって、なんでも相そう談だんできるような信頼関係を誰だれかと築きずかないことには、六年生との差を縮ちぢめるのは難むずかしい。竹中はいろいろやってくれそうだけど、本ほん職しよくは現役のプレーヤーだから限界があるだろうし。

「……一応、コーチのあてはつけてある。もちろん、あの子たちに強制はできないけど」

「お、マジで？」

　そう思って。俺おれは、もう一つお節せつ介かいを働いた。

　昨日きのうのうちに自分が知るなかでもっとも頼もしい人物に話を持ちかけ、有あり難がたくも了承を頂いておいたのだ。

　あの我がの強い五年生たちと打ち解けるのは大変そうだけど、それでもあいつなら、もしかしたら俺よりずっと、良いコーチになれるような気もする。

　だから、後は頼んだぞ。

「ねーねー、すばるんのおとーさんなんだよね！　どもどもっ、あたし三み沢さわ真ま帆ほ！」

「真帆、ちゃんと礼れい儀ぎ正ただしく！　ええと、私は永なが塚つか紗さ季きと申します。長は谷せ川がわさんには、いつもたいへんお世話になってます」

「か、香か椎しい愛あい莉りですっ。そ、その……よろしくお願ねがいしますっ」

「わーい。ひなはね、袴はかま田だひなた。おにーちゃんのぱぱ、はじめまして」

「や、これはこれはご丁てい寧ねいに。こちらこそ息子むすこが世話になってます」

　内心で祈りを呟つぶやいていると、息を整ととのえた子どもたちがやってきて、改まって親父おやじに自己紹介を開始する。ふふ、まだまだ体力には余裕がありそうだな。これなら、もう少しくらい練習していっても大丈夫か。

「智とも花か、お疲れ様さま。後半、ひなたちゃんに出したパス、凄すごく良かったぞ」

「えへへ、ありがとうございますっ。ひなたがすぐ来てくれたので」

　とりあえず真帆たちが自己紹介を終えるまで、既すでに親父と顔見知りの智花に話しかけ、今日きようの活かつ躍やくを激げき励れいする。

「ちゃんと周りをよく見てた智花のお手て柄がらでもあるよ。ミミちゃんは、完全にシュートだと思ってたみたいだし」

「そう言って頂けて、嬉うれしいです。でも……」

「ん？」

　と、不意に何かを言いよどむ智花。気になることでもあるのかな？

「で、できれば、いつか。ずっと先のことで良いですから、私に教えて欲しいです。昴すばるさんの……スクープショット。昴さんと同じ事ができるようになったら、嬉しいので……」

　迷いながら、はにかんで告つげられたのはそんな言葉。

　正直、俺も教えられるほど上う手まくないし、今は基本を大事にして欲しいのですぐにとは言えない。

　でも。

「うん、わかった。いつか、必ず教えるよ。智花に教えられるくらい上手くなろうって思えば、俺もますます練習を頑がん張ばれると思うから」

「昴すばる、さん……」

　頭を撫なでながら、そう答える。

　智とも花かに、自分の技が伝わる。ますます、俺おれと智花のバスケが重なり合う。

　それはきっと……いや、絶対。この上なく幸せなことだから。

　つい調ちよう子しに乗って、そんな返事をしてしまった。
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「うう、わけがわからないよ……！」

「おかしい、こんなの絶対おかしいよ！」

　しょんぼり肩を落として夕暮れの並木道を歩く妹たちの後ろを、俺おれ──竹たけ中なか夏なつ陽ひは少し距きよ離りをとって追いかける。

　こうなることは、わかってた。いくらなんでも、いきなりは通用しない。この試合が五年生の負けになることは、予想通りだ。

　……って、別に真ま帆ほたちのことを認めてるってわけじゃないけど。

　とにかく、ここからだ。大事なのはここから。

　こいつらが、一度負けたくらいで諦あきらめちまうのか。それとも『今度こそ！』ってリベンジに燃もえるのか。

　どっちなのかで、俺の気持ちも変わる。

　もし、リベンジしたいって本気で悔くやしがるなら。

　仕方ないから、いろいろ協力してやっても良いと思うんだけど。

「つっても、自分の部活があるしな……」

　それに、人にモノを教えるのはあんまり得意じゃない。俺に出来ることなんて、そんなには無いかもしれない。

　やっぱり、コーチが必要だ。週一回くらいで良いから、妹たちにちゃんとバスケを教えてくれる、コーチが。




「試合。負けちゃった、みたいだね」




　もやもや考え事をしながら歩いていたら、なんだか聞いたことのある声がした。

「え……」

　顔を上げると、足を止めた妹たち五人の前。野球帽からポニーテールを垂たらしたちょっと背の高い女の人が、時計とけい塔とうの前でまるで俺たちのことを待っていたみたいに片手を挙あげた。

「……葵あおい、さん」

　俺と同じく、その人と顔見知りのかげつがぼんやり呟つぶやく。そう、葵おねーさんだ。あの変態コーチの友達で、バスケが上う手まい、高校生。

「誰だれ？　かげつの知り合い？」

「なんで試合のこと知ってるの？」

　不ふ機き嫌げんそうに椿つばきと柊ひいらぎが訊きく。

　すると、葵あおいおねーさんはちょっと申もうし訳わけなさそうに苦にが笑わらいして、

「ごめんね、こっそり見学させてもらってたの」

　そう言いながら、妹たちの前に、ゆっくり右手を差し出した。

「それで、ね。ものは相そう談だん。もし、また昴すばる……女バスのみんなと戦うつもりがあるなら、私のこと、雇ってみない？　みんなのコーチに、ならせてほしいんだ」

　呆あつ気けにとられて固まる妹たち。俺おれも、びっくりしてしばらく言葉が出て来なかった。

「……トモカたちに、かてるようにしてくれる？」

　最初に返事したのはミミだった。なに考えてるのかよくわからないやつだけど、肝きもっ玉たまの大きさはすごい。

「ごめんね。智とも花かちゃんたち、とっても強いから。約束はできない。でも、私にも……全力で戦ってみたい、どんな形であれ、本気でバスケで競きそい合ってみたいやつが、あのチームにはいるんだ。だから、力不足かもしれないけど、私をみんなの仲間にしてほしいの」

　ミミの頭を撫なでて、葵おねーさんはこくりと頷うなずく。

　戦いたいやつって、たぶんあのコーチのことだよな。

　ふーん、そっか。もしかして、おねーさんもあいつとライバルなのか。

「受けてみろよ。……その人、バスケ上う手まいし」

『にーたん？』

「夏なつ陽ひくん。……ありがとう」

　なら、頼もしい味方になってくれるはずだ。みんなが同じ目標を持っていれば、短い時間でだってどんどん上手くなれる。きっと、良いチームになれるはず。

「にーたんが、そういうのなら」

「お姉ねえさんに、任せてあげてもいい」

「紗さ季きに勝てるのなら、私はなんでも良いです」

「だとうトモカたち。いっしょにファイト」

「あ、あの。お久しぶりです。……よろしく、お願ねがいします」

　しばらく迷った後で頷き合った五人は、順番に葵おねーさんと握手していく。

「うんっ！　こちらこそよろしく。ありがとう、急に押しかけたのに、受け入れてくれて」

　おし、これで。これでまた真ま帆ほたちに戦いを挑いどめる。

　待ってろよ、俺もこいつらのことたっぷりと鍛きたえるの手て伝つだって、次の勝負では吠ほえ面づらかかせてやるからな。

　だからせいぜい、そっちも必死でもっともっとバスケ上手くなっとけよ！
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「いやほんと、引き受けてくれてありがとな、葵あおい」

「ううん。私も楽しそうだと思ったから。……ただ、智とも花かちゃんたちに怒られないかだけが心配なんだけど。敵側に付いたって、どうしても思われちゃうよね」

「大丈夫だろ。みんなむしろ『早く五年生に上う手まくなって欲しい～！』って感じだったし。これでハンデ無しだって喜んでくれると思う」

「……そっかな。うん、なら私も嬉うれしい」

「それに、五年生たちを強くするのは、なにより六年生のためになることなんだって、あの子たちならちゃーんとわかってくれるさ」

「昴すばる……。うん、そうだよね！　よっし、それなら私も全力で頑がん張ばっちゃおう！」

　対決を乗り越えた翌日の土ど曜よう日び。お礼も兼ねて葵のリクエストに応こたえ、俺おれたちは二人ふたりで駅前まで買い物に繰くり出した。

　お礼。葵が、五年生たちのコーチに就しゆう任にんしてくれたお礼である。

「しかし、いきなりあの子たちと仲良くなるなんてすごいな。正直、最初は断られるかもって心配してた。申もうし訳わけない話だけど」

「昴の話聞いてたから、私もまずはダメモトで、何度も諦あきらめずにトライかなーって思ってたんだけど、みんな何が何でも上手くなりたかったみたい。だから、とりあえずやらせてみるかって思ってもらえたのかもね。夏なつ陽ひくんも後押ししてくれたし」

「そっか。竹たけ中なかにもお礼言わないとな」

　椿つばきちゃん柊ひいらぎちゃんにとっては、兄の助言が一番の決め手になった可能性が高い。なんか、良い奴やつだよな、あいつ。思ってた以上に。

「そうだね。夏陽くんも部活がない日はアシスタントコーチになるって言ってくれたから、私としても大助かりだし」

「頼もしいな。なんとか智花たちが卒業するまでには、ライバルに育ってくれるかな」

「ふふん、なに吞のん気きなこと言ってるの？　目標は来月！　秋休み中くらいには再戦一回目挑いどんじゃおっかな～」

「おお、秋休み。良い響ひびきだ」

　七な芝しば高校は二期制なので、十月の頭にも休みが存在するのだ。期間は土日含めて一週間弱というささやかなものだが、やはり心が躍おどってしまうよな。特訓したり息抜きでハイキングにでも行ったり、やりたいことは枚まい挙きよに暇いとまがない。慧けい心しんのみんなは学校だろうから、女バスで何かするというのはちょっと難むずかしいだろうけど。

「……けど、秋休みまではあと二週間だぞ。さすがに間に合わないんじゃないか」

「あはは、だよね。言ってみただけ」

　冗じよう談だんめかして舌を出す葵。でも、それくらい熱ねつ意いを持って鍛きたえてくれようとしているのは本当みたいだ。葵あおいも負けず嫌いだからな。俺おれが指し導どうさせてもらっているチームと対戦となれば、『負けても良い』なんて心構えでは絶対に挑いどんでこない。だからこそ、誰だれよりも葵にお願ねがいをしたかったのだ。

「もちろん、勝負をするのは子どもたちだって望むところだと思うけどな。……お、あったぞ福引き所」

「あ、ほんと。なんだー、チケット三枚で一回だけしか引けないんだね」

　もう既すでに目当ての買い物を終えた俺たちだったが、なにやら今日きようは街ぐるみのフェアをやっているらしくて、会計の時お店から福引きチケットを何枚か頂いていたのだった。

「チャンスは一度きりか。よしじゃあ葵、任せた」

　ならばせっかくなのでチャレンジしていこうと、こうして福引き所までやって来たわけだが、手元にあるチケットは二人ふたり合わせてぴったり三枚。もう少し大おお盤ばん振ぶる舞まいしてくれても良いのに、とか勝手な事を思ってしまうが、そのぶん賞しよう品ひんがわりと豪ごう華かみたいなのであまり文句は言えないか。

「えっ。でも一枚は昴すばるの買い物でもらったチケットだし……」

「いいよいいよ。今日はお礼で来たんだし。服ふく選えらんでもらった恩返しも兼ねて。安くて着やすそうなのが手に入って助かったよ」

　葵の隠かくし特技。それは、古着屋での良品発掘。ほんと目にセンサーでもついてるとしか思えないほど、安くて着回しが利きくデザインの服をまたたく間に掘り起こしてみせるのだ。おかげで俺も今回、シャツを一枚見み繕つくろってもらえた。

「あ、あれは別に昴のために探してたわけじゃなくて……。自分で着たかったけど、サイズが合わなかったから……！」

「はは、とにかく助かったのは事実なんだし、引いてきてくれ」

「う、うーん……。それなら、何か当たったら二人で半分こってことにしようよ」

「葵がそのほうが良いなら……じゃあ、お言葉に甘えて。でも、分けられないものだったら？」

「そうなったら、ありがたく私がもらうね。ふふ、お米とか当たったらどうしよう」

「もちろん均等に、一粒ずつ拾ひろっていく！　ま、そんな立派なものは一回だけじゃ当たらないと思うけど」

「えー、意外とやってみなきゃわからないわよ。えっと、じゃあ契約成立。良いもの当たってから遠えん慮りよとか禁止だからね！」

「おう、分けられるものなら絶対頂くって約束するよ。健けん闘とうを祈る！」

　話し合いが終わり、三枚のチケットを係の人に差し出す葵。

　俺の方は買い物袋を一いつ旦たん全部預かって、気合いを入れるようにぐっと伸びをするポニーテールの横顔に一念。

　さっきはああ言ったが、日ひ頃ごろの感かん謝しやもあるわけだし。願ねがわくばここでいっちょスペシャルな幸運が舞まい降りんことを。分割不可の品であれば尚なお良し。

「えいっ」

　祈りながら見つめる中、葵あおいはゆっくりと福引き機きを回す。

　ほどなく、ころりと受け皿に、金きん色いろの玉が一つ転がり落ちた。




「おおおおおめでとうございます～！　特とく賞しよう『秋の京きよう都と旅行ペアチケット』大当たりです～！」




　ガランガランと鳴らされる鐘かねが、どこか現実感乏とぼしく耳の中で反はん響きようする。

「…………………………えっ？」

　長い沈ちん黙もくの末、まず葵がきょとんと息をもらし、

「…………………………えっ？」

　遅れて俺おれも、間の抜けた声を喧けん噪そうの中で響ひびかせる。

『…………………………えっ？』

　最後にもう一度、顔を見合わせ疑問符をシンクロさせながら、考えているのはたぶんお互い同じこと。




　──何か当たったら、二人ふたりで半分こ。




　軽い気持ちで交かわした約束が、こんなにも重大な意味を持つだなんて。

　ほんの何秒か前までは、まったく思ってすらいなかった。
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　あとがき




　お久しぶりです蒼あお山やまサグです。

　前巻ついに担当編へん集しゆうの和わ田ださんネタからの脱却を試みたところ『なんかあとがきが物足りなかった』という感想を幾つか頂いてしまい、和田さんに対し嫉しつ妬との念を禁じ得ません。

　しかしながら、自分がまがりなりにもいち書き手である以上、本を買って下さった方々の期待となれば応こたえられるものには最大限応えていきたい所存でございますので、今巻では前回無かった分を補えるだけの和田さんメガ盛り祭を開催せねばならぬ気がしてまいりました。

　そこでスペシャル企画といたしまして、この本のどこかに『ワダアツの！　一発ギャグどくせん特選集っ！』を付ふ録ろくとしてお付けすることにします！

　……などというムチャ振りあとがきをノンアポで締しめ切きりギリギリに送りつけて差し上げようかと半ば本気で思っていたのですが、万が一乗り気にさせてしまって実行に移されたら後悔するのは他ほかならぬ僕自身なので泣く泣く断念しました。

　大変申もうし訳わけありませんが和田さん成分はここではないどこかで補充して下さいませ。

　というか『ロウきゅーぶ！』に関しましては和田さんの脱力系語録なんかよりも現在真まっ盛さかりな各種メディアミックス展開の方が楽しいですよ！　それはもう絶対に保証します！

　まずはちょうど放送開始を迎えていると思われますＴＶアニメ。これを書いている時点では僕自身完成を待ちわびているところなのですが、原作者としてどっぷりとプロジェクトに参加させて頂き、現場の皆様の熱ねつ意いを間近で拝見してきましたので、間違いなく素す晴ばらしい作品になっていると確かく信しんしています。今はとりあえず頂いたＯＰテーマのデモ音源を日々堪たん能のう中ちゆう。あまりに格好良すぎて何度聴きいても滾たぎりまくりでございます。どれくらい滾ってるかというと放送数ヶ月前にギターパートの耳コピを完了してしまったくらい。

　さらに本作、なんとＰＳＰでゲーム化も決定です。しかもそのシステムの根幹に僕と和田さんが酒の席で話した与よ太た話ばなしを採用してもらってしまい、ただ驚きよう喜きするばかり……！　企画を立ちあげて下さいましたスタッフの方々の勇気とロックスピリッツに、最大限の感かん謝しやと敬意を。

　なおゲームの発売日や続報はホームページ（http://d-game.dengeki.com/RO-KYU-BU/）などでご確かく認にん下さいませ。

　他にも本編と四コマ、二つのコミカライズや各種グッズなど、素敵すてきな展開が盛りだくさん。原作サイドもフルパワーで驀ばく進しんしていきますので、今後も一緒に楽しんで頂ければ幸いです。

　最後になりましたがこの度たびも拙せつ著ちよをお手に取って下さり、まことにありがとうございました。また、今巻では本編内で Mr.Children の楽曲をイメージとして使わせて頂きました。一方的ではございますが、その事にも深く御おん礼れい申し上げます。


二〇一一年吉日　蒼山サグ
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蒼あお山やまサグ

１９８１年生まれの秋田県出身。バンドマン目指して上京し、大学時代にサクッと挫折した結果、今シリーズで第15回電撃小説大賞〈銀賞〉を受賞し作家デビュー。麻雀よりも大好きなのは競馬。純粋にお馬さんたち頑張って走り抜く姿に心打たれるみたいです……よ？
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てぃんくる

はるかぜせつなとベルの二人組。「マテリアルゴースト」（富士見書房）シリーズの挿絵を手がけ、『盗んでリ・リ・ス』『月夜のフロマージュ』などコミックでも活躍中！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.jp/
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